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      　　結局この世界というものは、

　　幾十万の茶番狂言を演じても、

　　依然、一人の大馬ば鹿か者にすぎません。



――ファウスト　第二部　　5085-5087行



    

  
    
      
　序幕prologue





　古代の人々が信じたように、もし星が虚こ空くうに燃える恒星や惑星でなく、夜の天てん蓋がいに光る神々の目だとしたなら、今夜のそれはどのような光景を目にしただろう。

　一八九三年、一月一日。午前零時。

　今この瞬間、上空から見たイングランドとその島々は、脈打つ赤い蜘く蛛もの巣にからめとられた甲こう虫ちゆうのようだった。どくどくと脈打つ網の目のためにもがくことも逃げ出すこともできず、大地そのものが無言の苦く悶もんに震えている。

　空間を揺るがす唸うなりと振動は自然の法則にそったものではなく、むしろ、反することによって引きおこされる自然そのものの歪ゆがみの悲鳴だった。一秒ごとに網の目は太く、強く、領域を広げてゆき、あってはならぬ強奪と支配の根を着々とのばしてゆく。大地も、都市も、人も、英国という土地のもつすべてを略奪し、わがものにしようと、貪どん欲よくな手を拡ひろげていくその中心には、この毒々しい蜘蛛の巣のあるじのように、いやらしく膨れあがった真紅の焔ほのおのかたまりがあった。

　ロンドン。首都にして最大の都市。人々の欲望と生命がうずまく場所。

　その場所はいま、生命という生命をたっぷりと喰くらい肥え、その上ますます飢えてゆく心臓のように大きく脈動していた。英国という一個の大地そのものを喰らいつくし、海を越えてさらに他ほかの大陸へも触手をのばさんと、舌なめずりさえするようだった。

　大地がまた、苦悶のうめき声を上げる。それは生命そのものの根源が死のうとする断末魔のあえぎであり、その赤い光の下で、命そのものを吸いとられて倒れ伏すあらゆる生き物たちの叫び声でもあった。

「母さま！　母さま！」

〈逆さロンドン塔〉の影の宮廷で、魔女姫はいつもの気丈さも忘れて泣き叫んでいた。

「しっかりして、母さま！　死なないで！　俺おれをひとりにしないでよ！　母さま！　母さまってば！」

　そして地上では、このすべてを引きおこした男が仕掛けた魔術が、死をもたらす魔法の毒虫となってつぎつぎと人々を地面に打ち倒していた。

「紳士方ジエントルメンよ！」

　金髪の、眼鏡めがねをかけた長身の青年が腕をかかげて叫ぶ。その顔に、いつもの飄ひよう々ひようとした表情はない。血色のいい頬ほおは蒼あお白じろく引きつり、極度の神経集中のために、歯はきしみ、目は血走っていた。

　かかげた腕から渦を巻いて水が踊り出し、白蛇の下半身を持った黒髪の女となって闇やみに踊る。水の女妖メリユジーヌは耳をつんざく叫び声をあげ、雲うん霞かのごとく飛びまわる魔法の印形に飛びかかって、ひっかき、噛かみ砕いた。白い牙きばのあいだから、破壊された呪じゆ印いんがこまかい破片となって舞い落ちる。

　だが、その程度では飛びまわる呪法を打ち破ることはできない。印形はさらに印形を生み、砕かれた印形はさらに十の、百の、千もの印形となってふたたび空に舞う。

　白い肌に黒髪をなびかせ、飛びまわるメリュジーヌのほかにも、さまざまな使い魔たちが懸命に同じ任務を果たしていたが、結果は同じだった。逆に印形にとりつかれ、使役者にむかって牙をむいて襲いかかるものさえあった。

　獅し子しの頭と不気味な蠍さそりの身体からだを持つ魔物が、自らを召喚した魔術師にのしかかる。悲鳴をあげる魔術師の頭は、絶叫の途中でかぼちゃのように噛み砕かれた。術者の死と同時に契約と守護からも切り離された魔物は、身を震わせ、のけぞって同じく絶叫する。その背中に貼はりついた呪印がまがまがしく発光し、魔獣は、みるみるうちに赤い光の塵ちりとなって、乱舞する呪印の渦に吸いこまれていった。

「みなさん、頭を低くしてください！　息をつめて、できるだけ身体を小さくして！」

　大混乱のただなかにある馬車の中で、少女騎士は聖別された銀の短剣を手に息を切らしていた。あらゆる仕切りなど存在しないかのように、馬車の中へにじみこんでくる蠢うごめく赤い印を切り払うのに夢中で、白い頬ほおは紅潮し、金髪は汗で頬に貼りついていた。

「シャルロットさん、わたくしたちも――」

「黙って！」

　聖なる銀の一撃を受けて、呪のろいの印がぱっと弾はじける。

　そしてまた外の阿あ鼻び叫きよう喚かんのただ中に、ひとりすずしい顔で立つ黒衣の青年と、吹き飛びかける帽子を押さえて拳けん銃じゆうを撃ちまくるがっしりした男の姿もある。ふたりの周囲には定かにとらえがたい銀光の嵐あらしが飛びかい、一気に数十の呪印を砕いていく。銃声がとどろくたび、はためく蛾がのような呪いの翼が裂けて墜おちる。

「くそ、こいつはきりがないぞ！」

　ビル・リース警部は空から薬やつ莢きようをばらばらとこぼしながらわめいた。脚もとに飛びちる薬莢が転がるより早く、手薄になった背中にわらわらと呪印の群れが取り憑つこうとする。

「これは誰だれがやっとることなんだ？　元を断たんかぎりはこいつらは止まらんぞ、ムツキ！　なんとかならんのか、おい！」

　銀光がさっとひらめき、ほんの一瞬、おおまかな人型をした、優美な曲線を持つ銀色のなにものかが石畳の上に現れる。全身の刃やいばを光背のようにのばし、手からも脚からも長大な白刃を生やしたそれは、つと背を丸めると、ふたたび跳躍する。

　主あるじたる黒衣の青年は、ほんの小さな仕草と意志で生命なきしもべを操りながら、広場で起こっていることすべてを、その超自然的な知覚力で読み取っていた。彼もまた生命をもたぬ身であり、また、かつては生きていたものとして、両方の世界に足をかけていたため、どちらの領分で起こっていることについても感じとる力があったのだ。

　倒れ伏す人々から吸いとられた命が、細かな支流が集まって巨大な流れとなるように集合し、広場の中心に立つ不吉な黒い尖せん塔とうに向かって流れこんでいく。尖塔は蠢しゆん動どうし、灼しやく熱ねつする石炭のように赤々と発光して、人々の生命を呑のみこんでいた。ひくひくと震える巨大な心臓のように、脈動し、蠢うごめき、貪どん欲よくな口と化して、イングランド全土から集められる、巨大なエネルギーを飲み干す怪物の喉のど。

「……今のところは、なにも」

　霧む月つきは軽く袖そでをはらって、自分に取り憑つこうとした呪じゆ印いんを振り落とす。吸血鬼ヴアンパイアの、生命なき生命を吸いとろうとした魔導印は、逆に存在の意味を裏返されて、くるくると萎しおれてちぢんでその場で消える。

「われわれにできるのは、せいぜい自分の身と、手の届く範囲の人々の生命を護まもる程度だ。君がいう、元を断つ、という行為ができるのはただひとり、〈彼女〉のみだが、あの女性がどう出るかは誰だれにも判断できないし、予測もつかない。できればあの坊やが、彼女の心を正しい方向に導いてくれればいいのだが――まだ、間に合ううちに」

「ああ？　なんだと!?」

　とどろく轟ごう音おんと悲鳴と、地鳴りのようにわきあがる不吉な振動のために、ほとんどの声は警部にとどかない。

　新しい弾倉をまたたく間にからにし、警部は必死に左右に目を走らせつつ次の弾に手をのばす。すでに残りは数少ない。もってあと十分、または、それ以下。

「何を言っとるのかちっとも聞こえん！　とにかく、この騒ぎをなんとかせんかぎりは――」

　言葉は途中で立ち消える。弾の箱に手をのばしかけたまま、ウィリアム・リースはその場で固まる。

　霧月のほとんど動かない頬ほおに、かすかな震えが走る。

　周囲で吹きまくっていた銀光と赤い光の渦が、一瞬、魔法にかかったかのように停止する。

〈ドクトル・アヴァランシュ〉の銀色の輪郭が、すべるように主あるじの脚もとに姿を現す。

　あたかも時間が停止したように、すべての動きが止まっていた。

　渦を巻く呪印の群れはその場で発光しながら宙に浮き、倒れた人々も逃げようとしている人々もその姿のまま折り重なっている。脈々と流れる生命の力の筋道が燃え、しかしそれさえも、中心たる黒い尖塔にむかうことをやめ、その場で灼しやく々しやくと瞬くだけだ。いきなり耳をふさがれたような沈黙が、喧けん噪そうよりもやかましくリース警部の耳を叩たたく。

「な、なんだ。いきなりどうし――」

　それを言い終わらないうちに、いきなり、事態が急変する。

　それまで、乱舞するとは言い条、それなりに目的をもって舞っていた呪印はいきなり目的を見失ったように、めちゃくちゃに舞い、裏返り、毒を盛られた蟲むしのようにじたばたともがいてよじれ、お互いにぶつかり合って自ら四散した。

　規則正しく脈打っていた尖塔はとつぜん狂ったように身をよじり、吠ほえ声を発し、これもまた致命傷を負った獣のように、苦く悶もんに身み悶もだえするかに見えた。全体を覆っていた生命の光の網目はよじれて絡まり、流れは逆流してあちこちと予測のつかない文様を描いた。

　地面に倒れていた貴婦人が、いきなり野獣のような咆ほう哮こうをあげて跳ね上がった。見開かれた目は血を噴かんばかりに血走り、赤く塗った爪つめはかぎ爪のように曲げられている。

　咆哮しながら、隣のシルクハットの紳士の喉のど元もとにのしかかる。紳士もまた、人間のものとも思えぬ金切り声を上げながら、連れの女性の胸元を掴つかみ、歯をむき出して、ドレスから出た二の腕にかぶりついた。

　血がしぶき、白い腕をかじり取られた貴婦人が、胸を血に染めて憤怒の声とともに、爪で相手の顔面を掻かきむしる。あっという間に、紳士の顔は剥むかれたオレンジのように、汁をしたたらせる生肉のかたまりと化した。

「あ、おい！　こら、そこの、やめんか！　おい！」

　人間相手では拳けん銃じゆうを放つわけにもいかず、とまどって警部はわめいた。

「やめんかと言っておる！　聞こえんのか！　おおおい！」

　同じような野蛮と暴力は、またたきのうちに広場全体に拡ひろがっていた。呪じゆ印いんの狂ったような動きとともに、逆流した生命の流れを身に受けた人々が、それぞれ血に飢えた獣と化して、手近にいる相手に誰だれかれなしに襲いかかり、歯や爪を使って食らいつき、掻きむしり、首を絞め、ばらばらに手足を動かして殴り合っている。

「集められた生命力が逆流している」

　眼前の凄せい惨さんな光景とはうらはらに、霧む月つきがきわめて冷静に告げた。

「流れの乱れた生命が人の理性という理性を一時的に破壊してしまった。どうやら、この現象を起こしていた大元で何かが起こったらしい。壊滅的な何かが。〈彼女〉のしわざか、それとも、あの少年が何かしでかしたのか」

「ええい、そんな悠長なことを言っとる場合か！」

　呪印はすでにばらばらになって燃えつきつつあった。人間たちのけだものめいた咆哮が響きわたる広場に、拳銃をふところに押しこんで警部は突進しようとし、とたん、襟えり首くびを掴んで止められた。

「な、何をする、きさま！　逮捕するぞ！」

「やめたほうがいい」

　霧月の声はあいかわらず冷めていた。

「言ったろう、今の彼らは理性をなくした獣と同じだ。自分以外のものを攻撃する以外に、なにも考えていない。だが、いっぽう君は立派な警官であり、ヤードの誉れを信奉する、頑固ではあるが正義の男だ。たとえ暴徒と化しているとはいえ、罪もない一般市民に躊ちゆう躇ちよなく暴力をふるえるような性格ではなかろう」

「だが、このままでは――」

　じたばたもがきながらリース警部は言い返そうとし、こちらに押し寄せてくる見さかいを失った群衆に絶句した。

　誰だれもかれも傷ついた顔や手からだらだらと血をしたたらせ、上品なドレスや夜会服はぼろと化して、ほとんど裸になっている。吸血鬼さながらに、むきだした乳房に血の筋をしたたらせた美女が、爪つめの剥はがれた両手をそれでもひくつかせて、相手の目をかきむしってやろうと白い歯をむき出している。

「――〈ドクトル・アヴァランシュ〉」

　銀色の影がさっと飛び、ばたばたと人々が倒れる。死んではいない。人形の手足に痛打され、意識を失っただけだ。

　だが、それだけでぎっしりと集まった人間たちが片付くわけもない。倒れた人々を乗りこえて、さらに新しい狂気の群衆が唸うなり声をあげながら近づいてくる。

「おうい！　そこのお二人さん！」

　混乱のむこうから、驚きよう愕がくと緊張の入りまじった若い声が聞こえてきた。

「君たちは正気なのかい？　おや、ヤードの警部さんじゃありませんか！　たしかリース警部、うんそうだ。そっちの若い人、君にも見覚えがある。いつだったか、女吸血鬼の件で顔を合わせなかったかい、確か？」

「おい、正気な奴やつもいるぞ」

「……〈評議会〉の連中か」

　霧む月つきの頬ほおがわずかに歪ゆがむ。

「〈評議会〉？　なんだそれは」

「説明している暇はない。あなたのような実直な人間には無関係な仕事をこなしている、別種の公務員だと思えばいい。この様子を見ると、どうやら彼らの魔術も、乱れた生命場の影響でうまく働かないらしいな」

　よく見ると、広場のところどころに黒い背広をまとった男たちがいて、必死に何か身ぶりをしたり、声高に何か呼ばわったりしていたが、空中に弱々しい火花が走ったり、すぐ近くまで来た暴徒が打ち倒されるだけで、事態収拾の役にはほとんどたっていない。

　両手に握った、複雑な装飾と波打つ刀身を持つ銀の短剣を打ち振りながら、ひとりの青年が苦労してこちらへやってくる。周囲に、影のように透きとおった黒髪の女らしい細長いものがまとわりついているが、ほとんど煙のようで、実体を保っておくことすら不可能なようだった。

「やあやあ！」

　微かすかにふざけたものを感じさせる口調で言い、青年は唇の端をあげた。

「どうやらどっちにしろ英国はおしまいのようですよ。それとも世界もかな？　何をやってくれたのか知らないが、〈聖杯〉殿、あるいはあの坊やか、とんでもないことをしでかしてくれたようだ。この事態が尖せん塔とうのある場所すべてで起こっているとしたら、いったいどれだけの犠牲者が出ていることやら」

「英国が？　世界もだと？」

　ぎくりとして警部は問い返した。

「若造、きさま、何を知っとる。いったいきさま何者だ」

「いや、地脈の乱れがこれだけひどけりゃ、数日か、悪けりゃ数時間たたずに大地震が起こって、大ブリテンは海の底だ、確実ですよこれは」

　妙に陽気に青年は続けた。長い金髪は乱れて汗で貼はりつき、丸い眼鏡めがねのむこうの目は落ちくぼんでぎらぎらと光っている。

「どうやらお祈りを唱えたほうがよさそうです。まあでもそちらの警部殿や僕ら正直な公務員はともかく、君は祈るべき言葉さえ口にできないようだね、〈夜歩く者ナイトウオーカー〉君？」

　霧む月つきは彼を黙殺した。

　シヴィル・セント・クレアは血の飛んだ眼鏡をていねいに拭ふいてかけ直し、銀の短剣をしまって、「メリュジーヌ」と優しい声を宙に向かってかけた。

「どうやらいろいろとおしまいのようだ。君との契約を解除しよう、メリュジーヌ。退職金も超過勤務手当てもどうやら期待できなさそうなのに、君まで、契約の道連れで消滅させてしまうというのは、どうも目覚めがよくないから」

『そんな、マスター！』

　悲痛な叫びが空中を舞う影から返ってきた。しかしそれすら遠いこだまのようで、彼女がどれだけの苦闘でこの空間にしがみついているかが読みとれた。

『あたくしは嫌です、愛いとしいお方、メリュジーヌは最後まであなたとともにと』

「君のように美しい女性をこんな馬ば鹿からしいことで失うことこそ、僕は嫌だよ、メリュジーヌ。君が僕を愛してくれるように、僕だって君を愛しているんだから。それが魔術師の契約というものだろう？　さあ、いうことを聞いて、かわいいひと。誰がマスターだか、よく思い出しておくれ」

『ああ、愛しいお方！』

　水の女じよ妖ようは悲嘆にくれて身もだえしたが、かろうじて実体にしがみつくのがせいいっぱいのいまの状態で、マスターの意向に逆らえるわけもなかった。シヴィルが、襟えりもとから五ご芒ぼう星せいの刻まれたメダルを取りだし、前にかかげて低く何かを唱えはじめる。『ああ！　ああ！』とメリュジーヌは嘆きの声をあげ、術の範囲から逃れようとするかのように空中をすべり回った。

　警部はただ茫ぼう然ぜんとするばかり。霧月は無関心な目で行われていることを見守り、そのあいだじゅう、〈ドクトル・アヴァランシュ〉は影から襲いかかる衝撃の風となって、押し寄せる群衆をかたはしから昏こん倒とうさせていた。

　とつぜん群衆の動きが止まった。おたがいの喉のどに食らいつきあい、腕や手足にかぶりついていた人々は、口の端の白い泡を吹きこぼしながら天空を振りあおいだ。黒い尖せん塔とうが赤熱する泥でい炭たんのかたまりのようにかっと閃せん光こうを放ち、ぼろぼろと崩れていく。その先端から身をよじる蛇のような真紅の雷光がさかさまに空へ向かってのびあがり、天頂をめざす。

　おーおーおー、と合唱が始まった。手足をつき、獣の姿勢をとった人々が、声をそろえ、血にまみれた口を洞ほら穴あなのように開いて、けだものの慟どう哭こくを天へと放つ。一定のリズムで身をゆするぼろと血におおわれた紳士淑女の集団は、酔ったように頭を振りたて、地をひっかいて、苦く悶もんとも歓喜ともつかず身をよじった。

　遠く重なるロンドンのそのまた外部から、もっと離れた自治区や侯爵領、荘園、海をへだてたアイルランドやヨークシャーの方角、ありとあらゆる方向から、同じような赤い稲いな妻ずまがよじれながら伸びてくる。数えきれないほどの稲妻は天の頂点で火花をあげてぶつかり合い、もつれあって、空の天てん蓋がい自体が崩れ落ちんばかりの大振動を引きおこした。

　メリュジーヌがついに姿を保っていられなくなり、悲鳴をあげて姿を消した。シヴィルはどこかほっとしたように息をつくと、厳しい顔つきでいったんメダルをしまい、「紳士方ジエントルメンよ！」と声を張りあげた。

「どうやら新しい展開のようだ、気を抜くな！　最後まで超過勤務手当てのことを忘れずに頑張れ、その上、もしかしたらリヴィエラでの特級ホテル宿泊つき特別休暇だってあるかもしれない。そのかわり、家族への死亡手当てだとか二階級特進だとかいう、縁起の悪いことはぜったい考えるんじゃないぞ、いいな！」

　緊張感があるのかないのかよくわからない叱しつ咤たに警部はなんとも複雑な顔をしたが、シヴィルと仲間たちは真剣だった。役に立たなくなった呪じゆ物ぶつや呪的武器をそれでも構えながら、身を揺らす群衆を避けてこちらへじりじりと集まってくる。かなり数の減ったことを確認したのか、シヴィルは軽く唇をかんだ。身をゆする人獣の海と化した広場を見わたし、反対側に、奇妙なほど無傷で鎮座する馬車を認めて、眉まゆをひそめる。

「おや？　ありゃあもしかして、紋章はないが、わが親愛なるグリムズビー伯爵家ご使用の馬車じゃないか。うん、確かにそうだ、あの窓の縁取りと屋根の形に見覚えがある。あの、女性ながら賢明な伯爵夫人がこんな騒ぎの中に出てくるとは考えられないが、ああ、しかしそうだ、あの無鉄砲で怖いもの知らずもいいとこの、バなんとやら君なら――」

　まるでその声が聞こえたかのように、馬車の扉が開き、中から数人の子供と大人おとなひとりが転がり落ちてきた。

　大人は、こんな事態でもきっちり撫なでつけた銀髪ひと筋乱していないエドワーズ氏で、あとから出てきた美み弥や子こと和かず音ねをさっと腕の中にかばう。続いて転げ出てきたのはバなんとやらあらため、グリムズビー伯爵家子息アレグザンダー爵子。身分にふさわしくすっきり上質な、えらくまっとうな格好をしているのにシヴィルは目をまるくする。

　最後に、銀の短剣をかまえ、腰に十字架を象かたどる長剣をたずさえて、ゆだんなく左右に目をくばりながら降りてきたのは、金髪を短く刈り、きらめく青い目に炎を宿らせた、少女聖騎士だった。

「おや、君も来ていたのかね、シャルロット！」

　広場の端から端までひびく声でシヴィルは呼びかけた。

「まあ君が借り出していった書物から何か読み取ったのかもしれないが、いずれにせよ、あの坊やの関係者さんたちや、うちの困った坊ちゃんまで引っぱり出してくる必要はなかったんじゃないかね？　まあいい、そのことはあとで訊きく。いったい〈聖杯〉殿はどうしたんだ？　〈魔術師シモン〉の計画に、何が起こってる？」

「お、おまえ、シヴィル！　おい！」

　地面にべたんと貼はりついていたアレックスがじたばた起きあがる。

「お、おまえこそ、いったいここで何してるんだ？　見てたぞ、あの下半身が蛇の女はいったいなんなんだ？　おまえ、何者だ？　家庭教師じゃなかったのか？」

「あ、いえ、家庭教師なのは本当ですけど」

　多少きまりが悪そうにシヴィルは目をそらした。

「というか、かなり家庭教師としても頑張らせてもらったと思うんですけど、まあその、そのへんの事情はあとでお話しさせてもらうとしてですね。今、かなり危険な状況なんですよ。下品な表現で言わせてもらえば、イングランドがまるごと肥こえ溜だめに転げ落ちてる最中で、しかももう、ブーツの片脚はすっかり肥の中って感じで。わかります？」

「よ、よくはわからんが、とにかく危ヤバいんだな!?」

「激ヤバです」

「ええい、あの使い魔……いやその、あのど阿あ呆ほうは、何をやってるんだ！」

　お言葉使いが悪いですぞ、若様と、こんな時でも執事魂を忘れずに眉まゆをひそめて袖そでを引くエドワーズ氏を振り払って、アレックスはわめいた。とたんにはげしい地響きに襲われ、あやうくひっくりかえるところをなんとか踏みとどまる。

「何のためにあの馬ば鹿かがいっしょにいるんだ！　あいつならクリスティーナに馬鹿なまねや危険なまねはさせないと思ってたのに、このありさまは何事だ？　地獄よりまだひどいじゃないか！」

「残念ながらもっとどんどん悪くなりますよ。きっとね」

　陰気に言って、シヴィル・セント・クレアは空を見あげた。つられて、美み弥や子こや和かず音ね、アレックス、エドワーズ氏にリース警部まで顔を上に向けた。

　そして息を呑のんだ。

　天空の中央でぶつかり合った真紅の稲いな妻ずまが、からまり、渦を巻いて、生き物のように身を震わせながらひとつの形をとりつつあった。雷が一本突きささるたびに、集合した歪ゆがんだ生命力のかたまりは、どくどく脈打ちながらまたたくまに膨らみ、よじれ揺らめきながら子供の吹くしゃぼん玉のようにどんどん成長していって、ついには夜空のなかばをおおわんばかりになった。

　それはまるで、〈聖心臓セイクリツド・ハート〉の、異様で冒ぼう涜とく的てきな戯画だった。キリストの慈愛と自己犠牲を示す象徴、血をながす、真紅の心臓ハート。

　だが、いま夜空にあるそれは大地と人々から強奪した力で肥え太り、ゼリーのように絶え間なくふるえながら、なおも四方から集まってくる力を吸い続けている。

　天は暗黒に覆われ、毒々しくぎらつくそれは、第二の赤い月としてロンドンの空を支配しようとしていた。本物の月に住むという月男の横顔の代わりに見えるのは、孵かえりかけの鳥の卵を透かしたときに見えるような、異様な影。どこか歪いびつな、異常なものを感じさせるそいつは、ぎらつく真紅の殻の中でしきりに身をよじり、殻を破ろうとするかのようにのびあがって、異形の手足を振りたてている。

「まずい」

　シヴィルが呟つぶやいて、ふたたび短剣を構えなおした。

「なんだかよくわからないが、想像以上にまずい。しかも、どうやらわれわれにできることは大してなさそうだときている。警部、それから坊ちゃんとお嬢さんたち、今のうちにお逃げになったほうがいいですよ。逃げる場所がこのイングランドか、世界のどこかにあればですけどね。ぼくら真ま面じ目めな公務員は、お仕事ですから最後まで踏みとどまりますけど。君もどうやら、逃げる気はなさそうだね、不死者ノスフエラトウ君？」

　身じろぎもせず立ちつくす霧む月つきは視線をちらりと動かしただけで、うっそりと、

「どうせ生きていない身だ。死人である者が今さら、死や滅びを怖れるわけもない」

「そ、そんなの駄目です！　いけません！」

　美み弥や子こがエドワーズ氏の腕の下からもがき出てきて叫んだ。和かず音ねもいっしょに必死のおももちで這はい出してきて、

「そうです、わたしたち、遼りよう兄にいさまもクリスティーナさんも、みんなをお助けするために、ここまで来たんです！　なのに、わたしたちだけ今さら逃げろだなんて、そんなことできません！　ねえ、シャルロットさん、そうでしょう!?」

「シャルロット」

　おだやかな声でシヴィルは少女騎士に目を向けた。

「君がやるべきことはわかっているはずだ。〈聖杯〉が砕け、〈魔術師シモン〉の計画がおそらく暴走をはじめた結果、この地上に安全なところなどどこにもない。だが、君には英国政府の一員として、一般市民をできるかぎり安全な場所に避難させる責任がある。責任、かつ義務だ、わかるだろう。あいにく君には上司として、せめてもの無事を祈ってやるくらいしかしてやれないが、それでも、幸運を祈る。何しろこういう場合なんで、ちゃんとした辞令を渡してあげられないのは勘弁しておくれね」

「……イエス。イエス・サー、ミスタ・セント・クレア」

　唇をかみしめ、地面を見つめて拳こぶしを震わせていたシャルロットは、ややあってぽつりと応こたえた。きっと顔をあげると決然と美弥子たちに向きなおる。

「さあ皆さん、早くここから離れましょう。わたしたちは間に合わなかったのです。計画は実行され、しかし、なんらかの事故が起こりました。わたしたちにできることは、何もありません。いまは、皆さんをできるかぎり安全な場所まで、無事にお連れすることばかりです。この先事態がどうなるのであれ、それ以外、なにもありません」

「そんな、シャルロットさん！」

　和音と美弥子が口々に悲鳴をあげてとりすがる。

「なにもできない、だと！」

　アレックスはあやうくシャルロットの喉のど首くびに掴つかみかかりかけ、相手が女性だと気づいてかろうじて自制した。

「ここまで……ここまで来て、なにもできないっていうのか！　あいつが、遼りよう太た郎ろうが、クリスティーナがどんなことになっているかもわからないのに、尻尾しつぽを巻いて僕たちには逃げろっていうのか！　僕はそんなこと、絶対に認めない、認めないぞ！」

「偉大なる魔術師バシレウス・サロモンならば、ここがどれほど危険かもおわかりになるはずですよ、坊ちゃん」

　家庭教師の口調で、シヴィルが優しく指摘した。アレックスがうっと詰まる。

「ですからわがままをおっしゃらずに、おとなしく避難なさってください。できるだけ生き残るのも立派な魔術師の仕事のうちですよ、とりあえず職業・公務員、かつ魔術師として言わせていただきますが。プライドや意地にしがみついて、むざむざ命を捨てるのは素人のやることです。あなたは偉大なバシレウス・サロモンでいらっしゃるんでしょう？」

　アレックスの顔が泣きだしそうに歪ゆがんだ。

　本当に自分がその名前に値する大魔術師であればどんなによかったか、いや、大魔術師でなくていい、少しでも、この場を打開するために協力できる、どんなささやかな魔術でも、本当に使えるものならどんなによかったか、はげしい後悔が少年の胸を食い荒らしているのははた目からもわかった。

　アレックスはくるりと背を向けた。

「――みんな。行くぞ」

「アレックスさんまでそんなことおっしゃるんですの!?　わたくし、絶対にいやです！」

　美み弥や子こがヒステリックに叫ぶ。

「いやでも何でも、僕たちがここにいるとかえって邪魔なんだ。そうだな？」

　シヴィルに挑戦的な視線を投げた。シヴィルは苦笑し、肩をすくめて応じる。

「ここに踏みとどまれるのは本当に魔術を操り、自分で自分の身を守れる人間だけだ。僕たちにはそんな力はない。一般市民である僕らは、せめて戦う者たちの邪魔をしないように、少しでも安全な場所に逃げのびて、運命がどちらへ傾くかを見守るしかないんだ」

「いやです、絶対にいや――放して、エドワーズさん！　放してください！」

「放しちゃいけないよ、エドワーズ。シャルロットは馬車を頼む。今はエドワーズが外で手綱を取るのは危険だ。和かず音ねを中に入れたら、御者台へあがってくれ。馬はまだ生きてるか？　そこにいるか？」

「防護の呪じゆ符ふを轡くつわに刻んでおきました。無事ですわ、ええ」

　口笛を吹くと、二頭の栗くり毛げの馬が多少怯おびえたようすながらも、群衆を乗りこえて戻ってきて、従順につながれる。

「いやです――いや――放して――クリス姉さま――遼太郎さん……」

「放してください……クリスティーナさんが、遼兄さまが――兄さまが……」

　暴れながらもエドワーズ氏とアレックスに馬車に押しこまれる美弥子と和音は、もはや嗚咽おえつで言葉もままならない様子だった。

　アレックスは自分こそ大声で泣きわめきたいのを必死にこらえるように、血が出るほど唇をかみ、黙々と動いた。蒼そう白はくな顔色は紙のようだった。すすり泣く少女たちを座席に押しこみ、エドワーズ氏と二人して、飛び下りられないように扉側に貼はりつき、しっかりと掛け金をかける。

　獣と化した群衆の叫きよう喚かんで、大地自体がゆすられるようだ。ぶるっと身震いし、御者台のシャルロットに出発の合図をしようとして、アレックスはぎくっと手を止めた。

「おい……なんだ、あれは……？」

　闇やみの天空に浮かんだ真紅の月の真正面に、ひとつの人影が浮いていた。

　まるで冗談のようにきっちりとインヴァネスを羽織り、大学教授か弁護士のような上質な紳士の服装をした、禿とく頭とう長身の巨漢が、片眼鏡めがねを光らせ、虚こ空くうを踏んでこの阿あ鼻び叫きよう喚かんの上に立っているのだ。

「あ」

　和かず音ねが暴れるのを忘れ、窓に飛びついて上を見あげた。

「あの方――あの方、確か、どこかで――どこかでお会いしたような、気が――」

　外では真紅の稲いな妻ずまと暴風がますますはげしく吹き荒れていたが、紳士のインヴァネスは少しもゆらいでいなかった。彫りの深い、なめらかな面めん貌ぼうに鷹たかのような鋭い瞳ひとみが光り、立派な鉤かぎ鼻ばなは猛もう禽きんのくちばしを思わせる。



    

  
    
      



    

  
    
      　シヴィルが何か口を開こうとしたが、先を続けることはできなかった。「うわっ！」とリース警部が叫び、吹き飛ばされかけた帽子をあわてて押さえつけて身を低くした。

「おい、ムツキ、あいつは何だ――誰だれなんだ？　このわけのわからん公務員どもかなにかの仲間か？　それにしてもなんて顔だ！　ありゃあまるで――まるで――」

　警部もまたその先を続けられなかった。禿とく頭とうの男はさっと手をあげた。その手には黄金作りの重い錫しやくがかざされていた。複雑な形の杖つえ頭がしらは十二の特別な宝石によって飾られ、かつて、ユダヤの祭司が胸当てとしてつけていた黄金の飾りと同じ意匠が輝いた。

「ここに示す、わが力、古きわが智ち慧え、古くかつ老いたるわが手に委ゆだねられし、すべての権能と犠牲とによって、この天と地に命ずる！」

「見て！」

　愕がく然ぜんとして美み弥や子こが馬車の窓に額ひたいを押しつける。

　外の御者台では、手綱を手からずり落としたことにも気づかないほど茫ぼう然ぜんとしたシャルロットが、暗黒のロンドンの空に立つ大魔導師の姿を見あげていた。

「あれは――まさか……」

　ふるえる手が、騎士モーリスの形見たる十字剣をぎゅっと握りしめた。

「まさか――あの方は！」

「わが権能によりてこの地の刻ときを凍らせ、すべての生命を凍らせん！」

　とどろく声はこだまする雷の轟ごう音おんをも凌りよう駕がした。

「雪解けに清き水があふれ流れるごとくに、その自然なる状態が呼び返されるまで、天地よ、すべての命よ、その場を動くことなかれ、わが造りし世界よ、外界よりこが一角を呑のみこみ、悪あしき影響より、外部をも内部をも守るべし。わが言葉は真なりて語られしものは力を持ち、あえて語られしことは、すべてあますことなく叶かなえらるる！」

　複雑な呪じゆ文もんが続いた。ヘブライの古き言葉、その中でも、もっとも秘密に満ちた大祭司階級しか知ることのない力ある言語が、朗々と唱えられて複雑な術式を繰り広げていく。

　振りおろされた杖が、石の床にぶつかったように、カツーンと固い音を立てた。

　とたん、黄金の光が、漆しつ黒こくのロンドンの空に燃える花のようにさっと拡ひろがった。

　杖のおろされた一点から、金色の神聖な文字と数字と言葉の網、古代の聖なる数秘学カバラの神しん髄ずいによって造り出された黄金のレース編みが、ばりばりと絡みあう真紅の稲いな妻ずまをからめ取るようにして花開いていく。

　稲妻は釣り糸に抑えられた蛇のように身をもがき、うねりくねって、ばちばちと火花を散らしたが、二千年を閲けみした大魔導師の紡ぎ出す古き魔術には対抗できないようだった。もがきながらもしだいに力を失い、細まり、押されるように地に戻ってゆく。獣のように空へ向かって吠ほえ猛たけっていた人々も、少しずつ力が抜けていき、一人、また一人と、眠るように地面に倒れて折り重なった。

　やがて、天空に浮かぶのは、たえまなく流れ蠢うごめくカバラの秘術の網と、それを操る禿頭の大魔導師の巨きよ躯くの影のみとなった。

　そして月。

　真紅の、常ならぬ、巨大で異様に膨れあがった、月。

　まだ事態が終わっていないことを示すように、そもそもの中心である黒い尖せん塔とうはまだ赤く発光し、毒蛇が襲いかかる隙すきを狙ねらうかのように、ゆらゆらと揺れて今にもふたたび炎を噴き出そうとするかに見えた。

　灼しやく々しやくと輝く真紅の月を背後にして、大魔導師は一時黙し、ひとまずは静けさを取りもどしたかに見える地上を見おろした。その鷹たかの視線が、広場の一隅に停とめられた一台の馬車を射い抜ぬくように見た。

「あっ！」

　インヴァネスがさっと大きくひるがえった。

　黒い翼のようなその布地が、大きく拡ひろがって自分たちを包みこむように感じて、馬車に身をよせる少年と少女たちは思わず頭をかかえ、身を低くした。一瞬、ごうっとあたりを揺るがした一陣の風に、シヴィルや霧む月つき、リース警部、その他ほか外にいたほとんどの人間が、一時視界をうばわれて顔をおおった。

　風がおさまると、皆はおそるおそる頭をあげて、周囲を見回した。

　まがまがしい赤い月は、まだそこにあった。天を覆った黄金の魔術の網も、折り重なって眠っているようなロンドンの人々も、いまだにがたがた震えて異音を発しつつ、作動をやめてはいない魔術の尖塔と。

　だが、天空の魔導師と、それから馬車にいた子供たち、その連れは姿を消していた。馬と馬車ごと。馬車のあったところだけ、広場にはぽっかりと空間が開き、そこだけ人が倒れていない。

「……やれやれ」

　シヴィルが額ひたい髪がみをかきあげながら、大きく息をついた。知らない間ににじんでいた汗をぬぐい、神経質に指先を見る。

「どうやら、坊ちゃん嬢ちゃん方の安全は確保できたようですね。まあ、今の状況だと、それも確実じゃないみたいですけど。それにしても驚いた。彼のことは噂うわさにゃ聞いてましたが、ほとんど伝説か夢物語で、まさかほんとにこの目で見る日が来るとは思いもしませんでしたよ。これだけの魔術をたった一人で展開してのけるなんて、さすがは魔導師の称号で呼ばれるだけのことはある」

「あれは――あれは――誰だれなんだ、いったい!?」

　もはやあらゆることが、リース警部の実直な頭脳の理解を超えていた。生きた死人に獣と化した人々、飛びかう魔術合戦に、血の色の稲いな妻ずまと月だけでも十二分だといえるのに、空中に浮かんだ禿とく頭とうの巨漢に、目前で消えた馬車と子供たち。

　今も目の前で華やかにきらめく、繊細に編み上げられた魔術の術式が、目の前で起こっていることがいまだ自分が悪夢の中にいるか、でなければ、これが悪夢でもなんでもなく、まぎれもない現実だということをこれでもかと見せつけている。

「〈さまよえるユダヤ人〉」

　ぼそりと霧む月つきが呟つぶやいた。警部はおそろしい勢いでふり向いた。「なんだと!?」

「あなただって聖書くらいは読んだことがあるでしょう、警部」

　淡々と霧月は言った。

「かつて、囚とらわれたキリストが十字架を背負って刑場へ向かうとき、戸口で一休みしようとした彼を邪険に追い立てたため、再臨の時まで死ぬこともできず、永遠に地上をさまよう呪のろいをかけられたユダヤ人の話を。

　しかし、それは真実ではない。それは後世、自分たちの権威を守るために躍起になっていた、イエスの後継者を名乗るものたちのでっち上げだ。

　実際の彼はイエスのかけがえのない友人であり、父のように彼を愛し、最後まで、彼の命を救おうと力をつくした。彼は偉大なる大祭司であり、古今のあらゆる魔術と神聖な力を持つ言語に通じ、古代につながる叡えい智ちを受け継ぐ者のひとりだった。

　だが友人を救うことができず、彼が愛した人々の手でむざむざ殺されるのを見て、偉大なる賢者は世界と人間に絶望し、この世界を離れて、自らの秘法によって造りあげた別世界に、永遠に姿を隠してしまった。……それが〈さまよえるユダヤ人〉、過去と未来に存在する中で最高にして最強の、大魔導師、アハスヴェールだ」

　警部は唖あ然ぜんとして空を見あげた。あり得ざる色と形の真紅の月と、張りめぐらされた黄金の防御の網が、警部の常識と理性をあざ笑う。しかし起こっていることは現に起こっていることであり、いかに否定しても目前の光景は消えない。

「とにかく」とシヴィルがため息をついた。

「あのお人のおかげでしばらく時間はかせげるようですけど、いかに古代の大魔導師の力であろうと、これだけの大変動を長いあいだ抑えきることはできない。そもそもの大元、そう、〈聖杯〉と、〈魔術師シモン〉、そして、あの坊や――〈産霊者〉にいったいなにが起こってどうなってしまったのか、それがわからないかぎり、安心なんてかけらもできやしませんね。首くび吊つり台に立たされた死刑囚の気持ちがわかりますね。いまにも足もとの扉が開いて、首がきゅっと締まって地獄へ転がり落ちるのをどきどきもので待つあの気持ちですよ。しかし最終的に間に合わなかった場合、僕らが、いや、イングランドと世界中の人々がたどる運命は、地獄なんて甘っちょろいものじゃないでしょうけどね」



    

  
    
      


　第一幕　　死の来たれる地





雲が飛んでゆき、星が消える。　　　　　　　　　　

あのうしろに、あのうしろに、遠くから、遠くから、

あの人がくるわ、兄弟が。そう、くるわ、――死が。



――欠乏・罪責・困窮の三姉妹
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　一瞬、刻ときが止まった。その中で、わなわなと震える魔術師の蝋ろうのような手がゆるゆると上がっていって、胸から突き出た刃やいばを握りしめた。手のひらから、油めいた血がゆっくりとにじみ出てきた。



    

  
    
      



    

  
    
      「き……さ……ま」

　青ざめた唇があえぐように言った。

「何のつもりだ……狂ったか……私が死ねば……お前も……承知しているはず……」

「承知しているとも」

　クリスティーナの顔も急速に色を失いはじめていた。朱あかい唇は紫色に変じ、白い頬ほおは血の気を失って一刻一刻とガラスのように血の気をなくしていく。

「あなたは私に自由を与えると言った、違うかね？　それで私はそいつを手に入れるとしたわけだよ。あなたの意図したよりも少しばかり早くだがね、お師匠」

「馬ば……鹿か……めが」

　ずるりと剣が抜けた。

〈魔術師シモン〉はそのまま前へ崩れ落ち、反動で、クリスティーナは剣を持ったまま後ろへ倒れこんだ。

「お嬢さま！」

　声をあげて駆け寄ったレギーネが、床にぶつかる前に受けとめて身体からだを支える。クリスティーナは頭を振り、弱々しく押しのけようとしたが、もはや手をあげる力すら彼女には残っていなかった。力の抜けた指から、紅あかい宝石のついた細剣がすべって落ちた。

「レ……ギー……ネ」

　あえぐような呼吸の下から、きれぎれにクリスティーナは言った。

「お逃げ……ここから。ロード・バイロンを喚よびなさい。今なら彼の力でも、この空間に侵入できるはずだ。あの、どうしようもない頑固な従僕君を拾って、さっさとお逃げ。なにも私の気まぐれに、おまえまでつきあわせる気はないよ。今までいろいろわがままを言ってきたけど、これが最後のわがままだ。だから」

「お断りいたします」

　はっきりと言って、レギーネは女主人を腕にかき抱いた。

「わたしの裡うちにあるものが誰だれで、何のためにあなたのお側そばにあったかご存じのくせに、今さらそのようなことをおっしゃっても、お聞きするわけにはまいりません。遼りよう太た郎ろう様は大事な方です、けれども、わたしにとっては結局あなたがすべてであることを、どうぞお忘れにならないでくださいまし。わたしはレギーネ、最後まで、あなたとともにあり、あなたをお守りするために生まれたものです。ですから、そのわたしそのものを否定するようなお嬢さまのわがままだけは、お聞き入れできません」

「自分の従僕どころか、メイドにまで叱しかられるとは、ね」

　すっかり色を失った唇を歪ゆがめて、クリスティーナは笑みを作ろうとしたが、うまくいかなかった。

「いよいよ私の運も尽きたかね、これは。……だからと言って他人を巻きこむにはあまりに大きい気まぐれなんだが。できればあの馬鹿従僕だけでも放ほうりだしてやりたいんだが、どこだ？　どこにいる、あの坊やは」

　光を失いはじめた目を見開いて、けんめいに虚こ空くうを探る。

「術の押さえ軸であるわがお師匠が倒れれば――この三文芝居の歯車は必ず狂う――中心にはめ込まれていた〈産霊者〉――遼りよう太た郎ろう――できた隙すき間まからこぼれ落ちるはずだ、あの子も、ねじのゆるんだ機械から落ちるみたいに――あの子はどこだ？　あの子は？」

　投げ出された指がかすかにひくついて空を掻かく。

「お嬢さま、どうぞ動かずに！」

　その時、何かがはじけるようなはげしい音がして、赤く毒々しく染めあげられていた空間が一度に暗転した。

　次の一瞬、ピアノの弦がはじけるように、遼太郎を空中に縫いとめていたエネルギーの網が、一気にばらばらにはじけとんだ。中央に絡めとられていた遼太郎はぐらりと揺れ、そのまま、真っ逆さまに落下しはじめた。

「レギーネ！」

　かすれる声を振り絞っての女主人の命令に、少女は動いた。クリスティーナの頭を優しく床に寝かせると、床をひと蹴けりして少年の落下地点へむかう。銀色の髪が翼のようにひるがえり、遼太郎の頭ず蓋がいが暗黒の実験室で卵のように砕ける一瞬まえに、さっと受けとめて身をひるがえした。

「あ……あ？」

　遼太郎はまだなかば夢と無意識のはざまにいた。耳の中はごうごうと轟とどろく生命の流れの音で充みたされており、まぶたの裏は真紅と暗黒がひっきりなしにちかちかと入れかわっている。弱々しく頭を振り、麻ま痺ひしたような手足を動かそうと試みる。

「気をしっかりお持ちください、遼太郎様」

　叱しかるような声に、冷水をかけられたように意識が冴さえた。

　銀髪の少女の玲れい瓏ろうたる美び貌ぼうが、自分を見おろしていた。どす黒い色を帯びた赤い光の明滅が、なめらかな頬ほおに不気味な陰影をつけている。

「あ……レ……ギーネ……？」

　頭痛がひどい。頭が杭くい打うち機で連打されていてもここまでではないだろう。身体からだ中から骨が抜かれたようで、口を動かすのさえおっくうだ。

「なにが……あったんだ？　クリスティーナは？　〈魔術師シモン〉は……？」

　レギーネは応こたえなかった。ふたたびひと蹴りで研究室の端から端まで跳び、女主人のそばにふわりと降り立つ。遼太郎を床の上に寝かせると、またすがりつくようにクリスティーナを膝ひざに抱いた。

　耳障りな呼吸音が響く。クリスティーナはあたかも心臓を一撃されたかのように苦痛に顔を歪ゆがめ、白い喉のどをそらせてあえいでいた。肉体には傷ひとつなくとも、生命が一秒ごとにその身体から失われつつあるのは明白だった。

　ほんの二、三呼吸の間、遼太郎は隣に横たわったクリスティーナをぼんやり見つめていた。頭の中はまだごった煮の鍋なべのような状態だったが、あるひとつの光景を思い出したとたん、なにが起こったかの理解が津波のように訪れた。手足の麻ま痺ひは吹き飛んだ。

「クリスティーナ！」

　遼りよう太た郎ろうは飛び起き、クリスティーナのそばに跪ひざまずいた。

「なんて馬ば鹿かなことしたんですか、あなたは！　馬鹿の相手するからって、あなたまで馬鹿になることはないでしょうに、なんでこんなこと！　知ってたはずでしょう、あの男の身体からだはあなたのもので、もしあいつが――」

「死ねば、私も死ぬことになる。そうだとも」

　苦しげな呼吸の下から、クリスティーナはいかにも彼女らしい、皮肉めいた笑みをようやく浮かべた。

「本当の自由がどうだこうだと、私にお説教をくらわしたのは誰だれだったかね、この馬鹿従僕君は。それで私は、本物の自由を手に入れようと決めたわけだよ。ああでも、けっして君に説得されたわけではないから、くれぐれも思い上がらないように。これはあくまで私の意志であって、誰に押しつけられたものでもない。私は誰のいうことも聞かない。気まぐれで、傲ごう慢まんで、わがまま気ままないんちき女魔術師〈パラケルススの娘〉は、他人の説教をおとなしく聞き入れるような野暮はしないんだ」

「ああもう、この人は！」

　苛いら立だちとどうしようもない悲しみ、大切なものが手からなすすべもなくこぼれ落ちていくという無力感に打ちひしがれて、遼太郎はきつくクリスティーナの襟えりを掴つかんだ。

「どうしてまったくそういう無茶しかしないんですか、あなたって人は！　なんでも極端すぎるんです、聞こえてますか!?　死ぬか生きるか、どっちかしかないっていうんなら、せめてもうちょっとましな方法を考えたらどうなんです!?　ほんとにもう後先も考えずに、まわりの人間のことも、みんなの気持ちのことも、何ひとつ考えてやしない――」

　遼太郎は乱暴に目をぬぐった。汗か涙かよくわからないものが頬ほおを伝い落ちていた。

　腹の底を揺すぶるような不気味な振動がしだいにひどくなってくる。むっとこもった熱気が、かまどの中に放ほうりこまれたように急激に上昇している。

「レギー、ネ……」

　すでに死者の色をした唇をわずかに動かして、クリスティーナは呟つぶやいた。

「私のそばを離れないというなら、せめて、ロード・バイロンにこの馬鹿な坊やだけでも連れ出させてやってくれないか。これ以上わがままは言わないと、約束するから。まったく不出来な主人ですまない。言うことを聞いてくれるだろうね？」

「はい、お嬢さま。そういうことでしたら、わたしに異存は」

「ちょっと待ってよ、僕の意見は!?」

　ぎょっとして遼太郎は抗議した。

「不出来な主人だとか、謝る方向が間違ってるんじゃないですか、クリスティーナ？　レギーネに謝るなら、僕にだって謝ってくださいよ、しかも二人して勝手に僕のこと決めて、勝手に放り出そうとするなんて、絶対にうんなんて言いませんからね！」

「君に同意してもらう必要はない。どのみちそんな時間もないんだ。レギーネ」

「はい」

「ちょっと、ちょっと待ってよ！」

　頭をあげて、遠くを見つめるような視線で障壁を越える途みちをさぐりはじめたレギーネに、

　遼りよう太た郎ろうは本気であわてた。

「待ってったら、クリスティーナ！　こんなのないよ、そっちで勝手に巻きこんでおいて、勝手にさらって、勝手に悩ませて、勝手に――死んで……」

　自分が涙声になっているのがわかった。熱くなった目をごしごしこする。汗と涙がすりむけた手にしみた。

「いやだ、ここを出るならみんな一緒だ、じゃなきゃ、僕も行かないぞ、行くもんか！　絶対に行かないからな、たとえ床にしがみついてでも――」

「さすがにあの姫君の孫息子くんだな。頑固さだけは天下一品だ」

　ほとんど吐息に近い声で、クリスティーナがかすかに笑った。

「状況判断と思慮までもちゃんと祖母君に似ればよかったのに。――オタカによろしく伝えておくれ、遼太郎。あなたの送ってくれた助けは、確かに受け取った、と」

「クリスティーナ！」

　轟ごう音おんをあげて研究室全体が揺れた。

「うわっ！」

　バランスを崩して床に投げ出された遼太郎は、ぶつけた腰を押さえて顔をしかめながら這はって起きたが、そのとたん、思ってもいないものを目にして、全身の血がさっと冷えるのを感じた。

　膨大な血ち溜だまりと、その中に浸っていたはずの銀髪の魔術師の死体。

　それが、血溜まりだけを残して消えている。ねっとりとした赤い池から、筆で刷はいたような太い血のあとが床に残り、問題の人物が身を引きずっていった痕こん跡せきを示している。

「〈魔術師、シモン〉……！」

「やられる……ものか。死ぬ、ものか」

　長い銀髪はべっとりと血に染まり、服もズボンもどっぷりと血を吸って、〈魔術師シモン〉は固まりかけた血でこねあげた奇妙な人形のように見えた。ぎくしゃくとした、だが執念に満ちた力で、一寸一寸と床を這い、じりじりと、研究室の中央にすえられたフラスコの壁をよじ登ろうとしている。

「諦あきらめぬ……私は、私のものであるべきものを取りもどす、のだ……こんなことくらいで邪魔などさせぬ……〈聖杯〉……〈産霊者〉……要らぬ、もはや要らぬ、そんなものなど！　私が、この〈魔術師シモン〉が、新しき肉体とともに甦よみがえるときこそ、この世に、真の神が生誕するのだ……そうとも、真の神が……神……神――」

「やめろ！」

　喉のどを締めあげる恐怖にかられて、遼太郎はさけんだ。

　だがほぼ同時に、血まみれの魔術師の姿はフラスコのガラスの壁を越え、むこう側の、泡立つ液体の中へ吸いこまれるように落ちていった。

　フラスコが一瞬大きく泡立ち、そして、暗転したかと思うと、いきなり、爆発的な赤い光を放射した。

「やめろ――……っ！」

　立ちあがろうとした姿勢で片ひざをついたまま、遼りよう太た郎ろうは手をのばした。

　だが、どうにもならない。叩たたきつけてきた赤光そのものの力に文字通り吹きたおされ、遼太郎は思わず顔を腕でおおって歯を食いしばった。ちりちりと髪の焦げる臭においがする。こもった熱はますます募り、研究室自体が燃えさかるかまどに変じたかのようだ。

　フラスコをつなぎ止めていた銀の鎖がつぎつぎと外れた。台に固定されていた球形のガラス容器はゆっくりと台を離れ、しずしずと上昇をはじめる。

　焦点となっていた遼太郎が外れたために、たがをなくした力の流れが四方で轟ごう々ごうと荒れ狂っている。その中を、中に〈聖杯〉の血と魂の破片から造られた人造体ホムンクルス、そして、狂気の魔術師を呑のみこんだガラス球は、しだいに形を変え、膨らみ、いっぱいに血を吸った昆虫の腹のようにどす黒い赤にまたたきながら、どこか、見えない空間の彼方かなたへと去ろうとしている。

「いけない！」

　本能的に遼太郎は叫んだ。

「あいつはまだ諦あきらめていない。クリスティーナの、『テオフィル』の身体からだが死んでも、あのフラスコの中の身体に乗り換えて、今度こそ自分の望みを達成するつもりだ！　あいつを止めなきゃ、あいつを」

　そこまで言ってはっとした。

　でも、どうやって？

　全員が、ここから生きて出る手段はない。『テオフィル』の肉体が死ねば、ここにいる『クリスティーナ』も死ぬ。それは避けることのできない事実だ。

　そしてレギーネはどこまでも『クリスティーナ』とともに在る。唯一出られる可能性があるのは、すでに用済みとなり、魔術の焦点から外れた〈産霊者〉、自分だけ――。

「さあ、意地を張らずに早く行きたまえ、従僕君」

　最後の呼吸を振り絞るように、クリスティーナが命じた。

「もう……この空間は……もたない。すでに内破が始まっている。乱れた場のせめぎ合いに押されて、じき、潰つぶれて消える……石炭入れの底に押しこまれた、マッチ箱みたいに。中身も、みんないっしょにだ。だから、早く。まだ、間に合ううちに。あとのことまで面倒はみてやれないが、これが……私の、精一杯――だ」

　あちこちで何かがひしゃげる音が連続してひびく。ガラスが割れ、何かが音を立てて噴き出した。ごぼごぼという低い音がして、ぬるついたなまぬるい液体が傾いた床を伝って足首を濡ぬらした。熱と汗と涙でほとんど目が見えない。

「いやですったら！」

　赤い宝石つきのあの細剣を握らせようとするクリスティーナの手を、乱暴に遼りよう太た郎ろうは振り払った。

「使うんならしっかり自分で使ってください。あなたが巻きこんだんだから、最後までちゃんと責任持ってくださいよ、頼むから！　こんなところでなにもかも放ほうりだして、逃げてしまうなんてずるいですよ、卑ひ怯きようです！　軽けい蔑べつします！　だからお願いだから、お願いですから――」

　耳をつんざく破壊音が遼太郎の言葉をとぎらせた。天の丸天井を支える梁はりそのものがへし折れたかのような大音響に、四方から猛烈な圧迫感と、ただでさえ熱い糖とう蜜みつのようだった空気が一気に濃くなって押し寄せてきた。魔術師とホムンクルスを収めた赤い球体は、すでにどこにも見えない。この異空間の柱であった彼らが消え、異次元に構築された研究室は、今この瞬間にも収縮して消えようとしている。

「クリスティーナ！」

　もう言い争っている場合ではない。遼太郎は抜き身の剣を脇わきにはさみ、力の抜けたクリスティーナの身体からだをかつぎ上げようとした。何度やっても、ずるりと落ちてしまう。遼太郎自身の体力も限界に近いのに、この上、女性とはいえ自力では動けない人間を運べるはずもなかった。

「遼太郎様、どうぞ、お嬢さまのおっしゃる通りに」

　レギーネが穏やかに言う。彼女は両手を糊のりのきいたエプロンの上に重ねて座り、破滅の轟ごう音おんのさなかで落ちつきはらっていた。

「いささか手間取っているようですが、ロード・バイロンがこちらにやってこようとしています。彼ならば間に合います。責任とおっしゃるのであれば、どうぞ、あなただけでもお逃がしすることをわたしどもの責任の取り方とご理解ください。ご理解いただけなくとも逃げていただきますけれど。お叱しかりは、お嬢さまの代わりにわたしが重々お受けいたします。ですからどうか」

「駄目だってば！」

　一声唸うなって、遼太郎は背骨がきしむのを感じつつ、もはや声も出せないでいるらしいクリスティーナを、もう一度背中にかつぎ上げようとした。

　はるか遠くで、獣の咆ほう哮こうがひびいた。巨大な翼が空間をかき乱す音が聞こえる。赤黒く塗りつぶされていた天井にさっと裂け目が開き、虚無の深しん淵えんの暗黒がのぞいた。切り裂かれたような口はかぎ爪づめのついた巨大な手で押し開かれる。狂ったような咆哮がふたたび轟とどろき、もじゃもじゃの毛に覆われた魔猿の頭が、隙すき間まからねじ込むように入ってきた。

「ロード・バイロン……この……坊やを……うちへ。彼の、……家ホームへ」

　遼太郎の肩の上で、クリスティーナがほとんど聞こえない声で呟つぶやいた。

「……家へお帰り、遼太郎。帰るんだ。私たちの家は、もう、燃えてしまったから――」

「クリスティーナ！」

　吠ほえ猛たけりながら空間を引き裂いてロード・バイロンが身をねじ込んでくる。刻一刻と縮みつつある異空間が、巨猿の身体からだでいっぱいだ。大きな手がこちらに伸びてくる。

「いやだ！」

　なんとか逃れようと身をよじって上を振りあおいだとき、遼りよう太た郎ろうは目を疑った。

　ロード・バイロンの毛深い背中に、誰だれかが足を据えている。片手に宝石のついた短い杖ワンドをかまえ、長いインヴァネスを垂らして。がっしりとした体たい躯くに太い猪い首くび、つややかな禿とく頭とう、クリスティーナのものとよく似た片眼鏡めがねに、鷲わしのような眼光。

「……まさか――サー・マクスウェル……？」

　だが見えたのは一瞬だけだった。大魔導師の腕が上がり、杖つえがひらめくとともに、大きく広がったロード・バイロンの膜質の羽が視界を覆った。暴風にさらわれるように身体が持ち上がる。吹き消されるように意識が途絶えた。
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「――さま。兄さま。遼太郎兄さま。目を開けてください、遼兄さま」

「起きてください、遼太郎さん。起きてください。起きなさいったら、もう！」

「リョウタロウ、しっかりしてください、起きて！　目を開けて、お願いですから！」

「おいこら、起きろと言ってるのがわからんのか、この間抜けのど阿あ呆ほう！　いつまで寝こけているつもりだ、呑のん気きに寝ている場合ではないのだぞ」

　誰かがひどくいやな感じに呻うめいている。頭は煮立った湯につけられたあと氷水につけられたようで、皮のむかれたじゃがいもめいて感じられるし、手足は重くて持ちあげることを考えただけで身震いが出る。瞼まぶたも糊のりで貼はりつけられたようで、まつげ一本満足に動かせるとは思えない。

　四方からうるさく責めたてる声に抗議しようとして、遼太郎はたいへんな努力でようやく片方だけ薄目を開けた。ちらちらと金色の光が揺れるのが見えた。ふたたび頭が突き刺されるように痛んだが、徐々に消えていった。いくつもの、おそらくは人の顔と思える影が周囲にただよっているが、うまく捉とらえることができない。

「こらこら、子供たち」

　低い、落ちついた声が割って入った。

「あまり急せかせてはいけない。なんといっても彼はあの魔術網の中心として使われていた上に、ほぼ全イングランドのものと言っていい生命力を集中させる核にされていたのだ。肉体が魂ごとはじけ飛ばなかったのが不思議なくらいだよ。少し静かにして、ちょっとこれを飲ませてやってくれないかね」

　大きな手が頭を支え、口もとに冷たい金属の杯をあててくれる。ほの甘い、蜂はち蜜みつと氷入りの薄はつ荷か茶ちやを思わせる液体が、少しずつ流れこんできた。初めは少しずつ、やがて夢中になって飲んだ。

　ひと飲みごとに意識が晴れ、身体からだに力が戻ってきた。杯が空になるころには、頭痛もおさまり、全身に力がみなぎっていた。飲み物を押しやってぶるっと頭を振り、ふいに何があったかをすべてはっきりと思い出した。

「クリスティーナ！」と叫んではね起き、もう少しで、周囲からのぞき込んでいた四つの頭と鉢合わせするところだった。

「遼りよう兄にいさま！」

「か、和かず音ね!?」

　わっと泣きだして飛びついてきた義妹を、とまどって見おろす。

　堰せきをきったように泣きじゃくる和音の頭を無意識になでながら唖あ然ぜんとして見回すと、むっつりした顔で腕組みしたアレックスが見えた。空色の瞳ひとみをうるませて、天に感謝するように胸に十字架の長剣を押し当てているシャルロットも、そして、両手で口を押さえて、強気な目にいっぱいの涙を溜ためている美み弥や子こも。

　そして、空になった杯を返しているがっしりした黒衣の後ろ姿と、それにうやうやしく盆を差しだしている、完かん璧ぺきなフロックコート姿の白髪の老執事も。

「み、美弥子さん？　それに、シャルロット？　アレックスに、それに、なんでエドワーズさんまで!?」

　遼太郎は完璧に混乱していた。視界がぐらぐらと揺れ動き、またもや気を失ってしまいそうになったが、つかつかと近寄ってきた美弥子が、臑すねをめがけた渾こん身しんの力をこめたひと蹴けりで、吹っ飛びそうになった意識を断固として覚かく醒せいさせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「い、痛い痛い！　痛いじゃないか！　痛いって、ちょっ、まっ、いっ痛っ痛いっ」

「自業自得ですわ、このお馬ば鹿か！　お馬鹿！　お馬鹿！」

　目から涙があふれるのもかまわず、美み弥や子こは情け容赦ない蹴りを連続で遼りよう太た郎ろうの臑すねにお見舞いした。

「『さん』をつけるのももったいないですわこのお馬鹿！　わたくしたちがどれだけ心配したと思ってますのお馬鹿！　ク、クリスマスからこっちずっと、クリスお姉さまも遼太郎さんもレギーネさんもいないし、家は燃えてしまって、消息も何も聞こえてこないし、わたくしたち、と、とほうに暮れて――」

　美弥子は泣くまいと唇をかみしめたが、涙は勝手に頬ほおを伝って落ちた。

「でも、遼兄さまはご無事でしたわ。レギーネさんも」

　胸にしがみついた和かず音ねが、濡ぬれた顔をようやく上げた。

「それに、クリスティーナさんだって……あの方のおかげです、ええと――」

「私のことなら、サー・マクスウェルと呼んでくれたまえ、お嬢さん方」

　黒衣禿とく頭とうの大魔導師は、いくぶん面白がっているような顔でテーブルを回って近づいてきた。後ろから人数分の茶器と、種々のサンドイッチや甘いプティフールなど、急場に力のつきそうな食べ物が満載の盆をささげたエドワーズ氏が、うやうやしく従ってくる。サー・マクスウェルは軽く振り返り、にやりと笑って片かた眉まゆをあげた。

「人間の執事に世話をしてもらうのはまあ二千年この方初めてだが、なかなか気分のいいものだね。精霊たちはよく働いてくれるが、どうもこちらの好みや気分まで先回りして察知してくれるわけじゃない。このお人が私の気まぐれをあっという間に理解してくれることと来たら、驚くばかりだよ。私の頭に考えが浮かぶより先に、さっさと必要なものを必要なだけ用意してくれる」

「お気に召せば光栄でございます、閣下マイロード。――こうお呼びするのが正しい称号であられるか、存じあげないのがまことに遺い憾かんでございますが」

　遼太郎の寝かされていた長なが椅い子すの前のテーブルをさっと片づけ、小さなマットを敷き、慣れた手つきで茶道具を並べていく。伯爵夫人の居間でお客をもてなす時とまったく変わらぬ、とてつもない落ちつきぶりである。

「ああ、好きに呼んでくれたまえ。君の淹いれるお茶は実にうまいな。私はコーヒー党なんだが、紅茶も好きになりそうだよ。あとで、ぜひこの秘伝を伝授していってくれたまえ。精霊たちは覚えが早いから、失望することはないと思うよ」

「承知いたしました。人間ではない方々にお教えするのは生まれて初めてですが、せいいっぱい務めさせていただきます」

「あの……びっくりとか、してないの？」

　おそるおそる遼太郎は尋ねた。

「ここって、その、普通のお屋敷とはちょっと変わってるっていうか、あの」

「確かに、少々動揺しましたことは否定いたしませんが」

　皿にサンドイッチを取り分けながら、エドワーズ氏は平然と答えた。

「こちらの閣下がわたくしどもを大混乱の中から救いあげ、こちらの隠いん遁とん所じよにお連れいただいたことは事実でございます。であれば、多少の私的な動揺などで、恩のあるお方に対して礼を失することは、使用人として恥ずべきことでございましょう。それにわたくしは奥様から、お嬢さま方と若君をお守りするようにと申しつけられております。どこへ参ろうとも、そのご命令は変わるものではございません。サンドイッチは卵がよろしいですか、それとも、チキンになさいますか？」

「あ……ええと……チキンで」

　あまりに途方もない落ちつきぶりに毒気をぬかれて、あやふやに遼りよう太た郎ろうは答えた。

　すぐに、厚く切った鶏とりの胸肉と、サラダ菜と玉たま葱ねぎをはさんだサンドイッチが前におかれる。いきなり、背中とお腹なかがくっつきそうなほど空腹なことに気づいた。

　掴つかんでかぶりつくと、たっぷりとした肉汁と辛味の効いたソースが口いっぱいに広がった。さりげなく注つがれた紅茶を掴んで飲み干す。すぐにお代わりが注がれる。他ほかの四人もそれぞれに食べ物と飲み物をもらって、話もせず夢中で詰めこんでいる。死ぬほど腹が減っているのは全員同じらしい。

　美み弥や子こも遼太郎を蹴けるのは一時中断して、砂糖抜きのミルクティに、ハムとチーズをたっぷりはさんだ熱いマフィンをせっせと攻略している。例外はサー・マクスウェルとエドワーズ氏だけで、エドワーズ氏はティーポットを持って優雅に紅茶を注ぎ足して回り、サー・マクスウェルは絨じゆう毯たん張りの肘ひじ掛かけ椅い子すにゆったりと座を占めて、ブランデー片手に、空腹を収めている子供たちをほほえみながら見つめていた。

「ふうっ、食った食った！」

　まっ先にナプキンを投げだして、椅子に背をのばしたのはアレックスだった。

「あのひどい大騒ぎに巻きこまれた時はいったいどうなるかと思ったが、まさか、こんなところへ連れてこられるなんて思ってもみなかったな。しかも熱い茶と、まっとうな食い物を腹いっぱい食えるなんて。その――」

　悠然とブランデーを傾けている威丈夫に、畏い怖ふのこもった目を向ける。

「その――あんた――貴方あなたは、魔術師なんだろう――その、なんでしょう、サー？」

「そう言うものもいるようだが」

　ブランデーの琥こ珀はく色いろのゆらめきを見つめながら、サー・マクスウェルは応じた。

「私自身としては、単なる隠いん遁とん者であると考えるのがいちばん気に入っているよ。世間と人間にうんざりしたのと、さいわいひとりでいるのが苦にならない質たちなので、こうして自分の領域にこもって、好きに研究したり、書物を読み返したりしている。人間の世界には手を出さない戒律を自分に課してはいるが、どうやら、そうも言っていられない事態が起こりそうだったのでね。よけいなお世話ながら、少しばかり手を出させてもらった」

「出していただいてよかったですわ、サー」

　お茶を飲み終えた美み弥や子こが、実感をこめて言った。

「でなければわたくしたちも、きっと、あの騒動の中でどうにかなってしまったに違いありませんもの。本当にあれは、ひどいことでしたわ」

　サンドイッチの最後のひとかけらを呑のみこみかけていた和かず音ねがあわてて頷うなずく。

「でも、大師アハスヴ――いえその、サー・マクスウェル」

　茶ちや碗わんを置いて、シャルロットが心配げに口を開いた。

「わたしは少しばかりながら魔術に触れたものとして、キリストと〈聖杯〉、そして、あなたの誓われた誓約――課された戒律について、聞き及んでおります。今回のことは、もしかして、あなたの身に――」

「なにも心配することはないよ、お嬢さん」

　ブランデーを一口含んで、サー・マクスウェルは静かに首を振った。

「私の心配は私にさせておくことだ、なにしろ、君たちはそれ以外にも、心配の種を山ほど抱えこんでいるはずだからね。あのロンドンの赤い月の件とか、歪ゆがんだ地脈の件とか、クリスティーナと〈魔術師シモン〉の件とか」

「そうだ、クリスティーナ！」

　遼りよう太た郎ろうは茶碗を取り落としかけ、後ろにいたエドワーズ氏がさっと受けとめて静かに受け皿に置いた。

「彼女は無事なんですか!?　それに、そうだ、美弥子さんたちがどうしてここに？　エドワーズさんまで？　『ひどい騒動』って、なんのことですか？　いったい今、ロンドンは、英国は、どうなってしまっているんです？」

「彼女のことなら心配ない。――まあ、今のところは、というところだが」

　サー・マクスウェルは慎重な口をきいた。

「そういえば、君たちは来たばかりで、まだ彼女に会っていなかったな。様子を見に行くかね？　会っても話すことはできないが、レギーネがそばについている。彼女がいろいろ話してくれるだろう。他ほかのみんなは？」

「行きます、わたし」

「わたくしも」

「僕もだ！」

　テーブルについていた四人があまり勢いよく立ちあがったので、きゃしゃなテーブルは地震のように揺れた。サー・マクスウェルは、まあまあ、というように両手で抑えるしぐさをすると、では、とステッキを手にとった。

「ここの片付けは有能なエドワーズ氏とうちの精霊たちにお任せしよう。しつけのできたメイドや下男ほどには気が利かないかもしれないが、ちゃんと言いきかせてやればよく働いてくれるいい子たちだよ。人間ではない点は見のがしてもらうしかないが」

「閣下のご薫くん陶とうを受けたものたちであれば、きっと左様に存じます」

「光栄だね」

　まだ足もとのふらついている遼りよう太た郎ろうを軽々と支えて、サー・マクスウェルは空中に張りだした書斎に唯一ある、分厚い樫かしのドアを目指した。

　以前、吸血鬼ニュイ夫人の事件の時に見たのと変わらず、広大な円筒形の塔は周囲がぐるりと本の詰まった棚に取りまかれ、その上方に、一本の柱と螺ら旋せん階かい段だんとに支えられた形で、重厚なつくりの書斎がテラスのように浮いている。吹き抜けのホールにむいた側は手すりで区切られ、天井には、この世のものではない永遠の星空がのぞく窓がある。

　奇妙な生き物の骸がい骨こつや読めない言語の書物、封印された古文書、用途不明な部品や謎なぞめいた装飾品でぎっしりの棚に、アレックスやシャルロットは今にも目を飛び出させそうだった。少しでも魔術をかじったことがあれば、ここに無造作に積みあげられている品物が、どれだけ貴重な秘法的価値のあるものか一いち目もく瞭りよう然ぜんだからだ。

「サー、クリスお姉さまは大丈夫ですの？　ご無事でいらっしゃいますの？」

　そんなことは知らない美み弥や子こと和かず音ねは、遼太郎を支えているサー・マクスウェルの腕にすがるように寄りそった。

「わたくしたち、あの馬車ごとここへ運ばれてきてから、もう本当に驚くことばかりで。遼太郎さんはちっとも目を覚まさないし、どうしたらいいのかわからなくて」

「でも、遼兄さまがご無事だったということは、クリスティーナさんもご無事だということでしょう、ねえ兄さま」

　和音が同じような視線を遼太郎に向けてくる。

「レギーネさんもご無事でしたそうですし、あの方がご自分をさしおいてクリスティーナさんになにか危害の加わるようなことをさせるとは思えませんもの。サー・マクスウェル、クリスティーナさんはもしかしてお怪け我がをなさっていますの？　ひどいお怪我でないとよろしいのですけれど」

　遼太郎は口を開けかけ、また閉じた。〈魔術師シモン〉の研究室で起きた、あの悪夢としかいいようのない出来事が、生々しく脳裏に甦よみがえってきたのだ。

　獣のように大口を開いて哄こう笑しようする銀髪の魔術師と、蠢しゆん動どうするフラスコの赤い光。自分の身体からだの中を流れすぎていくイギリスの、人々の生命の力。影のように両手を下げてたたずむクリスティーナ。そして、銀光一いつ閃せん。魔術師の胸から突き出た切っ先と、それを掴つかんで震えていた指、魔術師の、血を吐くような呪じゆ詛その声……

（何のつもりだ……狂ったか……私が死ねば……お前も……承知しているはず……）

　そう、クリスティーナは死ぬはずだった、だがどうやらまだ生命は保っているらしい。

　ぎりぎりの瀬戸際というところで、この大魔導師、自分たちを助け出してくれた鷹たかの目の威丈夫が、彼女を救ってなんらかの処置をほどこしてくれたようだ。

　遼太郎はよろめく足を踏みしめて、問いかけるようにぎゅっとサー・マクスウェルの腕を握りしめた。大魔導師はその意味を正しく理解し、ちらりと視線を落として、唇の端だけを曲げて笑ってみせた。

「そう、〈産霊者〉の少年、君の考えはだいたい当たっている。以前、君の妹さんが吸血鬼の毒どく牙がにかかったときのように、私は彼女に刻ときを止めるための魔方陣をめぐらせた。今のところ、彼女に迫る死は、寸前のところでせき止められている」

「死、ですって!?」

　ぎょっとした美み弥や子こが声をあげ、和かず音ねやほかの二人もはじかれたように振り向いた。

「だがそれも、あの〈影のシモン〉が、乱れた術ながらも、彼女につながりを持つホムンクルスの中で命をつないでいることの影響が大きい」

　淡々と説明しながら、サー・マクスウェルは樫かしのドアの、ロートスの彫刻のある取っ手に手をのばした。

「もし本当にあの場で〈影のシモン〉が死んでいたなら、いかに私といえども打つ手はなかった。しかし、彼が〈聖杯〉とその魂の力でこねあげたホムンクルスと融合を試みたおかげで、切れかけた魂の緒はいまだ、あやうい形ではあるがつながっている」

「ホムンクルス？　〈影のシモン〉？　話がちっとも見えないぞ」

　我慢しきれなくなったアレックスが首をつっこんだ。

「いったい、クリスティーナはどうなったんだ、おい、遼りよう太た郎ろう。おまえ、彼女のそばにいたんだろう。なにが起こったか、見ていたんじゃないのか、どうなんだ」

「そ、それは――」

「しっ、静かに」

　ひそめた声で、しかし断固としてサー・マクスウェルがお喋しやべりを止めた。

「ここから先は誰だれも口をきいてはいけない。できるかぎり音も立てないように、注意してくれたまえ。さっきも言ったように、彼女の生命の緒はきわめてあやうい形でつながっているだけなのだ。ちょっとした音や言語の乱れで、致命的な影響を与える可能性がある。そっとするんだ、みんな、そっと」

　たちまちアレックスは口をつぐんだ。シャルロットはきつく唇をかみ、美弥子と和音はしっかり手を組み合ってそれぞれ口もとを手で押さえている。知らないうちに悲鳴がこぼれてしまうのを怖れているかのように。

　みんなが静かになったのを確かめると、サー・マクスウェルはひとつ頷うなずき、取っ手をがっちり握りしめて、低い声で一言二言、太古の言葉を呟つぶやいた。重々しい音を立てて錠が外れる。力を入れた様子もないのに、ドアは勝手にむこう側へ開きはじめた。

「いいかね、くれぐれも、声を立てないように――音も、ひかえて」

　薄明かりの中へ入っていくサー・マクスウェルから、念が押される。

　子供たちはつま先だってそっとあとに続いた。後ろでドアが音もなく閉まる。ほんのりとうす青い、水底に似た青い闇やみと静けさがあたりに満ちた。内側の空間は広くて壁も床の端も見えず、一同は空中に立っているような気分にさせられた。静けさと薄明の中心に、この仄ほのかな明るさをもたらしているものがあった。

　クリスティーナ。

　アレックスがなにかを叫ぼうとして口を開けたが、察知したシャルロットにすばやくふさがれた。目で鋭く合図されて、うなずき、そろそろと放してもらう。

　それでも何か口走ってしまいそうなのが怖かったらしく、自分でしっかり両手で口を押さえて、皆のあとに続いた。

　見えない床に漂う魔方陣に沿って、大魔導師と五人の少年少女はそれぞれに畏い怖ふや疑問、驚きよう愕がく、安あん堵ど、その他ほか名前のつけようのないさまざまな感情をまじえた顔で立ちつくした。美み弥や子こと和かず音ねは支え合うように、しっかりと手を握り合っている。遼りよう太た郎ろうはふらふらと一歩前に出た。

「クリスティーナ……？」

　ごくごくひそめた声だったが、そのために、繊細な魔術の一部は小石でも投げ込まれたようにゆらゆらと揺れた。サー・マクスウェルが無言で肩に手を置く。遼太郎は唇をかみしめ、大魔導師のがっしりとした手を、強く握りかえした。

　クリスティーナは、眠っているように見えた。黄金に光るたくさんの文字や韻いん律りつが複雑に組み合わされた陣が繭まゆのように全身を包み、その中心に浮いている。

　長い金髪が水草のように、上へ向かってたなびいていた。両手は胸の上で重ねられ、祈るように組み合わされている。白い頬ほおは大理石のようにかたくなめらかで動きがなく、猫めいた緑の瞳ひとみは、固く閉じられたままぴくりともしない。

『みなさん、どうぞ、そのままで聞いてください』

　澄んだ少女の声がひびいた。クリスティーナにすっかり注意を奪われていた遼太郎たちは、不意をうたれて魔方陣の一端をふりむいた。紡ぼう錘すい形けいの、長い方の一端に、銀髪をゆったりと広げたメイド姿の少女がいた。

　少女もまた、女主人と同じように固く目を閉じ、両腕を軽く広げて立っていた。表情は同じく眠っているように静かで、唇は動かないままにもかかわらず、どこからともなく、その声は響いてくるのだった。

　口を押さえた手の下で、アレックスが不ふ明めい瞭りような呻うめきをこぼす。レギーネ、とようやく聞きとれるその言葉に、遼太郎もまた同じ名前を口の中で繰り返していた。

　そうだった。クリスティーナのいるところ、彼女もいないはずはない。潰つぶれかけた異空間から間一髪で救出されたあの時、クリスティーナも救い出されたなら、サー・マクスウェルは彼女のことも放ほうっておくわけがない。なにしろ、彼女は――

『みなさんを危険な目にお合わせしたこと、そして、今もまた危険にさらし続けていることに対して、お詫わびを申しあげます』

　レギーネの澄んだ声は部屋の静寂を乱すことなく、こだまするように皆の耳に直接とどいてくるのだった。遼太郎は術の流れを目でたどり、その黄金色の描線が、すべてレギーネの胸の中心から紡ぎだされていることに気づいて、はっとした。

　クリスティーナを生にとどめている力は、レギーネの体内に秘められた何かから紡ぎだされ、循環しながら活動している。それが何であるのか、すでにレギーネの裡うちに秘められたものと、クリスティーナの肉体の裡に棲すんでいた魂が何者であったかを知る遼太郎にとって、衝撃であり、同時にひどく納得のいくものでもあった。

　しかし……。

『ごらんの通り、わたしのお嬢さまはまだ生きておられます』

　とレギーネの声は続いた。

『けれども、きっとサー・マクスウェルも前もって警告してくださっているでしょうけれど、これはあくまで一時的な処置にすぎません。あの男が占拠していた肉体が死ねば、お嬢さまの肉体が死ぬことは、変えられないのです。元来の肉体と魂とのつながりを利用して築かれた魔術の絆きずなは、年月と技術によってさらに強められています。それを断つのは、容易なことではありません』

「元来の肉体？」

　ついに耐えきれなくなったアレックスが、注意を忘れて声をあげた。

「どういうことだ？　だってクリスティーナは、むぐっ」

　左右から、美み弥や子こと和かず音ねがいっしょになってアレックスの口をふさいだ。もごもごと抗議らしきものを呟つぶやいたが、じきにふてくされた顔でおとなしくなる。

『遼りよう太た郎ろう様』

　名を呼ばれて、はっと遼太郎は頭をあげた。

『あなたはすでに、わたしと、わたしたちに関するすべての真実をご存じです。半世紀前、あなたのお祖ば母あさまが、お嬢さまに約束してくださった救いの手。あなたはそれを、立派に果たしてくださいました。あなたがここにおられなければ、今ごろお嬢さまは、自分でも間違っていると知りつつ、あやまちを犯し、世界を道連れにして、二度と取りかえしのつかない暗黒へと落ちてゆかれたことでしょう。

　それなのにまだわたしたちは、あなたに、もう一つ、そして最大の、危険をおかしてください、とお願いせねばなりません』

「いいよ、言って、レギーネ――〈Christiena〉」

　押し殺した声で遼太郎は囁ささやいた。他ほかの四人がぎょっとした顔で遼太郎を見る。彼らは知らないのだ、この銀髪の少女人形と、金髪の女主人との間に結ばれた秘密を。

「僕はどんなことでもする。僕はクリスティーナを助けたい、そして君もだ、レギーネ、〈Christiena〉。

　僕は、僕が大切に思っている全部の人を助けたい、たとえそれが叶かなわなくても、自分の力が続くかぎり、できるだけのことをしたい。だから、言って。どんなことでも、きっと、後しり込ごみしたりなんてしないから」

『ああ、あなたは本当に、あの気高い女帝の孫でいらっしゃるのですね』

　レギーネの声はわずかに微笑を含んでいるように思われた。ほとんど初めてのことだったので、話についていけずにぽかんとしている他の四人は、てんでに顔を見合わせてもの問いたげな視線をかわした。レギーネの話し方といえば、ほとんど感情を表さない、まさに人形のような平坦さしか知らないのだから当然だ。

『それでは、遼りよう太た郎ろう様――いえ、遼太郎』

　レギーネの声が、聞きなれたメイドの少女の控えめな話し方から、しだいに荘厳なものへと変化していく。あたかも蝶ちようがさなぎから出て翅はねを展ひろげるように、銀髪の少女の内側に隠されていた真の姿が、輝きながらあたりに拡ひろがっていく。

『あの異空間であなたもごらんになったように、今、かの〈魔術師シモン〉は、これまで占拠していた肉体を捨て、〈聖杯〉の血と、わたし、〈Christiena〉の破片から造り出した人造体、ホムンクルスと融合しようとしています』

　遼太郎以外の四人が今にも叫び出しそうにざわついた。今では全員がおたがいの口をしっかりと押さえつけ、静かにせよとの命令を守る努力をしている。サー・マクスウェルだけが超然たる態度で、不動の沈黙を守っている。

『しかし、フラスコに入る寸前にお嬢さまの手によって心臓を貫かれていたこと、そして、それによって術に乱れが生じ、焦点たるあなた、〈産霊者〉が外れたせいで、まだ完全なる融合には至っていません。……彼、〈影のシモン〉は、強力な〈神〉とも呼べる存在をあなたと、この大地と人々の生命すべてを使って創造するつもりだったのですが、それ自体は失敗に終わりました。

　けれども今度は、その不完全な〈神〉と、自分自身が融合することで、自らの命を永らえ、同時に、最終的な野望――彼の、本当の野望――をかなえようとしています。そう、崇あがめられる絶対支配者、怒りとねたみの王、狭量な独善の主あるじである〈神エロヒム〉として、生きとし生けるすべてのものの上に君臨しようとしているのです』

　少女たちが小さく息を呑のむ音がした。アレックスが歯ぎしりしている。

　遼太郎は息を殺して、言葉を待った。

『シモンの古い肉体は、まだ死んではいません』

　荘厳な、古代の巫み女この託たく宣せんを思わせる声は続いた。

『それは、ここにある〈クリスティーナ〉の肉体がまだ生をつないでいることからもわかります。……すでにあの肉体が滅んでしまったのであれば、たとえ大魔導師の手によるどんな魔術であろうと、彼女の生を留とどめることはできなかったでしょう。

　ある肉体から、別の肉体へと存在を移すには、それなりに大きな力が必要です。そして今、〈魔術師シモン〉は弱っています。死にかけた肉体から魂を引きはがし、力に満ちた新しい肉体へと引き移るための力を取りもどすのを、待っている状態なのです。

　乱れに乱れた地脈と、生命力の逆流にも邪魔されて、その進みは遅々たるものですが、いずれは成功するでしょう。あまり時間はありません。二千年の年月を、ただこの目的だけについやした魔術師の執念を、甘く見るべきではないでしょう。

　今この瞬間も、彼は着々と目的に向かって歩を進めているはずです。その身を灼やく苦痛がはげしければはげしいほど、彼の怒りは燃えさかり、いずれ来る復ふく讐しゆうの時にむかってたわんでゆきます。

　怒り狂う〈神〉となって生まれ変わった彼が殻を破ったとき、世界にどのようなことが起こるのか、わたしにも想像はつきません。どんなに恐ろしい想像をしても、足りることはないでしょう。怒りや恨み、妬ねたみ、そねみ、二千年間のあいだため込んできた、歪ゆがんだ感情のすべてが、彼の力なのです。

　しかも一度はあなた、彼にとってはただの魔術の部品にすぎなかった〈産霊者〉に逃げられ、〈聖杯〉にふいを突かれて殺されかけたという事実が、彼をますます怒り狂わせています。もし彼が目覚めたとき、まっさきに捜すのは、あなた、〈産霊者〉の少年』

　はっと美み弥や子こが顔を上げる。和かず音ねが青ざめた顔を遼りよう太た郎ろうに向けた。

『あなたが愛している人々、愛しているもの、大切なすべてのものを徹底的に叩たたきつぶしたあげく、あなたを死すらない、果てなき苦痛に投げ込むでしょう』

　容赦なく少女の声は続いた。

『もっとも復ふく讐しゆうしたいはずの〈聖杯〉、キリストの血を継ぐ娘は、もうその時には存在していないはずですから、彼女へ向かうはずの怒りも、すべてあなたにぶつけられるはずです。あの男の毒に満ちた心臓の中で、あなたに対してどのような残虐な復讐が企たくらまれているか、誰だれにも――〈神〉にさえ――想像もつきません』

　遼太郎は無言でうなずき、背筋を走った氷のような寒けに耐えた。

「僕はなにをすればいい？」

　声を抑えて遼太郎は尋ねた。

「何をすればいいんだ――レギーネ――〈Christiena〉？」

『天空に逃げた紅あかい月、魔術のフラスコ、今、この瞬間も、あの男が中にこもって〈神〉への転生を進めている場所に入りこんで、何としても、それを止めること』

　少女の声は静かに告げた。

『〈女主人〉が無事でいるかどうかはわかりませんが、娘である王女メガエラが、まだ指揮をとっているはずです。地脈を操ることにかけて、彼女たち、古き大地の魔女にまさる人々はありません。まずは、彼女たちの宮廷にたどり着き、助けを求めることです。今のロンドンの状態で、彼女たちのほうからこちらに出向くことはできない。きっと、イングランドの大地自体がばらばらになって沈んでしまうのを防ぐのにせいいっぱいのことでしょうから。けれどもきっと、何事かを示し唆さしてくれるはずです』

「わかった。――ほかに、何か？」

『これを』

　レギーネの後ろから、長い棒のようなものを四本の脚で掴つかんだ、蝙こう蝠もりめいたものがふわりと飛びたった。持ち物の重みに少しよろめきながら遼太郎のところまで飛んでくると、思わず差しだした手にぽとりと持ち物を落とし、やれやれとばかりに肩に乗って、後ろ脚で耳を掻かいた。顔の回りの白い房毛が鼻をくすぐる。

「バイロン卿……」

『それはお嬢さまの剣です。おわかりですね』

　はっとして遼太郎は両手に捧ささげ持つ形になったものを見た。確かにクリスティーナの剣だ。柄つか頭がしらに真紅の宝石がきらめき、杖つえの中に鋭い細剣が仕込まれている仕込み剣。

『その剣は、一度は〈魔術師シモン〉の心臓を貫きました』

　遼りよう太た郎ろうはそっと剣の鞘さやを抜いてみた。わずかにのぞいた刀身には、まだ、あの男の胸を貫いたときの血がべっとりと付いている。

『現在、地上にある武器で、彼に通用する武器はただそれ一つだけです。もう一度、その剣でとどめをさすことができれば、二千年を生きたさしもの魔術師の生命も滅し、魂は闇やみへと還かえるでしょう。彼が、完全に〈神〉の肉体に自分を移しかえる前に、そうすることさえできれば――……』

　言いさして、ためらうように声はやんだ。

　そして、もしできなければ、もはや打つ手は何ひとつなくなるということだ、と遼太郎は胸の中でつづけた。

　腹の底から、異様な震えがわき上がってきた。武者震いとも、恐怖による震しん撼かんとも、なんともつかないものだった。頭をひとつ振って不要な逡しゆん巡じゆんを振りきり、遼太郎は力をこめて剣を鞘にもどした。

「わかった、レギーネ。〈Christiena〉」

　低い声で、だがしっかりと遼太郎は応こたえた。

「必ず僕はやり遂げてみせる。もし駄目だとわかっても、最後の縁まであがいてみせる。無茶でも無謀でも無様でも、腹で這はいずっていくことになったって必ずあいつのところにたどり着いて、みんなを守ってみせる。君も、クリスティーナも、僕の大切な人たち、みんな、全員」

『ああ』

　金色の魔方陣が波打つようにゆらめく。横たわるクリスティーナの横顔は石像のように静かだ。

『女帝の魂を継ぎし御子、〈産霊者〉、あなた、心強き少年……。あなたの肩にこのような重い荷を被かずけることを、どうかお許しください。けれども、だからこそあなたがここにいらしたことを、感謝せずにはいられません。どうぞ、ご無事で、遼太郎様。わたしも、そしてお嬢さまも、あなたが居てくださったおかげで、過ちから歩み出す道を見いだすことができたのですから』

　サー・マクスウェルが、剣に目を落とす遼太郎の肩に手を置いた。そっと力を入れて、向きを変えさせる。軽く押されるようにして、遼太郎は眠りつづけるクリスティーナと主人につきそうレギーネに背を向け、部屋を出た。

　まだ茫ぼう然ぜんとしているほかの四人があとに続く。全員が出てしまうと、分厚い扉はゆっくりと、だが音もなく、青い闇と金の光を、暖かな書斎の光景から締め出した。
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　それからしばらくたって、大魔導師の書斎は重苦しい沈黙に満ちていた。

　一同はまたテーブルのまわりに顔をそろえ、それぞれ、膝ひざの上や組み合わせた手に視線を落としている。新しい熱い茶のポットが供され、エドワーズ氏が不動の落ちつきをもってかたわらに侍していたが、それでさえ雰囲気をやわらげる役には立っていない。

　もっとも、ずっしりと沈んだ空気の半分、少なくとも三分の一程度は、皆の輪からはなれて隅っこに膝をかかえて座りこみ、ぶつぶつ呻うめいている爵子アレックスの発するものだったかもしれない。

「うそだ……うそだ……信じないぞ……そんなことって」

　うつろな声で彼は呟つぶやいていた。

「クリスティーナが、クリスティーナが男だったなんて……あの身体からだに入っていた心が、よりにもよって男のものだったなんて、信じないぞ、信じるものか……この僕が、見かけにまどわされるなんてことはありえない、信じない、断じて僕は信じない……」

「あの、アレックスさんを、何か慰めてあげなくてもよろしいのでしょうか」

　見かねた和かず音ねがこっそりと美み弥や子こに耳打ちする。

　美弥子も暗雲を背中からもっさり立ちのぼらせている若き爵子を気の毒そうに見たが、首を振って、

「きっと今は、何を申しあげても無駄だと思いますわ。それに、とてもお気の毒には思いますけれど、最初から望みのない恋でいらしたことはご自分でもおわかりのはずですし――それは……まあ」と少しためらって、

「あれだけ一心に思いつめていらした相手が、実は身体は女性でも、魂は男性のものだった、なんて、いきなり言われたら……誰だれだって、ああなると思いますわ。わたくしだって、いささかならずショックですもの。おかわいそうに。シャルロットさんはもしかしてご存じでしたの？」

「あの……いえ……そうはっきりとは」

　シャルロットは居心地悪そうに、膝の上にそろえた手をよじってもじもじした。

「わたしは聖騎士とは名ばかりの扱いでしたから、〈聖杯〉についての詳しい話はほとんど教えられていなくて。なんとなく話は耳に入ってはいましたけれど、その……でも、アレックスさんとはこれまであまりお話しする機会がありませんでしたし、それに、もしあったとしても、お話しするのが、あの、正しかったかどうかは……」

　シャルロットは言いよどむ。三人の少女はもう一度隅っこで唸うなっている少年を見やり、やはり正しくはなかったことを確認して、誰からともなくため息をついた。

「あの……でも、いまさら仕方がありませんわよね。もうお聞きになったことはなってしまったんだし、今さら取り消しはききませんし」

「ええ……むしろ、知ってしまってかえってよかったのかもしれませんわ。どうしようもないことですし、どちらにせよ、今はそれどころではないのですし」

　それでも同情してしまうのは乙女心というもので、少女たちは、「うううううう」と唸うなりながら壁をひっかいている伯爵家の若様を、つくづくと哀かなしげに見つめた。

　遼りよう太た郎ろうとしても、多大な衝撃を受けている友人を思いやっていないでもなかった。しかし、そちらに注意をさくにはほかに考えるべきことが多すぎ、担うべき責任は大きすぎた。長い話を語り終えて、疲れ果ててもいた。椅い子すの深みに身体からだを沈め、こわばった舌とひりつく喉のどをかかえて、紅茶茶ぢや碗わんに手をのばす元気さえない。

　エドワーズ氏が横からそっと冷めた茶碗をとりあげ、熱いミルクと茶をそそいで「失礼いたします」と手に持たせてくれた。遼太郎は感謝のまなざしを投げ、一口すする。濃い茶が霧のかかったような頭に、温かくしみわたっていくのを感じた。

「なるほど」と、話のあいだ微動だにしないで両手に顎あごをあずけていたサー・マクスウェルが口を開いた。

「それで君はすべてを知ったわけだな。テオフィルとクリスティーナ、クリスティーナとレギーネ、レギーネと〈Christiena〉。テオフィルと、〈魔術師シモン〉」

「はい」

　遼太郎はぎゅっと剣の鞘さやを握りしめ、柄つか頭がしらの宝石を見つめた。細かく刻まれた切り子面が、書斎のランプの暖かな光に複雑にきらめいている。

「〈産霊者〉という、僕の持っている力についても、あの男は話しました。力を集めて、新たな神霊を生み出す者……そんなことが可能なのか、自分でもよくわからなかったけど、今は確信しています。確信せざるを得なかった、というか。以前お世話になった、マダム・ニュイの事件でも、そして今回、シモンがイギリスじゅうの生命力を集めてこねあげる道具として僕を使ったことでも、否定はできません。でも、それが今回、なんの役に立つんでしょう？　僕にはあいかわらず、なんの力もない」

「自らの力をおのれで限定してしまうものではないよ、坊や。自分はここまでだ、と思った瞬間、本来の力は矯ためられて、卑小な存在に成り下がってしまう」

　エドワーズ氏が注ぐ茶のおかわりを自分も受けながら、サー・マクスウェルは諭した。

「私にできることはいくつかの提案と忠告、そして、渡すべきものを渡すことだ――これを」

　椅子から立って、サー・マクスウェルは壁の棚からビロード張りの小こ函ばこを取りあげた。壊れやすい卵を持つように、両手でつつんで卓の上に置く。

「あ、それは……」

　見覚えがあった。和かず音ねがマダム・ニュイに襲われた事件の時、目にした覚えがある。たしか、あの時は――

　開けるように目で指示されて、遼太郎はおずおずと手をのばした。なめらかな布の蓋ふたが、妙に重く感じられた。真しん鍮ちゆうの蝶ちよう番つがいがかすかに軋きしむと、中から、燃えるような真紅の輝きがあふれ出して、遼太郎は思わず息をのんだ。

「これは……」

「〈聖なる血〉」

　サー・マクスウェルは箱に手をいれ、紅の液体が入った小瓶を注意深く取りだした。

「キリスト教徒たちが、〈救世主キリスト〉と呼んだ、私の友人の遺のこした血だ。この上なく貴重な聖遺物であり、代々の〈聖杯〉、〈キリストの娘Christiena〉たちの受け継ぐ聖血の源となった」

　瓶自体は変わらず、ほとんど装飾のない質素なものだったが、遼りよう太た郎ろうが以前目にしたものと同じものとは思えないほどだった。それほどまでに、血は自ら光を放ち、小さな心臓のようにゆったりと脈を打っていた。

　手渡されると、ほんのりとしたぬくもりさえ伝わってきた。遼太郎は思わず両手を合わせ、あふれる光を手のひらに包みこんでいた。

　ほかの四人、隅っこですねていたアレックスでさえ驚きの目をみはって、そばに近づいてきた。ことにシャルロットは、両手で口を押さえて畏い怖ふに近い畏敬の視線を向けている。〈聖杯〉を奉じるシオンの聖騎士として育てられた彼女にとって、キリストその人の血を目にすることなど、生涯で出会うとは思えない出来事なのだろう。

「その瓶を、君に預ける」

　荘重に、サー・マクスウェルは告げた。

「それは十字架に死したわが友人が遺した最後の遺品であり、この世で最も強力な生命を宿した、命の液体だ。それを宿した人物が地上を去ったのちもまだ、ゆたかな力をそなえている。あらゆる負の力、負の生命にとって、その血のひとしずくほど強力な影響を及ぼすものはない。

　代々の交配で薄められた〈聖杯〉の血でさえ、あれだけ強い力をもつのを、君は見ただろう。その源流である血は、かの〈影のシモン〉が妬ねたんでやまなかった、力と光、そして人々への愛を宿した心臓に満ちていた。いま造り出されようとしているのは、その力の歪ゆがんだ戯画であり、憤怒と我欲と怨恨によって、人々の上に君臨しようとしている。

　君がなすべきはその歪みをただし、二千年にわたる狂気に終止符を打つことだ。在るべきものを在るべき場所へ、乱された流れを正しき流れへ」

　小瓶を包んだ遼太郎の手を、包みこむようにサー・マクスウェルは手を重ねた。

「ロンドンと英国はいま、私の結界によってほかの世界から切り離され、時間を止められている。だがそれも、クリスティーナの眠り同様、一時のことだ。紅あかい月の狂える〈神〉が孵ふ化かすれば、私の結界など蜘く蛛もの巣ほどの役にも立たない」

「そうだ、ロンドン！」

　われに返ったように美み弥や子こが叫んだ。

「ヘレンおばさまはご無事でいらっしゃいますか？　シシィちゃんは？　ラドルさんや、あのコテージのご夫婦は？　みなさん、あの騒ぎに巻きこまれては」

「今のところは無事なようだよ。確かめるかね」

　手すりのそばに設置された天球儀の周辺にみんなが集まった。天体の運行は、今やまったく停止している。前に立ったサー・マクスウェルがふっと息を吹きかけると、球体をおおう雲が吹き払われ、球面に刻みこまれたイングランドがあった。今はうっすらと透けるガラスのような半球におおわれて、外からはぼんやりと輪郭が見える程度だ。

　サー・マクスウェルが軽く指をひねると、空中に幻像が走そう馬ま燈とうのように次から次へと映しだされた。暗黒に支配されたロンドン、眠りつづける群衆の中で、帽子を押さえ、拳けん銃じゆうを片手に唖あ然ぜんと紅あかい月を見あげるヤードの警部。銀色の戦闘人形を足もとに侍はべらせ、黙然と佇たたずむ東洋人の青年ヴァンパイア。それぞれに緊張したおももちで、次に何が起こるかを待ち構えている、英国秘密機関の魔術師、兼公務員たち。

「シヴィル、あいつ！」

　クリスティーナの件のショックを一時忘れて、アレックスが叫んだ。

「あいつも無事なのか！　だがどういうことだ？　母上は？　母上はどうしている？」

　サー・マクスウェルが無言で手をふると、像はまた別の場所に切りかわり、ソファの上で身を寄せあって眠っている上品な老夫人と、黒髪の少女を映しだした。二人とも、ほんとうの祖母と孫娘がいっしょにうたた寝を楽しんでいるかのように、ほほえみを浮かべ、おたがいの身体からだに手をまわして、深い寝息をたてている。

　穴があかんばかりに映像を凝視したあと、アレックスは深いため息をついた。

「よかった、母上はご無事なのか……それに、シシィも。ミセス・ラドルも無事だと思っていいのか？」

「君たちの大切な人々は、みな今のところ大丈夫だよ」

　おだやかな声でサー・マクスウェルは保証した。

「ただし、それもあくまで『今のところ』だということは言っておかなければならない。くり返して言うが、シモン・マグスが〈神〉として変成してしまえば、すべてはおしまいなのだ。そのあとは、いったい何が起こるのか、この私にさえわからない」

「そうだ、そういえば、なんで美み弥や子こさんたちがここにいるのか聞いてませんでした」

　両手に至高の聖宝を包みながら、遼りよう太た郎ろうがびっくりして声をあげた。

「あのあと、いったい何があったんですか？　クリスマスに、僕があの馬ば鹿か魔術師に連れていかれてから、いったい何が？」

　たちまち遼太郎のまわりはてんでにしゃべり散らす声でいっぱいになった。遼太郎はなんとか話を整理させようとしたが、それぞれが勝手に話そうとするので、結局何があったのか、ますます混乱するばかりだった。

「静かに、静かに。子供たち」

　とうとうサー・マクスウェルが手で制するはめになった。

「そのことについては、またあとでゆっくり話す機会もあるだろう。今はこの英国と世界をおおう危機、そして、それをしりぞけることを優先しなければならない。とにかく大切なことは、今のところ君たちと人々は無事なこと、そして、時間は限られていること、この二つだ。そして君の前には大きな試練と、果たされなければならない任務が待っている。君にしかできない、戦いが」

　あたりは水を打ったように静かになった。遼太郎に掴つかみかからんばかりだった子供たちはその場で固まり、ぽかんとした顔を遼りよう太た郎ろうに、サー・マクスウェルに、そして、また遼太郎に向けた。遼太郎だけは視線を動かさず、大魔導師の鷹たかのような視線をしっかりと正面から受けとめた。

「わかっています」と遼太郎は短く応じた。

「お祖ば母あさま……祖母は、この日のことを予知して僕をここにやったんでしょうか？」

「さあ、私にはわからない」

　サー・マクスウェルは広い肩をすぼめた。

「だが、もしこのような事態が起こらなくても、君がいることで、クリスティーナは確実に変わった。あれだけかたくなに自分の殻にこもり、自分とレギーネ以外誰だれひとり気にかけようとせずに道化の仮面をかぶりつづけていたのに、君と、君の連れてきた人々が、閉ざされた胸をこじ開けて、もう一度世界に向かって目を開かせたのだ。

　君がいなければ今ごろ、〈影のシモン〉の計画はあっさり成功し、世界は残酷な専制君主としての、〈神〉のもとに呻しん吟ぎんしていたろう。その運命の流れを変えたのは、ひとえに、君という少年の存在だ、遼太郎君。君がもし、〈産霊者〉でなく、ただの普通の少年であっても、君が君であり、そして君という存在があればこそ、クリスティーナは最後の最後で、あやまった選択をせずにすんだのだと思う」

「僕がなすべきは、歪ゆがみを正し、あるべきものをあるべき場所へ戻すこと、とおっしゃいましたね」

　視線を移して天球儀を見る。映しだされた情景はふたたび、イングランド全体を覆う結界の様子になっていた。濃い影の色をした半球型の暈かさにおおわれた英国。しかし、その表面にはひっきりなしに金色の光と不気味な紅あかい光が交錯し、ふたつの相反する力が戦っているのが見てとれる。今のところ、両者は拮きつ抗こうしているが、いずれ、紅い月の中にひそむものが完全体として孵ふ化かするとき、均衡は一気に破られるだろう。その時、どのような反動が、世界と、そしてこの結界を作りあげた大魔導師に襲いかかることか――。

「レギーネ――〈Christiena〉――は、大地の魔女たちのもとへ行けと言っていました。地脈の流れを操ることにかけては、彼女たちに勝るものはいないと。

　では、僕は行かなくてはならない。サー・マクスウェル、美み弥や子こさんと和かず音ね、シャルロット、それに、アレックスをお願いできますか？　エドワーズ氏も。さっき見せていただいた状況で、彼女たちを外界へ出すのは危険すぎます」

「ああ、もちろん、そのつもりだとも」サー・マクスウェルは頷うなずいた。「君が言い出さなくとも、私からそう提案するつもりだった」

「そんな！」

　悲鳴のように叫んで、シャルロットが立ちあがった。

「わたしも行きます、リョウタロウ！　わたしはシオンの聖騎士です。聖なる主イエスを冒ぼう涜とくし、いつわりの〈神〉を造ろうとする輩やからを、許しておけるとお思いですか？　それに、危険なのはあなたも同じなのです！　お一人で行かれるなんて、とても、ええ、とても見過ごすなんてできません！」

「シャルロットさんのおっしゃるとおりですわ」

　美み弥や子こは突き刺すような目で遼りよう太た郎ろうを睨にらんでいた。血の気を失った指がテーブルクロスをきつく掴つかみ、なめらかな表面にしわを作っている。

「わたくしたちだって、事件に巻きこまれた人間です。ここまで来てかやの外に放ほうり出されるなんて、赤あか羽ばね家の娘として屈辱ですわ。そんなこと、とうてい許せません。わたくしも参ります。異論は許しませんことよ、遼太郎さん」

「わたしだって、そうです」

　和かず音ねの、かみしめた唇にもほとんど色はなかった。おとなしい彼女が、おどおどした態度をかなぐり捨てて、裡うちに秘めた強きよう靱じんな意志と誇りをかたい表情にあらわしていた。

「わたしだって、青しよう野のの娘であることをお忘れになっては困ります、遼兄さま。跡あと部べとそれを支える四家は、この世を侵す魔を討つために存在しているはず。それが日本であろうと異国の地であろうと、使命に変わりはありません。跡部の長子である遼兄さまが戦いに赴おもむかれるのであれば、わたしたち、赤羽と青野はそのお手伝いをするのが道理」

「だめだよ、シャルロット、美弥子さん、和音」

　遼太郎は三人を見なかった――見ようとしなかった。見れば、自分の気持ちがゆらぐのが怖かったのだ。

「みんなの気持ちは嬉うれしいよ。けど、さっきサー・マクスウェルが言ったように、これは僕にしかできないことで、しかも、僕以外の人間まで守れるほど余力のあるような事態じゃないんだ。僕はみんなにこれ以上、危険な目にあってほしくない。だから、みんなは安全なここで、サー・マクスウェルやエドワーズ氏といっしょに、僕の帰りを待っててほしい。大丈夫。かならず、あの二千年ものの大馬ば鹿かをぎゅうと言うまでとっちめて、ロンドンも、英国も、クリスティーナも、みんな、もとに戻してみせるから」

「信用できませんわ」

　ぴしりと美弥子が言った。強い調子にもかかわらず、勝ち気な瞳ひとみは涙にうるんでいた。

「あなたみたいなお馬鹿の言うことなんて、誰だれも信用しませんことよ。『僕以外の人間まで守る余力はない』？　大きなお世話ですこと。わたくし、あなたのようなお馬鹿に守っていただくほど、弱い娘ではありません。自分の身は自分で守れます。赤羽家の娘を、その辺の小娘のように軽く見ていただきたくありませんわね」

「わたしは聖騎士です。唯一の王たる主イエスのために戦う、戦士です」

　シャルロットが騎士モーリスの剣を取りなおして強い口調で言った。

「ですから戦士として、リョウタロウの言うことは聞けません。主イエスの御意志と御み威い津つが侵され、今このときも邪悪な魔術師が天を汚しているというのに、安全なところでじっとしていろとあなたはおっしゃるのですか？　永遠のわが主の名が今にも踏みにじられようとしているのに、黙って見ていろと？　いいえ、いいえ、それだけはできません。わたしも戦います、リョウタロウ、止めてもわたしは参ります。これはシオンの騎士として、また、騎士モーリスの遺志を継ぐ娘として、果たさなければならない義務なのです」

「みなさんがおっしゃるとおりです、わたしだって――」

「黙らないか、女ども！」

　勢いこんで口を開きかけた和かず音ねを、かん高い一いつ喝かつが押しつぶした。

　遼りよう太た郎ろうに詰め寄り、いっせいに言いつのろうとしていた少女たちはふりかえり、目をまるくして、自分たちを怒鳴りつけた相手を見つめた。

「まったくどいつもこいつも、ぎゃあぎゃあぴいぴいとうるさい奴やつらだ」

　アレックスはふてくされたように椅い子すに深く身を沈め、足を投げ出して、シャツの襟えりにあごまで顔を埋うずめていた。瞼まぶたは考え深げに下ろされていたが、内心の動揺をあらわすように、くっきり浮き出た頬ほお骨ぼねの上の皮膚はかすかに痙けい攣れんしていた。

「何をどう言おうが無駄だ。僕や、お前たちが遼太郎についていって、何ができる。何もできない、ただ邪魔なだけだ。なぜわからない？　僕たちに、あの混乱の中で何かできたか？　自分の身など守れたか？　ただ右往左往するだけで、いずれは追いつめられて、あの呪じゆ印いんの餌え食じきになっていたことがわからないのか。サー・マクスウェルに助けられなければ、どんなことになっていたか想像もつかないか。どうなんだ、この小娘どもが」

「でも……だって……そんな」

　美み弥や子こが唇を震わせた。

「わたくしたちだって、何かしたいのです！　クリスお姉さまのためにも、それに……」

「何もしないことが、最良の助けになる場合もある。今が、その時だ」

　自分に言いきかせるように、アレックスは一言一言をはっきりと発音した。

「僕たちはおとなしくここに留とどまるべきだ。それが僕たちにできる、最良の、そして唯一の、遼太郎に対する手助けだ。よけいな負担を負わず、やらなければならないことに集中せねばならないとき、僕たちのようなお荷物を背負わせるなど、論外だ」

「お荷物なんかにはなりません！」

　悲痛な声をあげて、和音が一歩前に出た。

「わたしだって戦えます、遼兄さま、戦わせてください！　兄さまが駄目だっておっしゃてもついていきます、何もできなくても、せめて、兄さまの盾になるくらいは――」

　涙まじりの哀願は途中で絶え入るように消えた。口をまだなかば開いたままの和音は、頬を濡ぬらす涙もそのままに、ふらりと倒れかかってエドワーズ氏の有能な手にさりげなく受けとめられていた。壊れやすい人形を運ぶように、エドワーズ氏が気を失った少女を近くの長椅子に運び、そっと横たえる。

「君たちの気持ちはもっともだ、娘さんたち」

　指をひとふりすることで少女を眠らせた大魔導師は、あげた手をゆっくりと戻しながら一同を見回した。

「だが、ここはこの貴族の少年が言うことが正しいということを、どうか理解してはくれまいか。君たちが無意味に危険に飛びこむことは、君たちの大切な婚約者であり友人である遼りよう太た郎ろう君の肩に、さらに重荷を背負わせることにしかならない。怒りや不満は、いくらでも私にぶつけてくれ、どんなことでも甘受しよう。しかし、遼太郎君に同行するという無謀な行為は、どうか思いとどまってほしい。この通りだ」

　そして、深々と頭を下げた。二千年を生き、人知を超えた魔術と智ち慧えに通じる賢者が、ただの小娘にすぎない自分たちに頭こうべを垂れる姿を見て、美み弥や子ことシャルロットは、反論の言葉を見失ったように身じろぎもできずにいた。

　アレックスがむっつりと立ちあがり、両手をポケットに入れたまま遼太郎に近づいてきた。怒ったように唇を引き結んでまともに目を見つめ、がっしりと肩を掴つかむ。指の震えが伝わってきた。アレックスの顔もまた、蒼そう白はくだった。

「僕もそれほど、物わかりはよくない」

　囁ささやくようにアレックスは言った。

「正直に言えば、僕も彼女たちと同じように、お前に同行することができるならどんなことでもするつもりだ。その、つもりだった。

　だが、サー・マクスウェルの言うことが正しい。僕たちがついていっても、かえって肝心のお前を危険に陥れることにしかならない。ということは、クリスティーナが助かる機会を、むざむざ無にするということだ。そんなことは、とてもできない。だから僕は、あえて、いいか、あえてだぞ、お前がひとりで行くことを許可してやる」

「アレックス――」

「勘違いするな！　お前に協力してやろうというのじゃない」

　痛いほどに肩が握りしめられた。

「できればお前を殴り倒して、僕自身が飛びだしていきたいのを、今この瞬間だって必死にこらえている。だが、そんなことをしても意味はない。クリスティーナが男性であろうが女性であろうが、あとで考えればいいことだ。ただ一つ確かなのは、僕は彼女が見せた自由さと奔ほん放ぽうな反骨精神にあこがれ、自分もあのようになりたいと願った。彼女は自分自身の理想というものを持ち得なかった僕に、初めての理想像を体現してみせてくれた。その事実は彼女の正体が男であろうが、女であろうが、変わらない真実だ」

「きっと助けてみせるよ、アレックス。クリスティーナを」

　肩に食い込む友人の手にそっと手を重ねて、遼太郎は力強く応こたえた。

「クリスティーナは僕の家族フアミリーだ。家らしい家も、家族らしい家族も持ったことのなかった僕が、はじめて見つけた家族なんだ。――そりゃ、ちょっぴり厄介なこともあるし、腹の立つこともあるけど、このまま死なせることなんて絶対にできない。たとえ、世界の命運がかかっていなかったとしても、話は同じだ。僕はクリスティーナを助ける、約束する。だから、信じてくれ。アレックス、それに、美弥子さん、シャルロット」

　少女たちはもはや言葉もなかった。和かず音ねをどこからかとりだした毛布でくるみ終えたエドワーズ氏が音も立てずにやってきて、「さ、お嬢さま方」とやさしく手を添えた。

「遼りよう太た郎ろう様のおっしゃるとおりだとわたくしも存じます。みなさまがたはこちらで吉きつ左そ右うをお待ちになり、遼太郎様をお信じになっていらっしゃることが最上でございましょう。

　わたくしも及ばずながら、皆様が快適にお過ごしいただけますよう、微力を尽くしますので、どうぞお心安く、遼太郎様をお見送りしてはいただけませんか。差し出がましゅうはございますが」

　数瞬の、息づまる緊張があった。ややあって、シャルロットが決然とした表情で前に進み出てきて、胸に抱きしめた大剣を差しだした。

「これを」と短く言った。

　シオン騎士団の紋章が柄に刻まれた十字剣。それはかつて、騎士モーリスの腰に提げられていたものであり、シャルロットにとっては、命以上に大切な品物のはずだった。

「その〈聖なる血〉と、クリスティーナさんの剣は、おそらく魔術師にとどめをさすための最後の武器になるでしょう。それまでに身を守る必要性が生じた場合、どうぞ、この剣をお使いください。わたしと、わたしの愛したかの人の代わりに。もし、あの人がここにいらしたら、なんとしてもあなたを守ろうと、危険をかえりみず身を投げ出したはずです。主イエスの衛士たるシオンの騎士の役割を、どうぞ最後まで果たさせてください。わたし自身が同行できないというのならば、せめて、この剣だけでも」



    

  
    
      



    

  
    
      　気丈に張った声が揺れた。

「どうか。――お願いします」

「わかった。借りていくよ、シャルロット」

　遼りよう太た郎ろうは言い、聖なる紋章の刻まれた長剣を受けとった。

「でも、ただ借りるだけだ、いいかい？　ちゃんと返しに来るからね。君の気持ちは受け取った、騎士モーリスの心も、それから、美み弥や子こさんの心も」

　振り袖そでのたもとをぎゅっと握りしめている美弥子に微笑ほほえみかける。

「……わたくしたちだけの心ではありませんわ。和かず音ねさんの心も、それから、アレックスさんの心もです」

　絞り出すようにそう言うと、美弥子は顔をそむけて和音の横たわった長なが椅い子すに歩み寄り、顔を隠すようにクッションに身を伏せた。くぐもった声で、

「わたくしたちの身はここにあっても、心はあなたとともに行くことをお忘れにならないことですわ、このお馬ば鹿か。お馬鹿のくせに勝手なことばかり言って、ほんとうにお馬鹿。

　もう好きにすればよろしいですわ。でも、いいですこと、ちゃんと戻ってこなければ承知いたしませんわよ、このお馬鹿。もしわたくしたちの期待を裏切るようなことをしたら、その時こそ、二度と立ち上がれないくらいにたっぷりと蹴け飛とばしてさしあげますから、どうぞ、そのつもりでいらっしゃることね」

「うん。わかった」

　遼太郎は笑った。

　美弥子は顔をそむけ、ますます深くクッションに身を沈めた。意識のない和音の手を、細い両手でかたく握りしめている。アレックスも俯うつむき、両のこぶしをじっと握ったまま、床を見つめて唇を震わせていた。

「外界への道を開こう」

　低く、大魔導師が告げた。

「現在、英国の人間は、呪じゆ印いんに侵されたものはすべて眠りについているが、人間以外のもの、あるいは、呪印と魔術にある程度抵抗できる力を持つものは、目を覚ましている。先ほど、君の味方をしてくれるはずの人々が、ロンドンのあの広場に立っているのを見たはずだ。彼らが、君を警護してくれるだろう、あくまで彼らの力の及ぶ範囲内でではあろうが。君はなんとかして魔女たちのもとへ、地脈を律する古き〈母〉たちのもとへ、たどりつかねばならない。おそらくそこからしか、あの紅あかい月へと上りつめることはできないだろう。歪ゆがんだ地脈の力は今も、じわじわとあの月へむかって吸い上げられている。彼女たちならきっと、その流れに乗せて、君を魔術師のもとへと送ることができるはずだ」

　ぱたぱたと羽根を鳴らして、バイロン卿がシャンデリアの上から降りてきた。片手に掴つかんだクルミをもぐもぐと噛かみながら、遼太郎の肩にとんと降り、尻尾しつぽを巻きつける。

「バイロン卿が次元の空くう隙げきを飛びこえる。君は経験があるから、もう驚きはしないだろう。いざとなれば、彼もまた君の助けになるはずだ。ロード・バイロン」

　名を呼ばれて、今は小猿の姿をした魔獣は、金色の眸ひとみをきょろりと大魔導師に向けた。

「彼を守り、彼を助け、汝なんじの有するあらゆる力をもって、この少年を倒すべき敵のもとへと送り届けよ。わが有する権能によって命じる、偉大なる獣よ、今こそあらゆるくびきから解き放たれ、本来の姿と力をもって飛び翔かけよ」

　キーッと高い声をあげると、バイロン卿は遼りよう太た郎ろうの肩の上でくるりと宙返りした。

　遼太郎は顎あごをひき、皆の心の託された十字の長剣を、しっかりと握りしめた。懐では〈聖なる血〉を充みたした小瓶が灼しやく々しやくと燃え、ベルトには、紅玉の輝く細剣が、しっかりとくくりつけられている。

「ご武運をお祈りいたしております、遼太郎様」

　友人たちと大魔導師の書斎の光景が視界から消え去る前に、最後に、エドワーズ氏の思いをこめた言葉が聞こえた。

「どうぞ、必ずお戻りになりますように。――お嬢さま方、坊っちゃま、閣下、奥様、シシィお嬢さま、そして不肖ながらわたくしめも、皆そろって、あなたさまのご無事をお祈りいたしておりますゆえ」



    

  
    
      


　第二幕　 〈母たち〉の座





実は高尚な秘密は打ち明けたくないんですが。――　　

寂しい所に女神たちが神々しく座についている。　　　

その周りには場所もなければ、まして時間もない。――

この女神については、語るさえ難儀なんだ。　　　　　

それは母たちなのです。　　　　　　　　　　　　　　



――メフィストフェレス



１



「なんだ!?」

　赤と暗黒の色に引き裂かれた空中に、新たな黒い渦巻きがわきあがるのを目にして、ウィリアム・リース警部はわめいて拳けん銃じゆうを取りなおした。

「また何か新手か？　ええい、まったく、あっちもこっちも――」

「静かに」

　霧む月つきが肩に手を置く。

「あれは違う。〈紅の月〉に属するものではない。むしろ」

　続きは風の唸うなりで聞こえなくなった。リース警部は喉のどの奥で声をかみ殺して眼めを覆い、〈評議会〉の紳士たちの面々も、それぞれ頭をかかえ、スーツの前をきつく締めて台風のような突風に耐えた。若いヴァンパイアひとりがまっすぐに立ち、黒い髪をはげしく風に乱しながら、天空に浮かんだ黒い渦をじっと見すえる。

　いきなり渦が消失し、投げ出されるように巨大な獣の影が空中に現れた。二、三度、膜質の翼をはばたいて体勢を立てなおそうとするが間に合わず、ようやく受け身をとって、地響きとともに広場の中央に着地する。

　倒れた人々のぐったりした身体からだが、馬車一台くらいはかんたんに踏みつぶしそうな巨大な脚のすぐそばにある。魔性の巨猿は左右を見回し、爛らん々らんと燃える目を天の一点にすえると、長大な牙きばをむきだして轟とどろく咆ほう哮こうをあげた。

「ありがと、ロード・バイロン」

　思いがけず少年の声がした。

「とりあえず、もとに戻ってくれないか。みんなびっくりしてるから」

　巨猿は低く唸ると、気にいらなげに周囲の人間をじろりと睨にらみまわし、もう一度吠ほえると、いきなり消え失うせた。

「お前さんは……少年！　おい！」

　リース警部は取り出しかけていた拳けん銃じゆうをあわててしまい、駆け寄った。

　十字型の長剣を胸に抱き、腰に宝石のついた細剣をつるした少年は、疲れて緊張したおももちだったが、その顔には、おかしがたい決意と強い意志が表れていた。

　心配と安あん堵どと問いかけのない交ぜになった顔の警部に、安心させるように微笑する。腕には蝙こう蝠もり羽ばねをもった小さな猿がしがみつき、警部に向かって白い歯をむいてみせた。

「ご無事で何よりです、リース警部」

「なにがご無事だ、このどうしようもない小僧っ子めが！」

　飛びかからんばかりに肩をとらえて、ぐりぐりと頭をかきまわす。バイロン卿が怒ったようにキッキッと鳴いて爪つめをたてたが、意にも介さない。

「吾わが輩はいがどれだけ気を揉もまされたか、貴様にはわかっとるのか、ええ!?　貴様のあの手のつけられん女主人はどうした、このロンドンはどうなっとるのだ、このおかしくなった市民と、あの紅あかい月は何事だ!?　誰だれがこんなことを起こしとるのだ、まったくあの女ペテン師と来たらどこまで吾輩に迷惑を――」

「ごめんなさい、警部。詳しいことをお話ししてる時間はないんです」

　遼りよう太た郎ろうはそっと警部のごつい手をもぎ放した。首をめぐらせて、黙然と立つ青年ヴァンパイアと、頭をかきかきこちらへやってくる金髪眼鏡めがねの公務員を見やる。

「玄くろ塚つか、霧む月つき――それに、シヴィル・セント・クレア――」

「はいはいはい。時間がないってことは言われなくてもわかってますよ」

　シヴィルは両手をあげて降参のしぐさをした。

「君のご友人のお嬢さん方と、うちの困ったお坊ちゃんが、かの大魔導師に連れていかれるのを見ましたからね。どうせ君も、ご老人に何か言い含められてきたんでしょうが。

　とはいえ、あのお方があえて現世に手を出してきたということは、ことはもうほとんど崖がけっぷちってことは承知してます。なんせ、こっちも見てのとおりでね。ロンドンじゅうがほぼ時間を止められてる状態で、われわれ以外、動いてる人間はどこにもいないんじゃないですかね。こっちも困ってるんですよ、上のほうに連絡をとろうにも、とりようがなくて。導師たちに呼びかけても音おと沙さ汰たなしだし、ほかの場所へ出張してる仲間も、生きてるのか死んでるのかそれすらわかりゃしない」

　一気に憤ふん懣まんを吐きだして、イギリス政府の雇われ魔術師は、丸い眼鏡めがねの奥からじっと腹の読めない視線を向けた。

「ところで君が持ってるその剣は、うちの職員のシャルロット・ド・モンセギュール君の所持していたものと解していいですかね？　で、その腰にさしてるほうは、目下行方不明中のクリスティーナ・モンフォーコン嬢ご愛用の品と。

　そんなものを持ってきて、どうするつもりかお訊ききしてかまいませんかね？　あと、できれば今の状況と、あの紅あかい月の件に関しても、知ってれば教えてくれるとありがたいんですけど。ただし手っとり早く」

「話せる暇があったら、話します」

　遼りよう太た郎ろうは十字剣を持ち直し、懐にある〈聖なる血〉の瓶を確かめた。

「今はそんな時間はありません。――言えることは、あの紅い月の中には、例の死にぞこないの大馬ば鹿か、〈魔術師シモン〉がいて、さっさとなんとかしないとイギリスどころか世界中がとんでもないことになる、ということだけです」

　警部が何か言おうとして大きく口を開けたが、結局言えずに口をぱくぱくさせただけだった。遼太郎はかまわず続けた。

「僕は〈影の宮廷〉に行って、〈女主人〉と会わなきゃならない。あの月で眠っている魔術師が、新しい肉体で目覚めないうちに。どの道を通ればいちばん早く〈宮廷〉にたどりつけるか、わかりますか？　そもそも、ここはどこなんです？」

「ここはピカデリーからバークレー・ストリートを奥に入った、バークレー広場スクエアだ」

　霧月が言葉少なに答えた。

「君のご友人たちは、リージェント・サーカスの伯爵夫人のフラットからここに駆けつけてきていた。〈影の宮廷〉へたどり着く道については、まず、君が以前に使ったという下水道の道はふさがれていると思ったほうがいい。テムズ川がひどく増水して、大量の汚水が下水道内に流れこんでいる。これもまた地脈の乱れの一つのあらわれだ」

「ほかに道はないんですか？　前にあそこへ行ったときには、あなたが先回りしてましたよね、シヴィルさん。何な故ぜだかアレックスといっしょに」

「ああそうですよ。そうですけどね」

　ふてくされたようにシヴィル・セント・クレアは口をとがらせた。

「あれもまた別の地下道を通ったってだけのことで、使えないのは同じことですよ。あの宮廷と、〈表の宮廷〉であるわれらが政府には秘密の協定があって、そこにはいくつか、われわれが優先的に使用できる通行路が含まれてたってだけのことです。

　緊急時には地上のロンドン塔から直接〈逆さロンドン塔〉へ降りることもできたと思いますけど、ま、今は無理でしょうね。敵だってそれほど間抜けじゃない。〈宮廷〉の魔女たちを封じ込め、内からも外からも干渉できないように、あの周辺にはロンドン中のほかの場所にある尖せん塔とうをぜんぶ集めたよりもっと大量の尖塔が建てられてます。危険度はとうていここの比じゃない。

　ご老人にかなり抑えられてるとはいえ、こいつらはまだ完全に活動停止してるわけじゃないんです。近づけば、あっという間に喰くわれてすかすかにされちまうでしょうよ」

　ざっと周囲を手で示す。遼りよう太た郎ろうはあたりを見回し、折り重なって倒れている人々と、そのむこうで、まがまがしい紅あかい光をいまだに放ちつづける、黒い尖塔を見た。

「じゃ、どうすれば？」

「――クリスティーナ・モンフォーコンの邸やしきへ行け」

　低い声が言った。不意を打たれて、遼太郎は彫像のように動かない霧む月つきの姿を振り返って見た。視線も顔も動かさないまま、宙の一点を見つめて淡々と彼は告げた。

「あの邸の焼け跡に、この仕掛けの中心になる大おお楔くさびが打ちこまれている。集められた力パワーはいったんそこに集中し、あの紅い月に汲くみ上げられる。その流れは地脈の中心たる、〈逆さロンドン塔〉の宮廷にも根を張っているはずだ。

　しかしいま、その流れは弱められて、逆らって進むことはぎりぎりならばできると考えられる。多大な危険を伴うことは否めない。あるいは逆流する力にひっぱられて、五体がこなごなに砕けないとも限らない。それでもかまわないと言うのなら」

「行きます」

　遼太郎は一歩前に出た。警部があわてて、

「おい、少年、ちょっとまて、それは」

「もう一般市民がどうとか子供がどうとか、言ってられる事態じゃないってのがどうしておわかりにならないんですかね、このヤードの石頭氏は」

　シヴィルが大げさにため息をついた。

「それに、言っときますけどこの子はただの一般市民じゃありませんよ。ぶっちゃけて言えば今回の事件の中心の役者のひとりで、ま、首謀者に自分の意志とは関係なく誘拐されて利用されてたってのはほんとですけど、無関係とはまず言えない立場なんですよ、説明はたぶんあなたにはわかんないでしょうから省きますけど。

　そしてあのご老人がわざわざこの子をこちらに送り返してきたということは、あの月を堕としてロンドンと英国、もしかしたら世界を救うのは、この子にしかできないと、ご老人が判断したってことです。そうとなれば僕らはその判断に従う以外ないし、この子だってちゃんとそれくらい覚悟して来てるんでしょう、違うかな、遼りよう太た郎ろう君？」

　軽い調子で問いかけられて、遼太郎は、大きく顎あごを引いて頷うなずいた。リース警部は躍起になって手を振りまわし、

「し、しかし、こんな子供が。吾わが輩はいは認めんぞ、できるものか、こんな子供を危険にさらして、誉れあるヤードの刑事がおとなしく後ろに引っこんでいるなど――」

「誰だれも後ろに引っこんでいろとは言っていない、警部」

　ゆるゆると霧む月つきの手が上がりはじめていた。重たげに垂れさがっていたインヴァネスの裾すそがゆるやかに舞い、隠れていた〈ドクトル・アヴァランシュ〉の銀色のボディが、奇妙な昆虫のようにするすると這はい出てきた。

「ここからホルボーンのモンフォーコン邸までにはかなり距離がある。〈影の宮廷〉へ彼がたどり着くのにあの経路を使うしかないのであれば、彼は、この異常事態のロンドンを、生身で約三分の一近く、横断しなければならないということだ。その魔猿――ロード・バイロンか――は、飛べるのか」

「どうかな。わからない」

　遼太郎は肩にとまったバイロン卿にそっと手をのばした。キーッと歯をむかれたが、噛かみつかれずに羽根をつまんで調べ、首を振った。

「少しの距離なら大丈夫だけど、ロンドンの三分の一をひとっ飛びかといわれると、どうかな、空間のはざまからここへ飛びだしてきたとき、ものすごいつむじ風に巻きこまれたみたいに前後左右にむちゃくちゃに振りまわされた。風というより、地上の、地脈と力パワーの乱れの影響を、バイロン卿も受けてるんだと思う。きっと途中で同じようなことか、もっとひどい乱れに巻きこまれて、墜落するのは目に見えてる」

「その上、君がこちらに出てきたことは、月の中にいる者も気づきはじめている」

　いつの間にか、シヴィルや、その同僚の黒衣の紳士たちもてんでにそれぞれの武器を構えていた。

「な、なんだ？　どうした？」

　ひとり事態が把握できずにきょろきょろしていたリース警部も、なにやら不穏な空気だけは感じとったようで、あわてて拳けん銃じゆうをとりだし、弾をこめた。

　遼太郎はすらりと十字剣を抜いた。柄に飾られたシオン騎士の紋章が光る。

　剣の扱いは、日本でいやというほど叩たたきこまれている。あくまで日本の剣道であって、西洋剣の扱いとは違うかもしれないが、しかし、実戦に即した戦い方を身体からだに覚え込ませられたという点では同じだ。

「どうやらいらっしゃったようですね。お客さまが」

　眼鏡めがねのブリッジに指をあて、シヴィル・セント・クレアはわざとらしく息をついた。

「では構えアン・ギヤルド、わがジェントルマンたちよ。またもやひと騒ぎやらかさないとすまないらしい。まだやれるかね、メリュジーヌ、愛いとしのきみよ？」

『ああ、もちろんですわ、愛しいお方』

　感にたえぬという女の声がして、白蛇の下半身を持つ美女の蒼あお白じろい影がにじむように現れた。

『あたくしはあなたのしもべです。主あるじのあなたのご命令でしたら、どんなことでもやってのけると、ご存じと思っていましたのに』

「そうだったね、悪かった、愛しいひと。では遼りよう太た郎ろう君、われわれの輪の中心に入りたまえ。紳士方よ、われわれの使命は、この少年をホルボーンのクリスティーナ・モンフォーコン邸あとまで無事に送り届けることにある。上の命令は一時忘れて、僕の命令に従ってくれたまえ。責任は僕が取る――まことに不本意だが、ま、うまくいけば特別手当がつくかもしれないことを祈って甘受することにしよう。そちらの用意はいいかね、ヤードのお方、それに、不死者ノスフエラトウ君？」

　返事はなかった。霧む月つきはじっと顎あごをインヴァネスの襟えりに埋うずめて動かなかったが、足もとで水銀のようになめらかに動くものがあった。〈ドクトル・アヴァランシュ〉は流線型の両腕を前に突き出すと、かすかな金属音とともに、十数本の白刃を全身から生やした。

　紅あかい月から、血色をした一滴の滴しずくがにじみ出している。大魔導師による黄金の網に捉とらえられながらも、それは危険さもまがまがしさもいささかも失っておらず、むしろ、いよいよ獰どう猛もうに、憤怒に充みち、囚とらわれた恨みに身をよじるかのようだった。

　夜にかっと見開かれた血まみれの眼めから、血の涙がひとしずく、したたり落ちる。

「かかれ！」

　シヴィル・セント・クレアが叫んだ。遼太郎はだっと駆け出し、その周囲を囲んだ英国の魔術師たち、ヤードの鉄腕警部、若き不死者がいっせいに続く。暗黒のむこうから耳障りなざわめきが聞こえ、あっという間に近づき、異形の暴風と化して渦巻き、この世のものでない叫び声がきいきいぎゃあぎゃあと耳をつんざいた。

「この！」

　頭上からとびかかってきた、飛びだした眼がん柄ぺいに血走った目玉をいくつも並べた化け物は、十字剣の刃やいばに両断された。悲鳴をあげてそいつが黒煙と化す間もなく、新手の、今度はぬらぬらした緑色の腕と指のかたまり、としかいいようのないものが頭にかぶさってくる。遼太郎が剣を突きあげようとしたその時、銀色の閃せん光こうが走った。

〈ドクトル・アヴァランシュ〉が高々と跳躍し、白刃の車輪となって回転した。超自然の存在の悪臭を放つ血と肉が、挽ひき肉にくになって飛び散る。

　霧月が鋭い視線をこちらに向けていた。遼太郎は頭を振ると、しっかりと剣を取りなおし、高々と叫んだ――

「ロード・バイロン！」

　真の名を呼ばれた猿は嬉うれしげにキーッと叫び、空中に飛びあがった。みるみるうちに巨大な魔獣の本体をあらわして、地響きとともに降り立つ。

　巨大な手が飛びまわる異界の生き物どもを手当たり次第に掴つかみ、握りつぶし、引きちぎる。巨猿は牙きばをむきだして吠ほえ、頭の周りを飛びまわるものどもを一気に口にくわえて、ばりばりと噛かみ砕いた。筋肉の盛りあがった背中で羽ばたく膜質の羽が、不用意に背後に回ろうとした魔物を、蠅はえでも叩たたくように叩きつぶす。

「おや、やりますね。僕らも負けてはいられない。紳士方ジエントルメンよ！」

　たちまちメリュジーヌを初めとして、ぞっとするような姿の魔物や、あえかな精霊が空中を飛びかいはじめた。

〈ドクトル・アヴァランシュ〉の放つ閃せん光こうとロード・バイロンの咆ほう哮こうが交錯する中に、さらに、超自然の者どうしが戦う火花と叫きよう喚かんが加わった。遼りよう太た郎ろうは十字剣をかまえ、警護の網をかいくぐってくる強者を払いのける。

　自然に身体からだが動いた。どこかで見た動きだ、とぼんやり思い、自分が、故郷で叩きこまれた日本式の剣道と、いつのまにか見覚えるようになっていた、クリスティーナの剣筋をたどっていることに気づいた。

　あるいは、騎士モーリスのそれも。聖なるしるしの十字剣は、ひとりでに動き、舞い、戦いの歌を唄うたっているように思えた。美み弥や子こに和かず音ね、アレックス、エドワーズ氏、それに、鷹たかの眼めをした孤独な大魔導師。

　僕は、ひとりではない。身体はとうの昔に疲れ果て、気力ももはや尽きかけていたが、そう考えると同時に、あらたな力が泉のように全身を駆けめぐった。

「くそっ、弾切れだ！」

　そばで必死に応戦していたリース警部がどなった。拳けん銃じゆうは完全にからっぽで、弾倉がむなしく口をあけている。多勢に無勢。さすがに大量の弾も、ついに底をついたようだ。せめて一発でも残ってはいないかと、ポケットや懐を必死に探っている。

「はい、これどうぞ」

　呪じゆ文もんとともに短剣を振りまわしていたシヴィルが、肩についた火を吹き消しながらやってきて、手品のようにとりだした革袋を警部の手に押しつけた。

「魔女たちの力のこもった銀には及ばないかもしれませんが、これだって、うちの開発部が作った特製退魔弾ですよ。ただうちの職員は昔気質かたぎが多くて、拳銃なんてものは野蛮だと思ってるんで、あまり人気がなくて余りまくりなんです。じゃんじゃん使ってください。その袋、ぜったい中身がなくならないようにできてますから」

　費用は経費で落ちますから心配しないでくださいね、とよけいなことまでつけ加えるかたわら、水膨れの死体のような何物かを片手でなぎ払う。鼓膜をやすりでこすられるような悲鳴とともにそいつは破裂し、汚水そっくりの悪臭を放つ体液をまき散らした。

　警部は礼のかわりに唸うなり声をあげ、あわただしく弾込めにかかる。

　そのため、わずかな隙すきができた。敵が、歓喜の声をあげて押し寄せる。その爪つめが警部の首にかかる寸前、横から伸びた長い腕が、一匹の喉のど首くびを捉とらえた。

「残念だが、その人間は貴様のものではない」

　低いささやきとともに、なかば人、なかばトカゲのそいつは、じたばた暴れながら空を引き寄せられた。暴れる魔物を、霧む月つきは昏くらい光をたたえる瞳ひとみでじっと見すえた。

「触る気も起こらないような醜さだが」

　一瞬、その瞳が吸血鬼の紅あかい血光を放つ。

「――やるしかあるまい」

　純白の牙きばがかっとむき出され、魔物の喉のどに沈んだ。

　魔物は身を引きつらせ、紫と黄色の眼めを裏返してびくびくと痙けい攣れんする。

　数呼吸の間があり、霧月は手を放して後ろに下がった。魔物はその場をふらふらと漂った。口をぬぐっている霧月の顔には嫌悪感がありありと浮かび、口にしたものを今すぐにでも吐きだしたい気持ちでいっぱいのようだった。

「……さあ、貴様は僕の血の下僕だ」

　袖そでのかげから、かすれる声で霧月は命じた。

「血の主あるじとして、貴様に命じる。そこにいる少年と、同行する人々を守れ。襲ってくるものは誰だれでも、なんでも殺せ。たとえ、貴様自身が引き裂かれてもだ」

　首筋から油のような黒い血を二筋流した魔物は、濁った目をまたたかせて二度頷うなずくと、金属的な叫びをあげて、それまでの仲間の真ん中へ身をひるがえして突っこんでいった。

　ピカデリーの華やかな通りはまるで煉れん獄ごくの淵ふちのようだった。着飾った紳士淑女がすさまじい争いのあともあらわな格好で折り重なって眠りに落ち、それぞれの流した血や引き裂かれたドレスやレースやクレープ・デシン、踏みつぶされた帽子や革靴に頭をつっこんでいる。

　その中を、悪夢のパレードめいた怪物どもの群れが、真っ黒になりながらたったひとりの人間に追いすがる。火花が散り、雷鳴がとどろき、閃せん光こうと叫きよう喚かんがからみあっても、パレードはいっこうに勢いを減じることなく、むしろますます数を増やしていく。

　レスター・スクエアからナショナル・ギャラリーへ――過去の遺物、太古の時代に滅んだ凶暴な竜どもがぞろぞろと這はい出してくる。あるいは象ぞう牙げ色いろの骨格のまま、または粘土と石せつ膏こうとでできた復元像で、いつわりの命を与えられ、殺さつ戮りくの衝動のみを吹きこまれて、作り物の眼に邪悪な光をやどし。

　ストランド――劇場街。人々の創造力と享楽が生み出した異形どもが、開け放された劇場の扉という扉、窓という窓からどっと飛びだしてくる。馬ば鹿か踊りをする道化は鈴の代わりにナイフを振りまわし、恋する女道化コロンビーヌともども、よじれた四肢をからみあわせて不ふ埒らちな仕草をする。柱頭飾りの悪魔が戯画化された三さん叉また鉾ほこを振りまわして叫べば、いやらしい笑みを浮かべた人面鳥ハルピユイアが、かつて詩人の詠うたったとおり、『その顔は処女のそれなれど、その腹はおぞましき体液を滴らせ』、蒼そう白はくな唇にずらりと並んだ牙をがちがち鳴らして、両手のかぎ爪づめを打ち鳴らして掴つかみかかる。

　噴水庭園テンプル。フリート・ストリート――ここはいちだんとひどい。『真実』の名のもとに、いかに読者の目を引くかしか考えていないペンから生み出された創造力の産物が、ますます下卑た、歪ゆがんだ上にも歪んだ形で、ゆらゆらと押し寄せてくる。耳まで裂けた口でにたにた笑い、メスを構えた切り裂きジャック。身体からだじゅうに毒薬の瓶をぶらさげ、次の犠牲者を鵜うの目鷹たかの目で捜す、骨と皮の女毒殺魔。

　店にやってきた客をかたっぱしから殺しては地下の処理場へ落っことし、肉入りパイにこねあげる人肉床屋スウイーニー・トツド――客の血をまだ滴らせている剃刀かみそりをかまえて、とび出た眼球をきょろきょろさせている。背後に続くのはその犠牲者たち。どろりと濁った眼球に、苦痛と怨恨をたたえて、引きずり出された内臓や切り裂かれた喉のどをさらし、加害者ともどもぞろぞろと群がり寄ってくる。

　そして、それらのあらゆる場所に黒い尖せん塔とうは存在し、紅あかくまたたき、生き物のように脈動しながら、通りすぎていく一行を、血色の光で照らしだす。抑えられながらも忠実に、天空に座を据える主人の命を果たしつづけて。

「くそっ！　くそっ！　くそっ！　ああっ、畜生！」

　警部の、イースト・エンドの底の底仕込みの罵ののしり言葉もそろそろ種切れだった。猛然と引き金を引いては弾込めし、ふたたび連射するのをいつ果てるともなくくり返しながら、四角い額ひたいにびっしりと脂汗がにじみ、目の下にはくっきり隈くまが浮かんでいる。

「こんなことがあってたまるか！　吾わが輩はいは信じん、信じんぞ！　こいつはペテンだ、なにかの夢だ！　そうとも、悪い夢を見とるんだ！　昨晩ビールを飲み過ぎたか？　屋台のキドニー・パイに悪いもんでも入っとったか？　食品基準法違反だ、立ち入り検査をさせにゃならん！　畜生！　畜生！　畜生めが！」

「夢だろうと現実だろうと、ここで戦わなきゃ死にますよ」

　背中合わせで短剣をふるいながら、シヴィルがぼそりと身も蓋ふたもないことを言う。

「夢だとお思いになるのは勝手ですけどね、そのかわり、死んだら二度と目覚められませんからそのおつもりで。ベッドの上ではっと飛び起きて、『ああ、変な夢を見た』ですませられるなら僕らだってどんなによかったか。メリュジーヌ！」

　水の女じよ妖ようが大きく身をそらせ、白い蛇体を鞭むちのようになぎ払う。

　大量の怪物が吹っ飛ばされ、ぎい、とかげえ、とか聞くに堪たえない悲鳴をあげて消滅したが、消えるよりもこの狂気のパレードに加わるほうがはるかに多い。

　天空では黄金の網がはげしくうねり、紅い月から降る闇やみの力に抗しようと身をよじるかに見えたが、その勢いすら時とともに弱まっていくのがわかった。天の赤いひとつ眼めはいよいよ大きく、脅すように膨らみ、まばたきもせずに地上を睥へい睨げいしている。

「見えた――高架橋ヴアイアダクトです！」

　自らも休みなく剣を振りまわしていた遼りよう太た郎ろうが、目から髪を振り払って叫んだ。

「あともう少しです――ほら、あそこに、ポール大聖堂の丸屋根がある！」

　のばした指の先には間違いなく、高架橋の黒い影と、この地獄の淵のさなかでも白く優美な曲線をみせる、大聖堂の半球型の大屋根がある。

　警部は鼻から太い息を吐いて、ギャーギャー鳴きわめく黒い羽根のかたまりにひとつ眼のついただけの鳥のまがい物をつづけざまに撃ち落とした。

　行列はのろのろと、耐えがたいまでにのろのろと進んだ。集まってくる異形のものどもは数を増すばかり。味方側はしだいに押しこめられ、輪をちぢめられて、ほとんどぴったり背中と背中を密着させられるところまで追いこまれていた。

　シヴィルとあと数名の紳士、霧む月つき、警部、遼りよう太た郎ろうはそれぞれを見ることができたが、ほかに見えるのは視界を埋めつくす牙きばや爪つめや鱗うろこや羽のざわめきしかない。

〈ドクトル・アヴァランシュ〉の閃ひらめかせる銀光がときおり密集軍のすきまを縫い、ロード・バイロンの咆ほう哮こうがひどく遠くからこだまするように轟とどろいてくるとはいえ、味方の劣勢はあきらかだった。

　政府の紳士方の半数、少なくとも三分の一は、途中で脱落しているらしいが、確かめているだけの余裕はない。シヴィルももはや軽口はたたいていなかった。顔を引きつらせ、途切れなく呪じゆ文もんを口にしながら、銀の儀式剣をめまぐるしくふるっている。

　霧月もまた、すでに人間のふりをすることをやめていた。蒼そう白はくな顔はまさに、血を啜すする鬼のそれ。かっと牙をむき、届く場所にいた相手を手当たり次第に掴つかんで、その喉のどに食らいついては、つぎつぎと下僕として敵に向きなおらせる。血を吸えないようなものはその怪力で引きちぎり、飛びちる魔性の血と漿しよう液えきを浴びて身震いしながら、とどめがたい吸血鬼の本能の暴走に、危険な手綱をかけている。

「やめておけ」

　遼太郎はびくっとして懐に入れた手を止めた。もしかして、そこにある〈聖なる血〉の一滴があれば、こんな下級の魔物どもなど一掃できるかもしれないという考えが脳裏をかすめたのだ。

　おそるおそる相手を振りあおぐ。さまざまな血しぶきを浴び、むらがる悪鬼どもとさほど変わらぬ姿になった霧月が見おろしていた。血への渇望と闘争本能に狂おしく燃える歩く死者アンデツドの目に、背筋に氷柱つららを打ちこまれた気がした。

「その瓶の中身は最後の武器だ。こんなところの雑ざ魚こ相手に無駄遣いするものではない。本来使う相手のために、なんとしてもそれは死守しろ。君にそれを渡した老人もそう言っていたはずだ」

　遼太郎は少し迷い、頷うなずいて、いったん瓶を掴みかけていた手をもぎ放した。

　ホーボーン・サーカス。オールド・ベイリー。高架橋の影が一同を覆う。乗り捨てられた馬車とぐったりした人々の身体からだが石の高架のあちこちから垂れさがっている。

　ニューゲイト。

「やっと！」

　見覚えのある家並みが遼太郎の胸を熱くした。前に見たとき、この通りはクリスマスの準備に沸いていたのに――今は、まるでダンテの描いた地獄の底だ。ここでもあそこでも、黒い尖せん塔とうが我が物顔に赤々と燃え、掴みあったまま倒れている人々を、あざけるように照らしだしている。

　雪と血と泥によごれた人々の中に、知っている顔、親しい顔、毎朝顔を合わせては気楽な会話をかわしたり、牛乳やパンや洗濯物をやりとりした人々の顔を見いだし、遼りよう太た郎ろうは両目が涙でくもるのを感じた。あわてて振り払う。今はそんな感傷に浸るべき時ではない。この人たちを救うためにも、なんとかして、自分は地下の〈影の宮廷〉へ、そして天空で燃えるあの紅あかい月へ、昇ってゆかねばならないのだ。

「あそこです！」

　戦いながら、シヴィルが首をよじって叫んだ。

「あそこがモンフォーコン邸――その焼け跡――あの真ん中に、この尖せん塔とうどもの中心になる大杭くいがある！　あそこへたどり着くんですよ、なんとしても！」

　いくつかの考えが入り乱れて頭の中を走りぬけた。

　一瞬ののち、遼太郎の心は決まっていた。

「――時間がありません」

　遼太郎は十字剣の柄を強く握りなおした。

「僕がひとりで、あそこまで走ります。みなさんは、後ろから援護してください。この距離で僕だけなら、援護があればなんとか走りぬけられる。この進み方でいつまでものろのろしていちゃ、無駄に時間が経たつだけだ」

「なんだと？　危険だ、そんなことは許さんぞ！」

　拳けん銃じゆうを振りまわしながら、反射的に警部が怒鳴った。

「お前さんは一般市民だ、少年、そしてまだ子供だ！　吾わが輩はいがそんな子供を黙って行かせると――」

「君の職業意識には敬意を抱く、警部」

　霧む月つきが言った。長く伸びた牙きばのせいで、多少発音が不ふ明めい瞭りようになっている。

「だがここでは彼の言うことが正しい。ここまで進むのに時間がかかりすぎた。おそらく敵はそれこそを狙ねらっている。この雑ざ魚こどもで僕たちや、遼太郎までも始末できるとはむこうも思ってなどいまい。自分が完全になる猶ゆう予よを稼いでいるだけだ。時が経てば経つほど、〈さまよえるユダヤ人〉の封じは弱まり、奴やつが有利になる。一秒でも半秒でも、今は無駄にはできない」

「彼の言うとおりですよ、警部」

　シヴィルも横から口を添えた。

「つまり敵さんも、彼が〈影の宮廷〉にたどり着かれちゃ困るんだってことは明白なんです。ただしそれも、あの月が割れて〈神〉に生まれ変わったやっこさんが飛びだしてくるまででしょうが。なんとかそれまでに、この坊やがあそこに行き着いて、あのとんでもない犯罪者にとどめを刺すしか方法がないってわけです」

「犯罪者を捕らえるのはヤードの仕事だ！　子供にやらせることなど」

「ああもうそうなんですが、今は言い争ってる暇なんかないのがどうしてわからないかなこの石頭は。じゃあとりあえずこの遼太郎君をヤードの名代にして、臨時捜査官として送り出すってのはどうです？　いくらあなたの固い頭だって、ご自分でこの怪物どもの中を突っ走ってわけのわからない場所へ飛びこむなんてことできないのはわかるでしょうが」

　警部は食い入るように遼りよう太た郎ろうの顔をのぞき込んだ。金かな壷つぼ眼まなこは深く落ちこんで血走り、いかつい顔は頬ほおが落ちくぼんでひどく憔しよう悴すいしている。遼太郎は真正面から警部の目を受けとめた。

「警部、いつも僕に新しい就職先を紹介してやるっておっしゃってましたよね」

　遼太郎は落ちついた声で言った。

「なら、今紹介してください。僕をヤードの臨時捜査官として承認してください。ヤードの名を汚すようなことは、ぜったいにしないと誓います。英国とロンドンの安全を守るのがスコットランド・ヤードの役目であり誉れなんでしょう、だったら」

　警部は唸うなり、頭を振り、ぎりぎりと歯を噛かみ鳴らした。そしてちぎれんばかりに頭を振ると、ぐいと遼太郎の背中を押し、「行け！」とわめいた。

「行け！　行け！　貴様をたった今から、スコットランド・ヤード特別捜査官として、この吾わが輩はいが任命する！　失敗したら徹底的にけつっぺたをぶちのめしてくれるからそう思え、このくそったれガキめが！　小生意気な口ばかりききおって、大人おとなをなんだと思っとる！　ヤードの誉れだと！　そんなことは貴様に言われんでもわかっとるわい、くそっ、こまっしゃくれたこの、どうしようもないくそガキめが！」

「ありがとうございます、警部さん」

「これを持っていけ、跡あと部べ遼太郎」

　蒼そう白はくな顔ながらも、ほほえんだ遼太郎に、霧む月つきが横から小さな石のかけらを放ほうってよこした。

　受けとめた遼太郎は、たちまち全身の毛が逆立つのを感じた。手のひらに乗った黒い石ころはせいぜい親指の先ふたつ分ほどの大きさだったが、異常なまでに冷たく、重く、とげだらけの氷のかたまりのようにちくちくと肌を刺した。

「それはモンフォーコン邸に埋められた要かなめの楔くさびの破片だ。それが磁石と重石おもしの両方の役目を果たして、〈宮廷〉まで導いてくれるだろう。到着するまでしっかり握って放すな。放せばこの力の乱流に巻きこまれて、五体を引き裂かれてしまうぞ」

　首筋がちりちりするのをこらえて遼太郎は石をこぶしに収め、しっかりと握りしめてうなずいた。

「それでは、紳士方よ！」と、話のつくのをじりじりした顔で待っていたシヴィルが朗々と叫んだ。

「最後のひとがんばりだ――この特別捜査官殿を、モンフォーコン邸のあの中心地点までとにかく走り抜けさせろ。奴やつらに指一本触れさせるな――われわれは彼の動きを邪魔せぬよう、援護に徹する。遼太郎君、君は、後ろを振り返らずに、とにかく走ること。僕らのことは気にしてはいけない、いいね。どちらにせよ君が失敗すれば、死んでいようが生きていようが、みんなとんでもない目に遭うに決まっているんだから」

「わかっています」

　遼りよう太た郎ろうは十字剣を両手でかまえ、身を低くした。「では――」

「〈ドクトル・アヴァランシュ〉！」

「メリュジーヌ！　――紳士方ジエントルメンよ！」

「ロード・バイロン！」

　猛烈な拳けん銃じゆうの連射音が最後を飾った。

　いちだんと派手な火花と阿あ鼻び叫きよう喚かんが轟とどろき、周囲をぐるりと取りまいていた吐き気のするような異形の壁に、人ひとり分の割れ目ができた。

　石をポケットにおさめ、十字剣をまっすぐに構えて、遼太郎は飛びだした。住み慣れたモンフォーコン家は、そこにはなかった。あるのは焼け焦げた地面と崩れ落ちた石組み、炭になった梁はりと灰の山。一瞬、胸が突き刺されるように痛んだ。僕の家、僕たちの家が。

　だがすぐに、わき上がってきた強烈な怒りが、痛みを押し流した。よくもこんなことを。僕たちの、クリスティーナの、大切な家ホームに、よくもこんな。

　許さない。

　絶対に、許さない。

　頭上から奇声とともに頭を掴つかもうとした人面鳥を気合い一いつ閃せん斬きり捨てる。その脇わきから、巨大な芋いも虫むしが這はいずり寄ってこようとするのを、ロード・バイロンの巨大な手が掴み上げ、握りつぶして黄色い漿しよう液えきをまき散らした。

　髪の毛をかすめるほどの近くで猛烈な剣風が吹き荒れ、細かな蟲むしのような小妖を一匹残らず細切れにした。〈ドクトル・アヴァランシュ〉は流れるような動きで剣を振り抜き、くるりと回転すると、一瞬のうちに全身から生やしたトゲで、さらに十数匹の異形を串くし刺ざしにした。

　背後からはぞっとするような喧けん噪そうが聞こえていた。銃声ととてつもない叫び声、異界の肉と現実の肉がぶつかり、掴み合う音、噛かみ鳴らされる牙きばと爪つめと、ときおり混じる聞きなれない魔術の呪じゆ文もん、きれぎれな祈りの声。

『早くおいでなさい、子供』

　苛いら立だったような女の声が足もとからした。いつのまにか、走る足がゆるんでいたのだった。思わず視線を落とすと、地面にひいた影の中から水の女じよ妖ようの白い美しい顔が一瞬浮かびあがり、歯をむき出して威い嚇かくの表情をした。

『おまえがぐずぐずしているおかげで、愛いとしいお方に何かあったら――何があろうと、このメリュジーヌが、お前の骨を髄ずいまでかじりつくしてやるからね』

　ふたたび女妖は影に沈んだ。遼太郎は唇をかむとしっかり前を向き、懐の小瓶とポケットの石ころを確かめて、ふたたび足を前に踏み出した。

　肩を押さえようとしたねじれた指の持ち主が一発の銃声で転がり落ちる。目の前はあいかわらず異形の絡みあう壁――一歩進むごとに厚みと密度を増していくかに見えたが、ひっきりなしに飛びかう銀光と巨猿の咆ほう哮こう、轟く銃声、呪文と、ときおり首の二つの傷から血を流しながら仲間に掴つかみかかっていく怪物どものおかげで、じりじりと道は開かれていく。避よけきれなかった攻撃は、影から飛び出す白蛇の尾と、針のような牙きばと爪つめをもつ若い女の頭が、不意打ちをくらわして叩たたき落とした。

　ここはホールだった場所、ここは階段への踊り場、こっちにはラドルさんの台所へ降りる半地下への階段、この隅にはクリスティーナがいつもブーツや上着を放ほうりだしていた衣装掛け、あっちにはいつも和かず音ねとシシィが歌っていた裏庭へのドア、アレックスがよくわからない図形を描いては往生させられた靴くつ拭ふき――たとえ燃えつくしていても、遼りよう太た郎ろうには燃える前のそこがどこで、何があったところか正確にわかった。

　たった一年で自分がここまで、あの家を熟知していたとは驚きだった。同時に、もはやそれが存在していないことへの強い悲しみと怒りが胸をつらぬいた。斬きり、突き刺し、なぎ払って、ようやく目指す場所が見えたとき、怒りは頂点に達した。

　あの夜――なにもかもが美しく、輝いているように思えたクリスマス前の夜――大きなツリーを囲んで、楽しげに飾りつけをしていたみんな。

　伯爵夫人は暖炉の前の椅い子すに座ってほほえみながら飾りつけを見守り、美み弥や子こは兵隊姿のくるみ割り人形を並べ、和音はガラスの小さな天使や鈴や、きらきらするモール相手に格闘していた。小さいシシィはエドワーズ氏に支えられながら、赤い聖心臓をツリーのてっぺんにつけていた。みんなが頬ほおを上気させ、もうすぐやってくる楽しいお祭りに、胸をときめかせていた。そのほんの数時間後に、あんなことになるとは予想もせずに。

　燃えあがった怒りが、疲労しきった身体からだから最後の力をしぼりだした。腹の底からわきあがる叫びとともに、遼太郎は残った力と気力のすべてをかき集め、両手にこめて、まっすぐに十字剣を打ち下ろした。

　白い光が走った。剣の一いつ閃せんは純白の光の軌跡を描き、ぶあつく寄りあつまった異形どもの壁を一気に切り裂いた。

　見えた――地中からわずかに頭をのぞかせた、不吉な黒い楔くさび。

　あたりには悪性の腫しゆ瘍ようをとりまく血管のような赤い光の脈が絡まりあい、中心となる楔に同調するようにゆっくりと明滅している。

　遼太郎は走った。つかのま開いたすきまは、なだれ落ちるように左右からまたふさがれようとしている。闇やみ雲くもに剣を振りまわし、怒りのままに罵ば声せいを吐き散らして進む。立ちこめる悪臭や強烈な瘴しよう気きも、すでに意識の外だった。

　許さない。許さない。

　僕たちの家に、僕の家族に、こんな真ま似ねをしたあいつを許さない。

　薄うす闇やみの中、半死のまま眠りつづけるクリスティーナと、彼女を守るレギーネの静かな顔が脳裏をよぎる。

「〈魔術師シモンシモン・マグス〉！」

　残った最後の息で呪のろいの言葉を叫び、遼太郎は、すぐ近くに迫った楔石の赤く燃える頂点へと身を投げた。それは煮えたぎる地獄の炎の池のように、泡立ち、うねり、脅すように今にも噴煙を噴きあげるかに思えた……



２



　……落下ははてしなく続くかのようで、ときおりは浮いているのか沈んでいるのか、横へ滑っているのかそれすら区別がつかなくなった。絶え間なく四方八方に引っぱられ、子供の乱暴な手にもみくちゃにされるぼろ人形同然。関節という関節がみしみしと音をたて、筋が限界まで引きのばされる。

　その中でたった一つ、ポケットに入れた黒い石のかけらがまるで囚しゆう人じんの足につけられた鉄てつ枷かせのような威力を発揮していた。地底からの鉄鎖に引きずられるかのように下へ下へと遼りよう太た郎ろうを引きずり、そうすることでやっと、わけのわからないあらゆる場所からの引力をはねのけ、下方へと進路をきめている。

　目を開いているのか閉じているのか、叫んでいるのかただ息を吐いているのか、遼太郎にはわからなかった。視界は乱れ飛ぶ赤と暗黒の二色に染め分けられ、太陽を長いあいだ眺めすぎた時のように、形のない影がひっきりなしにうごめきまわる。耳鳴りは嵐あらしというのもまだ足りないほど――世界全体が轟とどろき、うめき、体内を荒れ狂う激流のため、苦痛に身をよじっている。

　永遠に揉もまれつづけるかと思ったその瞬間、いきなり、ふっと身体からだが宙に浮いた。とたん、健全な引力に引かれて、どっと床に転げ落ちた。

　汚れて泥だらけ、ごみだらけではあるが、実に安心できるしっかりした石の床。受け身をとる暇もなかったので、ひどく脇わき腹ばらを打った。

　咳せきこみながらもがき、起きあがろうと両りよう肘ひじをついて頭を上げると、かすんだ視界に、橙だいだい色いろに燃えるぼんやりとした焚たき火びの光が映った。続いて、あたりを埋めるさまざまな古着やぼろのスカーフ、潰つぶれた帽子、ぼさぼさ頭に汚れた編み下げが見えた。物もの乞ごい泥棒娼しよう婦ふ、すりに立ち売り商人、いんちき両替屋に街頭芸人。ロンドンの市場やイースト・エンドで見かけるたぐいの人々の群れが、つっぷして身も世もない泣き声をあげている。

「遼太郎！」

「ジンジャー？」

　せっぱ詰まった少女の声に、一気に意識がはっきりした。ぶるっと頭を振って異常な道行きの混乱を払い落とし、男装の少女の姿を捜す。

「ジンジャー、〈女主人〉は？　君の母上はどこだ？　僕は彼女に会いに来たんだ、サー・マクスウェルが……クリスティーナも――」

「母さまは――」

　辛つらそうに、ジンジャーは声をとぎらせた。

　ようやくはっきりと周囲が見えてきた。遼太郎は目をこすり、橙色の焚き火の前に寝かされた、しぼんだかかしのような人体と、その周囲ですすり泣いている、おおぜいの人々を見た。心臓がぎゅっと縮んだ。

「母さまは――死んだ」

　ジンジャーの声は必死に涙をこらえていた。

「地脈の乱れを押さえつづけていたけど――限界だった。あいつはどんどん力をつけてる。〈魔術師シモン〉は。母さまだって強かったけど、あいつはそれより、もっと強かったし、母さまは、とても、とても老いていて――」

「ジンジャー、君、どこにいるんだ」

　あせって遼りよう太た郎ろうはあたりを見回した。泣いている人々の中に、赤毛の少女の姿はない。死せる〈女主人〉、〈影のロンドン〉をはるか古代から統治してきた魔女王は、いまや枯れ木でこしらえた人形のようにぽっかりと口をあき、かぼそい手を組みあわせて、盛りあがった衣装の下でぺしゃんこになっている。

「ここだ」

　声は思わぬほうからした。〈女主人〉がいつも占めていた場所、〈影のロンドン〉の女王の玉座。

　目をこらすと、ごみとがらくたを積みあげた玉座のいちばん上に、妖よう精せいのように小さく、たよりなく見える、ほっそりした少女の姿があった。

　服装は少年姿のままだが、赤い髪を左右に振り乱し、小さな白い顔を仮面のようにこわばらせている。両手を曲がった火ひ掻かき棒でできた肘ひじ掛かけに置き、関節が白くなるほど強く握りしめている。

　極度の精神集中のためか、話しても唇以外、ほとんど動かなかった。多色の魔女の瞳ひとみは強烈な黄金色に燃えあがり、はるか遠くに据えられていた。牛骨にがらくたを山とつけた王おう錫しやくをかかえる巨大なひきがえるが、心配そうに肩に寄りそっている。

「ジンジャー!?」

「俺おれは〈影のロンドン〉の王女だ」

　こわばった顔のまま、ジンジャーは言った。

「母さまは死んだ――英国の地脈を支配する、古き魔女たちの女王は。女王の娘として、俺は、母さまの守ったものを守らなきゃならない――近づくな！」

　思わず足が止まった。

「それ以上近づくな。いま俺は、この乱れまくった地脈を押さえこむために、使えるものはなんでも、見境なく使ってる。それ以上近づくと、お前まで巻きこむことになるぞ。ポケットの中の石を捨てろ」

「ポケット？」

　思い出した。あの、モンフォーコン邸に打ちこまれていた楔くさびのかけらだ。取りだしてみると石は、石炭の燃えがらのようにぼろぼろと崩れて指のすきまから落ちた。

「よし。お前の言いたいことはわかってる。あの〈紅あかい月〉の中で成長してる奴やつを潰つぶしに行くんだな？」

「そうだけど、ジンジャー、君は――」

「ぐずぐず言うな。この玉座からは、イングランドの大地で起こってることならなんでも見えるし、わかる。お前がどうやってここまで来たかもわかってる。よけいな口をきくな。俺おれには無駄にできる時間も、力も、あまりないんだ」

　言葉がとぎれ、少女の顔がはげしく引きつった。朱色の唇が見えないほどに噛かみしめられ、黄金の目がこれ以上ないほど見開かれる。赤い髪が逆立ち、薄い皮膚を突きやぶって骨がむきだしになるかと思われた。びりびりと玉座全体が振動し、積みあげられたごみやがらくたのいくつかが転がり落ちた。細いあごに、あざやかな赤い血がつうと伝う。

「ああ！　ああ！」

　群衆が揺れ動いて嘆きの声をあげた。

「女王は死んだ！　古き力を律する女王は！　ああ！　ああ！　ああ！」

　遼りよう太た郎ろうはジンジャーを見、横たわる女王の亡なき骸がらを見た。ここでもまた一つ、古い力の結界が破壊されたのだ。ジンジャーがなんとか母の後を引きついで支えているが、それも長続きはしそうにない。ただでさえ小さくか細い魔女姫の身体からだは、崩れかけたがらくたの玉座の上で、ますます縮んでいくかに見える。

「ジンジャー、僕は――」

「その王おう錫しやくをとれ、遼太郎」

　ほとんど唇を動かさずにジンジャーは告げた。肩にとまっていたひきがえるが飛び下り、片方の前脚で自分より大きな王錫を重たげにゆすりながら這はい寄ってくる。

「〈母たち〉の領域は、俺たち魔女でさえ立ち入ることのできない場所だ。死すべき運命にある者に、その名を呼ぶことは許されていない。そこには虚無と虚こ空くうだけがあって、未生の可能性だけが影のように行き交っている。お前を迎えるのは完全な孤独と寂しさだけだ。それに呑のみこまれてしまえば、お前も未生の可能性の一つになって、あの昏くらい場所を揺らめきまわる影の群れに加わるはめになる。それでも行くか」

「行く」

　ひきがえるが足もとまで跳ねてきて、人間のような前脚で王錫を掴つかんでかかげた。遼太郎は腰を折りかけ、思いなおして、片かた膝ひざをついてうやうやしく錫を受けた。

「そのために僕はここまで来た。君がここで苦しんでいるのも見た。僕は僕の守りたいものを守る、そのためならなんでもする。危険ならたっぷり越えてきた。もう一つ二つ増えたところで、面倒なことなんてないよ」

「言うじゃないか、アスパラガスが」

　ジンジャーは一瞬少女の顔を取りもどして微笑したが、とたん、体内にはげしい苦痛を感じたかのように、うめき声を上げて身もだえした。

「ジンジャー！」

「行け。行くんだ」

　身を丸めて荒い息をしながら、ジンジャーは顔をそむけた。乱れた赤い髪が横顔にかぶさって、表情をうかがえなくしている。

「ここは俺おれがなんとか保もたせる。〈母たち〉の領域はあらゆる場所につながっている。地脈はもちろん、あの、天空の紅あかい月にもだ。そこを抜ければ、あいつのもとにたどり着ける。あのくそ馬ば鹿かに思い知らせてやれ、遼りよう太た郎ろう。母さまの仇かたきをとってくれ。俺はここから離れられない。俺の代わりに、あいつの股またぐらを蹴けり上げてやってくれ、遼太郎」

　ジンジャーの声が震えた。「頼む」

　遼太郎はもう言葉を弄ろうしなかった。黙って頷うなずき、ひきがえるから受け取った牛骨の王おう錫しやくを握りしめる。

　ひきがえるは気むずかしげに眼めを細め、案内するように先に立って跳ねていった。打ち伏して泣いている廷臣たちの間を通りぬけ、大焚たき火びの前へと遼太郎を連れていく。

　近づくと、炎の熱で頬ほおがちりちりした。目と口を開いたままの〈女主人〉の亡なき骸がらが目の前に横たわっている。年経た魔女の瞳ひとみは白く濁り、歯のない口には黒い血がこびりついたままだった。

「そこでその王錫を床に打ちつけろ」

　ジンジャーの声が炎のむこうから響いてきた。

「あとはお前しだいだ、遼太郎――うまく〈母たち〉のもとへ行きつけるか、それともその前に影になって消えてしまうか。あるいは月の中の魔術師を始末しそこねるか。とにかく、俺にできることはここまでだ。ここから先は、本当に――お前、独りになる」

「違うよ、ジンジャー」

　はっきりと、遼太郎は言った。

　ジンジャーが驚いたように身動きする気配がした。

「僕がここまでやって来られたのは、みんなのおかげだ」

　ゆっくりと、自分にも言いきかせるように、遼太郎は言葉をつづけた。

「クリスティーナ、レギーネ、サー・マクスウェル、美み弥や子こさん、和かず音ね、シャルロット、アレックス、エドワーズさんにリース警部に玄くろ塚つか霧む月つき、シヴィル・セント・クレアとそのお仲間、――それから君と、君の母上。

　誰だれかひとりが欠けても、僕はここにいなかった。だから僕はひとりじゃない。みんなの気持ちが僕を支えてる。安心して、ジンジャー。僕は、必ずやりとげてみせる」

「遼太郎――」

　そのあとの言葉は聞かなかった。遼太郎は手にした王錫をかかげようとして、ふと、まだ騎士モーリスの十字剣を握っていたのに気づいた。

　ロンドンの街を抜けてくる戦いの中で、剣は半分に折れていた。残った部分も魔物の酸性の体液や、涎よだれや肉片でさんたんたる有様だったが、握られていた柄に飾られた聖なる騎士団のしるしだけは傷一つなく、汚れの中で静かにきらめいていた。

　遼太郎は手をのばし、〈女主人〉の目と口を閉じてやって、その胸の上に、折れた剣を乗せた。古き魔女と聖なる騎士。相反する勢力に属していた二つのものが、力を使いはたしたすえに同じ眠りの中にある。

　目を閉じ、大きく息を吸った。両手で牛骨の王おう錫しやくをかかげ、その重みとがらがらめいた音を強く感じる。泣き声が波のように高まった。引かれるように、遼りよう太た郎ろうは〈影の宮廷〉を統すべる王錫を振りおろした。

「――〈母たち〉よ！」

　錫が床にぶつかる寸前、遼太郎の口から叫びがほとばしった。なぜ叫んだのか誰だれにもわからず、遼太郎自身にもわからなかった。

　いくつものガラス杯が砕ける音がした。

　むせび泣く群衆が大波のように揺れ、涙だらけの顔をそらしてどよめいた。小さながらくた、瓶の蓋ふたやガラス片、すり減ったコインに折れた釘くぎが、音を立てて四方に飛びちった。太い牛骨は真っ二つに折れ、飾りをすべて失ってその場に投げ出されていた。

　――遼太郎の姿は、どこにもなかった。



３



　ふいに、無のただ中にいた。

　この感じはどこかで、と思い、そうだ、サー・マクスウェルの〈非在境ノーウエア・ランド〉へ渡るときに通りぬけた道だ、と思いあたった。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかし、その時はいつも和かず音ねやレギーネ、少なくとも、ロード・バイロンが虚こ空くうを運んでいてくれたのであり、今のように、踏む地面の存在さえ感じられない虚無に、たった独りで放ほうり出されたのとはわけが違う。

　おうい！　と叫んでみた。

　出すはしから、声は虚空に溶けるように消えた。こだますらも、返ってはこなかった。

　自分の手足と身体からだははっきり見えるが、その他ほかに、目に映るものはなにもない。地面も、空も、その他の影も、幻めいたなにものかすらない。

　完全な、無の空間。

　未生の可能性、と言ったジンジャーの言葉が甦よみがえった。そこには虚無と虚空だけがあって、未生の可能性だけが影のように行き交っている。

　すでに生じて在るものに、未生の影は映らない。属しているところが違うのだ。必死に耳をすましたが、ことりとの音も聞こえない。自分のたてる呼吸音や衣きぬ擦ずれすら、この果てしない薄明かりの無に呑のまれて、耳に届く前に消滅してしまう。

　ふたたび、おうい！　と叫んでみた。二度、三度。

　だがやはり、応こたえはない。

〈母たち〉はどこにいるのだ？　ここは、彼女らの領域なのか？　僕は、うまくその秘められた場所に立っているのか？

　心臓に、ゆっくりとつめたい指が差しこまれるような気がした。不安、と呼ぶにはもっと致命的なもの、地上ではあれだけはっきりしていると思えたのに、ここではひどく不安定に感じられる自分自身、そのものへの疑い。

（――僕は――）

　――僕は、本当に、ここにいるのか？

　ぎゅっと目をつぶり、また開けてみる。

　見えるものに少しの変化もない。どこまでも続く虚無、ただそれだけ。

　両のこぶしを強く握りしめる。手のひらに爪つめが食い込むほどに、強く。

　しかしそれもまたどこか遠く、誰だれか他人の身に起こっていることのようだった。

　ふいにたまらなくなって、駆けだした。

　駆けながらわけのわからないことをわめき、人の名前を呼び、自分の立てる足音や息づかいの、かけらでも聞こえないものかと神経をとがらせる。

　しかし、何もない。

　しまいに息切れして立ち止まり、身体を折って膝ひざに手をつき、荒い呼吸をくり返す。

　だが、それすら耳に届かない。気管を空気が出入りしていると信じられない。心臓が動どう悸きをうっているのを感じるが、それもまたしだいに疑わしくなってくる。

　誰もいない。

　なにも、ない。

　自分の存在すら、信じられない。



（お前を迎えるのは完全な孤独と寂しさだけだ――）

（それに呑のみこまれてしまえば、お前も未生の可能性の一つになって、あの昏くらい場所を揺らめきまわる影の群れに加わるはめになる）

（影の群れに）

（影）



　誰だれかが警告していた――誰だったろう？　あれは？

　まばたき。一瞬視界を暗くら闇やみがおおい、また虚無があふれる。

　それだけの変化に驚き、自分にまだまぶたというものがあったこと、そもそも、自分自身がまだ存在していたことに、驚く。

　身体からだを撫なで上げ、感触を探ろうとするが、もはやそれも遠いものでしかない。触感は確かにあるのだが、感じるそばからあらゆる感覚はあたりを充みたす虚無に呑みこまれて、たよりなく逃げ去っていってしまう。

　暗くもないし、明るくもない。寒くもないし、暖かくもない。濡ぬれてもいないが、乾いてもいない。なにも見えず、聞こえない。

　うすぼんやりとした無感覚が、じわじわと染みこみはじめていた。遠いどこかで、誰かが恐怖に震えあがっているような気がしたが、それもまたすぐ、他ひ人と事ごととしてどこか無の奥へと流れ去ってしまった。

　完全な孤独。

　完全な、無。

　その意味するところは、あらゆる存在を排することだ。人は、真の意味では孤独にはなりえない。どんなに孤独であると感じても、つねにその底には誰かとの繋つながり、誰かとの交流がある。すべての他人との交わりを断ったとしても、孤独の中でさえ、いな、孤独の中でこそ、人は、自分自身と対話することができる。

　だが真の孤独においては、その自分自身の存在さえ吹き消される。嵐あらしの前の蝋ろう燭そくのように。孤独とは無、究極の寂しさとは、自分自身の存在さえ忘れ、つながるすべてから切り離されて、しかもそれすら認知できなくなることだ。

　影。

　指先が徐々に灰色に透きとおっていくのを、無感動に見つめる。すでに恐怖すらどこかへ逃げ去ってしまっている――恐怖とは自己保存の本能にもとづく感情だ。その保存すべき自己がなければ、恐怖もまた存在し得ない。

　灰色の輪郭だけをかろうじて残しながら、少しずつ指から腕へ、肩へ、胸へと影が拡ひろがっていく。確かな肉体感覚がほどけて、風とともに通りすぎていく。思考が拡散し、完かん璧ぺきな無の中へとばらばらに散っていく。何かしなければならないことがあるような気がかすかにしたが、もはや何であるかも思い出せない――。



　まばゆい赤い光がさっと差した。

　灼やけた針に貫かれたように、遼りよう太た郎ろうの全神経はめざめた。それと同時にどっと冷たい汗が流れ、全身を濡ぬらした。

　僕は――僕はいったい何をしていた？　どうなろうとするところだった？

　倍にもなって戻ってきた恐怖に歯をかたかた鳴らしながら、両手を裏返し、身体からだのあちこちをこすって確かめる。しっかりとした感触が返ってきた。少しざらついたシャツの布地、焼けつく魔物の体液のあと、いくつかできた傷の痛み、べたつく血、早鐘を打つ心臓。両手を目の前にかざしてみる。指を動かし、手のひらを返して、そこに手があることを何度も何度も確かめた。

　それがなんの形もなく、空虚に溶け失うせていこうとするのを無感動に眺めていた事実にぞっとした。あれが孤独、あれが虚無――自分自身すら存在し得ない、究極の寂しさ。寂しささえも、最後はばらばらになって消えてしまう、真の〈独り〉。

　ジンジャーの警告をあらためてはっきり思い出し、今にも自分が、その通りのことになりそうだったのをはっきり知ってぞっとした。ぞっとした、では追いつかない。骨の髄ずいが氷のかたまりに変わったようだった。身体の震えがとまらない。

　懐から真紅の光が、薔ば薇らの花のように咲き出していた。そのまたたきが、きびしく、しかししっかりと、虚無に散りかけていた遼太郎の意識を引きもどし、ふたたびひとつにつなぎ合わせたのだ。

　そっと懐に手を差し入れ、遼太郎は光を放つものを取りだした。

〈聖なる血〉をたたえた小瓶。

　ほのかな光を放っていたそれはなによりも明るい太陽のように輝き、この絶対の虚無の中にも失せない、暖かい光を周囲にひろげた。

　わずかに残っていた頭の霧が晴れていった。何をすべきか、どこへ向かうべきか、自分を待っている人々、助けてくれた人々、助けるべき人々の姿が、次々と頭を走りぬけた。

「〈母たち〉よ」

　両手で小瓶を高くかかげ、遼太郎は呟つぶやいた。意識は完全に澄み渡り、頭の先から足の先まで、神経がバイオリンの弦のように張りつめ、震えている。

「〈母たち〉、〈母たち〉よ――口にされない名を持つあなたがたに、願いがあってここに来ました。僕の守りたい人たちを、守らせてください。僕のなすべき事をなすために、行くべき道を開いてください。〈在〉の世界の理ことわりを侵し、僕の大切な人たちを傷つけようとする者がいます。僕はそれをやめさせたい。

　ここに足を踏みいれたこと、虚無にのまれそうになったこと――もし僕が、あなた方の目に適かなわなかったとしても、あの、天空の紅あかい月だけは、放ほうっておくことはできません。〈母たち〉よ。僕の言葉をきいてください」

　小瓶の光はますます強くなり、直視できないほどに明るくなった。遼太郎は眼めを細め、あれほど何もないと見えていた空間に、何か動くものを認めた。影。ひっきりなしに形を変え、消えたり、また現れたりしながら、無の中を、よろめきまわっているいくつもの影。未生の可能性たち。

　足がふっと地面から――そう呼べるものがここにあったとして――離れるのを感じた。

　少しずつ、そしてしだいに急速に、上へ上へと昇っていく。手にした小瓶、二千年前、人々のために身を捧ささげたひとりの男の血をおさめた遺品ごと、見えない力に、天上へと押しあげられていく。

　眼下にゆらめき、ひしめきあうおびただしい影の群れが見えた。あれだけ何もないように見えた虚無の中は、新たな可能性と、いまだ生まれぬ存在たちで満ちていた。あれらの中にいつか自分もいたのだ、そう深い確信が身のうちにしみわたった。すべてのものはここから出て、また、ここへ還かえる。それこそが〈母たち〉の領域であり、この不可侵の場所が担う役割なのだ。

　ずっと遠く、あるいはすぐそこに、灰色の着物を頭からかぶった数人の女たちが、車座になって座っているのが見えた。

　座の中心には巨大な香炉があり、うっすらと、白い煙を立ちのぼらせていた。女たちの座は行きかう影たちの中でなお超然として高い場所にあり、身じろぎもせず、みな、衣の深い襞ひだのなかに顔を隠していたが、そのうちのひとりがつと頭を上げ、顔から影のヴェールを払って、こちらを見あげた。

　遼りよう太た郎ろうは口を開けた。その女の名を叫ぼうとしたのだった。

　だが、その前に、女の顔は別の顔へと移りかわり、知った顔から知らない顔へ、また知った顔へ、あらゆる女の顔の形に、流れるように移りかわった。

　それでいて、それは唯一絶対の顔であり、じっと動かず、変わらずにそこにとどまっていた。それは〈母たち〉の顔であり、遼太郎は、たしかにそれを目にしたのだった。

　未生の影と、名を呼ばれぬ女神たちの世界は遠ざかり、消えた。遼太郎は上に目を向け、ぐんぐんと押しあげられていく感覚に身をまかせた。

　この先に、敵がいる。倒すべき、最後の敵が。

　武者震いが走りぬけるのに身をまかせ、遼太郎は腰のうしろに結びつけたものを確かめた。クリスティーナの細剣。柄つか頭がしらの宝石が、小瓶の放つ光に呼応するように、ゆっくりとまたたいている。



    

  
    
      


　第三幕　 〈神〉の眠る天空





過ぎ去った、とは馬ば鹿かな言葉だ。　　　　　　　　　　

どうして過ぎ去ったのだ。　　　　　　　　　　　　　

過ぎ去るのと、きれいに無いのとは、全く同じことだ。

永遠の創造とは、一体なんの意味だ。　　　　　　　　

創造したものを、無に突き落すなんて。　　　　　　　

過ぎ去った、ということに、なんの意味があろう。　　

それなら初めから無かったのと同じではないか。　　　

それなのに、何かあるかのようにぐるぐる回っている。

おれはむしろ永遠の虚無のほうが好きだな。　　　　　



――メフィストフェレス



『おやおや！』

　煮えたぎる釜かまの中のような小世界のうちに、その声はほとんど質量を持つものとして遼りよう太た郎ろうに覆いかぶさってきた。

『どうやってここまで来たのだね、坊や？　いや、そんなことはいい、そんなことはいい！　君は新たな〈神〉の誕生を見届けに来たのだ、そうだろう？　それ以外に何ができる？　ええ、言ってみたまえ、〈産霊者〉くん？』

「できるさ。いろいろなことが」

　遼太郎はしっかりと両足を踏まえ、腰にさしたクリスティーナの細剣を引き抜いた。刀身にこびりついた血が黒く固まっている。

　足もとは宙に浮いているようだったが、〈母たち〉の領域の絶対的虚無の地を踏んだ遼太郎にとっては、固い地面も同じことだった。

『ほう、たとえば？』

「たとえば――あなたを、殺すこと」

〈神〉を僭せん称しようする者はけたたましく笑った。のけぞると、ほとんど色のない、ガラスを紡いだような透明な髪が輝きながら頭の後ろに光輪を作った。

　顔も肌も純白で、妙につるりとし、年齢も感じられなければ性別の見分けもつかない。身体からだを丸めて手足を折りたたんでいたが、完全に身をのばせば、見あげるような偉大さがすべてを圧倒するだろう。見おろす顔は遼太郎のはるか頭上に、赤い天空に浮かぶ巨大な月のように――地上から眺めたこの紅あかい月の戯画のようにかかり、あざけるような笑みを浮かべてこちらを見おろしている。

　手足はたくましく、肩は広く、厚い胸は若々しい青年のものだったが、ほっそりと優美な腰と、白鳥を思わせる繊細な首から顎あごへの線はみずみずしい乙女のそれだ。肌は雪花石膏アラバスターの白、透きとおるような白さとなめらかさを兼ねそなえ、内部から来る霊力にうっすらと白い光のもやに包まれている。

　美しい、のひとことでは言い切れないほどのすばらしさだった。どれほど言葉をならべても、美しい、以上の意味を伝えることはできないだろう。あらゆる造形はまさに〈神〉の名にふさわしく、計ったような黄金比率によって組み立てられている。

　だが、それはどこか人工的で、違和感と嫌悪、そして強烈な威圧感を、同時に引きおこすものだった。

　あまりに完かん璧ぺきなものは、人間を拒絶する。それはすなわち〈神〉、完全たり完璧なる存在〈神〉が、もとより人間とは相あい容いれない者であることを、自ら証あかしだてている。

　人とは不完全なものであり、不完全であるからこそ、完全を求める。

　だが不完全であることこそが人間を作り、完全を求め、さらなる高みへ昇らせる原動力であるとすれば、すでにして完全であり、完璧であると自負するものが人の頭上にのしかかったとき、そのものは、人間にどう接するのか？　どう扱うのか？

　人間を愛し、また愛され、――人間の愚かさや無知に共感し、慈愛の手をさしのべることができるのか？

　自然に口の中が乾いてきた。遼りよう太た郎ろうは勝手に自分の足があとずさろうとするのを、意識してとどめなければならなかった。〈神〉、いつわりの、人工の〈神〉とはいえ、その秘めた力は想像をはるかに超えており、しかも、いまだに増大しつつあるのだった。

『殺す？　私を？』

　愉たのしげにくり返し、ふたたび〈神〉はのけぞって笑った。

『それはまた大層なことだ、坊や。いったい誰だれに、どんな根拠があってそんなことを吹きこまれてきたのか知らないが――まあどうせあの老いぼれのユダヤ人だろう、見当はついている――お悔やみを申しあげるよ。いや、祝いかな。そうだな、せっかく来てくれたのだから、君には特別に、新たな〈神〉の誕生と、新しい世界の創造を観覧する権利を与えてあげよう。これまでの馬ば鹿かげた、汚い、古い世界はきれいに消え去り、新しい世界が、この私の手によって造り出される。そう、君の力もまだ使えるかもしれないな、〈産霊者〉くん。力を編んで無から霊を引き出す君の力は有用だ。いったんきれいに掃除した場所に、新しい種をまくには、私ひとりでは少しばかり忙しくなりすぎる』

　気持ちよさそうに喋しやべりつづける白い人工の〈神〉の器の声を聞き流しながら、遼太郎はじっと剣をかまえ、緋色に充みたされた小世界いっぱいになっている〈神〉の肉体のあちこちに目を走らせていた。

　クリスティーナの肉体はまだかすかに命をつないでいる。ということは、彼女の本来の肉体、テオフィル＝フィリップの肉体も、まだここにあって生命を保っているはずだ。

　つまり、〈魔術師シモン〉は、まだ完全には〈神〉の器への移行を完了していない。

　完了しているなら、傷ついた古い肉体などさっさと捨て、殻を破って羽化していなければおかしい。それをせずに、こんなところで遼りよう太た郎ろう相手に無駄口を叩たたいているということは、まだ羽化の準備がととのっておらず、絆きずなのつながった古い肉体がまだ、この小宇宙のどこかにあるということだ。

『どうかな、君も新しい神の一柱になるかな、坊や』

　親しげに、〈神〉のなかの誘惑者は甘い声をかけてきた。

『まあ、あくまで私の従属神というか、そう、御使いの第一位、ということになるのかね。熾天使セラフイムの第一席として、私の右に座ってもらうことにしよう、どうだね？　もっともあの、天から燃えながら落ちた明けの明星ルシフエールのように、私に叛はん旗きを翻ひるがえしてもらっちゃ困るがね』

「そんなことはしない。もともとお前の側なんかにつく気はないからな」

『それは残念だね。だが、こう言えば気が変わらないかね？　君はこれまでさんざん抑圧されてきた――見下され、馬ば鹿かにされ、誰だれにも彼にも利用されたあげく、不運にもたった一人、無謀な任務を果たすべくこんなところまで送りこまれている――』

〈神〉は眼めを細めた。その眼はまさに業火の髄ずい。

　遼太郎は視線をそらそうとしたが、できなかった。目だけではない――この小宇宙全体が、偽物の〈神〉の肉体なのだ。腹の中に呑のみこまれた状態で、四方から押し寄せてくる影響力を押し返すには、魔力と呼べるような自衛の力を持たない遼太郎の力はか細すぎる。勝手に指がゆるみ、剣を取り落とそうとするのを、ひたすら耐えた。

『腹が立たないかね？　君をそんな風なところへうまうまと追いこんだ奴やつらに』

　なめらかな口調で、魔術師は甘い声を出した。

『私の言うことをきいて、新しく世界を造り直す手伝いをしてくれれば――君にも、自分の好きに作れる世界を一つ、与えると約束しよう。もう一度、なんでも好きに作ればいいさ、君が大事だと思っている相手――いずれ、どうでもよくなると思うが、まあそれくらい私は気にしないよ――、を、気に入るように好きに造り直せばいい。君は〈産霊者〉だ。それくらいのことは朝飯前だと保証するよ。私の許しがあればだがね』

「僕をここへ追いこんだ最大の犯人のくせに」

　遼太郎は唸うなった。魔術師は白い喉のどをおかしげに鳴らしたが、無視してつづけた。

『〈聖杯〉の娘も、君の友人のお嬢さん方も、お坊ちゃんもその他ほかのけたたましい有象無象もぜんぶ造り直して、なんなら君自身もぜんぶ忘れて、元通り暮らしていけばいい。何も変わりゃしない、そうだろう？　君は何事もない平和な日常を取りもどし、その気になれば、何も気づかないまま、安楽に一生を終えることができる。そんなこと、何が楽しいのか想像もつかないがね。それより偉大で重要なことはたくさんあるのに』

「黙れ、この馬鹿」

　頭がぐらぐらする。〈神〉の凝視は、確実に遼太郎の人間の頭脳を侵食しつつあった。考えをうまくまとめることができない。反論すべきことは次から次へと昇ってくるのに、きちんとした形になる前に、蜜みつのように甘い〈神〉の殻をまとった魔術師の声にからめとられて、そっと握りつぶされてしまう。

『こういうことは単なる認識の問題なんだ』

　だだっ子に言いきかせるように、〈神〉は頭を傾けた。巨大で純白で、身震いのするほど完かん璧ぺきな顔が、頭上にぐっと近づいてくる。

『君が気づかなければ、前と何も変わりはない。君ひとりが忘れてしまえばいいんだ。何を気にする必要がある？　どうせいつかは、みんな無に還かえっていくだけじゃないか』

　――無。

「違う」

　ようやく力を奮い起こして遼りよう太た郎ろうは首を振った。

「違う。違う……違う」

『おや。何が違うというのだね。言ってごらん、聞いてあげる』

　大きな力の波が身体からだを押し包み、その場に倒れそうになった。全身の力で両足をふんばってこらえる。

「無は……無は、本当は無なんかじゃない」

　舌がもつれる。遼太郎は必死に、くり返し押し寄せる力の影響を振り払おうとした。

「少なくとも、あんたみたいな馬ば鹿かが知るような無は、この世にはない。そんなものはどこにもない。無は……無は、すべてが生まれてくる、秘密の源にだけある。

　そこには無と同時に有もあふれていて、僕たちはみんなそこから来て、そこへ還る。無へ還るのは、消えることとは違う。僕は知っている。あんたの言うのは、ただの……くだらない……何も知らない……馬鹿の、たわごとだ」

　一瞬、〈神〉の双そう眸ぼうが火を噴くように見え、それから熾おき火びのように昏くらくなった。

『――この期に及んで、〈神〉を馬鹿呼ばわりするとは』

　呟つぶやいた魔術師の声は平坦だった。

『君にはほとほと呆あきれかえる。まったく、筋金入りの馬鹿者とは君のことだ、お言葉はそっくりお返しするよ……ああ、そうか。〈母たち〉の領域を通りぬけてきたのか。あのこけおどかしの、いけ好かない、骨と皮の婆ばあさんばかりが住んでいる場所』

　いまいましげに〈神〉は舌打ちした。

『ああいうものを、まずまっ先に始末しなければならないな。もったいぶった年寄りどもほど、自分たちのことをわざわざ秘密めかして、偉いように見せたがるものだ。人間の身であの領域を通りぬけたことは褒めてあげよう、坊や、だがね、あの婆ばばあどもなど怖れるに足りないことを、君はじきに知ることになる。私の作る新世界では、生も死も、存在も非存在も、すべて私の意志のもとで決定される。あのような老いぼれは、いちばん初めに無用になると断言するよ。私が創造すると決めたものは生まれ、破壊すると決めたものは永遠の虚無に消える。話はとても簡単だ。天国などという虚きよ妄もう、救世主の再臨などというたわごとが、どれだけの害悪を垂れ流してきたか、君も見ただろう』

「ああ」

　短く遼りよう太た郎ろうは答えた。ある善意の男が説いた愛が、どれだけ枉まげられて解釈され、さまざまな悲劇を招いたか。〈聖杯〉の娘たちの幾重にも重ねられた悲劇、その末にたどり着いた〈キリストの娘Christiena〉とひとりの青年の恋、そして――。

『それならどちらがいいか、少し頭を働かせればわかるはずだ。人間がそんなにすばらしいものだと、君は今でも信じているのかね？　君の懐にある、その瓶の中身――』

　遼太郎ははっとして胸を押さえた。〈神〉は高々と澄んだ笑いを響かせた。

『――その瓶の中身を流した男は、自分の説いたたわごとがどのように弟子どもに利用されるか、考えたことがなかったとでも言うのかね？　考えもせずに、おめおめと罪人の名を被かぶせられ、唯い々い諾だく々だくと十字架の死を選んだと？　だとしたらとんだ馬ば鹿かだ、あの男こそ、古今東西すべての馬鹿者を、集めたとしても足りない大馬鹿だ、愚の骨頂だ！』

　遼太郎は黙っていた。圧倒されたと感じたのか、〈神〉の殻をまとった魔術師は、ととのった顔に異常に人間めいた皺しわをよせ、完かん璧ぺきな造形に醜い不協和音を加えた。

『そのくだらぬ馬鹿の教えによって歪ゆがめられた、馬鹿どもだらけの世界を正してやろうというんだ――どこがいけない？　何か間違っているか？

　もともと私がやるべきだった仕事に邪魔が入った、ただそれだけのことだ。まったくそれだけのために二千年を無駄に費やし、しじゅう馬鹿者どもからあざけられ、闇やみの底に突き落とされて、さんざん踏みにじられてきた。この私、本当なら誰だれよりも崇あがめられてしかるべきだったこの私が、どれだけの屈辱を舐なめてきたか、誰も知りはしないだろう。しかしもうすぐ、世界は知ることになる。ああ、そうとも、知ることになる！』

　けたたましく〈神〉は哄こう笑しようした。輝く髪の下で、黄金比率のもとに造形された顔を歪めて響く笑いは、ひどく耳障りだった。

『私が正しい姿に世界を導くのだ――今度こそ――愛やら慈悲やら、救いやら死後の生やら――そんなお題目は、みんな讃たたえるべきわが虚無に消え失うせるがいい！　絶対の支配者、完全な無む謬びゆうと、欠けるところなき力のもとでこそ、愚かな羊どもは安心して暮らすことができる！　これまで連中がやってきたことを見ろ！　どいつもこいつも阿あ呆ほうばかりで――考えの筋道さえ立っていない――何が正しいのかさえ、この数千年間気づきもしなかった！　誰かが気づかせてやる、そうとも、教えてやる必要があるのだ、何がどうあるべきか、自分たちがどう行動すべきか――わからぬ奴やつなど、この私の完璧な世界には必要ない！　そうとも、無！　無だ！　完全な虚無、それこそが、愚かな世界にもっともふさわしい、完全なる居場所なのだ！』

「わかったよ」

　遼太郎は言った。〈神〉ははっとして、少年がそこにいたことをようやく思い出したように、身をよじって下を見おろした。

『そう――そうとも。ようやくわかってくれたかね？　ああ、君は本当はかしこい坊やだと私はわかっていたよ、〈産霊者〉の少年。君は――』

「あんたは」

　遼りよう太た郎ろうは静かに言いきった。

「やっぱり、最高の、特別の、二千年ものなんて言葉じゃとても足りない――大馬ば鹿かだ」

〈神〉の白い顔が、信じられないというように固まった。遼太郎は先ほどから懐に入れていた手をさっとつきだし、握りしめたものを高くかかげた。

　古びた小瓶は、収められた貴重な生命の霊液イコルによって、小さな太陽のように輝いた。〈神〉はおそろしい声をあげ、怒りの身ぶりとともに身をよじって手をあげた。

『よせ！　そんなものを、私の前に持ちだすな！』

　かかげた手のかげに顔を隠して、悲鳴のような声を〈神〉はあげた。

『愚か者の血！　愚かな人間どものために、屠と所しよの羊のようにおとなしく引かれていったあの愚者！　そんなものでこの私の目を汚すな、〈産霊者〉！　そんなくだらぬものは、この私にとっては塵ちりのようなものだ――』

「それならどうして、顔を隠すんだ？」

　瓶をかかげながら、一歩踏み出す。まるで怯おびえてでもいるように、〈神〉は巨大な身体からだを小さく丸めた。

『よせ！　近寄るな！』

「本当に全能なら、本当に正しくて、強くて、絶対であるなら」

　なおも一歩近づく。

「こんなもの、怖れる必要はないはずだ、そうだろう？　その肉体だって、この血――血の末まつ裔えいから奪った一滴の血からできているなら――塵だなんてとても呼べないはずだ」

　手のひらが温かい。〈聖なる血〉の輝きは、四方から押し寄せてくる人工の〈神〉の影響力を押し返し、頭の霧を吹き払ってくれていた。

「その肉体は、クリスティーナたち、〈キリストの娘たち〉が長い長い苦しみの歴史とともに受け継いできた血の記憶をどこかに受け継いでいる。言ってみればそこに宿ったあんたも、今は、〈キリストの子ら〉のひとりなんだ、そうじゃないか？　なのに、なぜそんなに怖れる？　こっちを見ることすらできずに、顔を隠したりするんだ？」

『その名を口にするな！』

　ひび割れた声で〈神〉は叫んだ。

『〈救世主キリスト〉、贖あがないの主――それは私が受けるべき名だ、私が受け、讃たたえられるべきだった名だ！　その名を奪い、私を闇やみに蹴け落おとした男の血など、誰だれが見たいものか！　そいつをどけろ――どけろというのに、このくそ餓が鬼きめが！』

　巨大な手が蛇のように空間をつらぬいて伸びてきた。遼太郎は瓶を盾のようにかかげたまま、クリスティーナの剣を引き抜き、大理石のような手のひらの真ん中をまっすぐに突き通した。粘土を刺したような、ぐにゃりとした手ごたえがあった。

『痛い！』苦痛と憤怒と驚きよう愕がくの入りまじった声をあげ、〈神〉は腕を引きもどした。戸に指をはさんだ子供のように、刺された手を抱えこんで丸くなる。真紅の瞳ひとみが、地獄もこれほどではなかろうというほどの瞋しん恚いのほむらを燃やして、遼りよう太た郎ろうを見た。

『その剣――そうか、〈聖杯〉が持っていたあの剣――痛い――痛いぞ――おのれ、このような真ま似ねをして、どうなるかわかっているのか、小僧――』

「わかっているさ」

　剣と光を放つ小瓶を両手にかざして、遼太郎はさらに一歩進んだ。

「僕は、おまえを倒す。ただ、それだけのことだ」

　高々と頭を上げて、〈神〉は咆ほう哮こうした。

　はじめに感じられた威厳や権威、理性や沈着さはすべて剥はがれおちて、今残っているのは純粋な憤怒、獣じみた生存本能と、苦痛と死に対する恐怖だけだった。

　輝く髪が稲いな妻ずまのように乱れ飛び、怒りに歪ゆがんだ顔に散りかかる。咆哮をあげながら、〈神〉の殻をまとった魔術師は遼太郎に掴つかみかかった。とたん、輝く〈聖なる血〉の光こう芒ぼうをまともに受け、泣き声をあげて身をよじる。

　闇やみ雲くもに振りおろされる手や足をすばやく避けながら、遼太郎は剣をふるった。一度、この魔術師が宿っていた肉体の血にひたった剣が、この人工の肉体にも有効であることは、先ほどの一撃でわかった。致命的な効果までは期待できないようだが、痛みを感じさせることは確実にできる。

『あああ！　痛い！　痛い！　痛い！』

　斬きりつけられるたび、魔術師はにせものの肉体の巨大な喉のどから高い泣き声をあげた。信じられぬ、という響きがあった。完全なるもの、〈神〉である自分が、他者によって一方的に苦痛を感じさせられることがあるなど、予想もしていなかったのだろう。

　この狭い小宇宙のほとんどを占める巨大な肉体では、小さくて敏速に動く遼太郎をとらえることは難しい。遼太郎もまた、習い覚えた体術と、生まれつき備わったカンを総動員して、あやういところを何度も逃れた。びりびりと振動する空間に、傷つけられた腕や足がなすすべもなく振りまわされる。

『あああ……、くそっ！　くそっ！　畜生！』

　飛びまわる遼太郎と、瓶の放つ明るい生命の輝きに目をくらまされながら、〈神〉になろうとした男はすすり泣いた。

『何がいけない？　何が間違っているというのだ？　私はただ、当然の権利を主張しているだけだ！　不当に取りあげられたものを取り返そうとしているだけだ！　あの愚かな男が世界にまき散らした害悪をきれいに掃除して、新しい世界に造り直そうとしているだけなのに、そのどこが悪い？　どこがいけない？　私が導いてやらなければ、愚かな人間どもはますます愚かになり、愚行をくり返していずれは自分で滅びていく！　私はそれを留とどめようと思っているだけなのだ、私が導いて――』

「あんたなんかに導いてもらわなくても、僕たちはそこそこ生きてきたよ」

　遼太郎はさっと振り向き、背後からからめ取ろうとしてきた指に斬りつけて飛びのいた。新たな泣き声がまた上がる。

「間違いなら、たくさんあった。愚かだったことも、否定しない。でも、いいことだってたくさんあった。愚かであっても、僕たちは学べる。失敗や間違いからだって、学ぶことができる。あんたが下げ渡してくれる正義なんて、いらない。僕たちは僕たちでやっていく。生命は、あんたみたいな〈神〉なんて、必要としていない」

『小僧！』

　傷ついた〈神〉は吠ほえ、息切れして立ち止まった遼りよう太た郎ろうの上に、まともに腕を振りおろしてきた。

　あやうく首をすくめ、転がってかわした遼太郎だったが、転がったはずみに瓶が手から離れ、宙に飛んだ。

「しまった！」と呟つぶやく間もなく、瓶は、遼太郎の髪をかすめて空を切った〈神〉の指に触れ、軽い破裂音とともに、砕け散った。

　暖かな光がさっと拡ひろがった。

　それまでにない苦痛の悲鳴が轟とどろき、わんわんとあたりに反響した。

　割れた瓶から流れ出た生命の霊液は、落ちることなくそのまま光る雲と化して、〈神〉の肉体にまつわりついた。泣き叫びながら〈神〉は払い落とそうとしたが、光の雲はなだめるように、温めるように、作り物の白い体に寄りついて、離れようとはしなかった。

『やめろ……やめろ……やめろ！』

　苦しみもがきながら〈神〉は叫んだ。

『愚か者……偽善者……大工の息子めが！　貴様のごとき下げ賤せんな人間に、なぜ！　離れろ、離れろというのに！　愛……赦ゆるし……ええい、たわごとだ、貴様の言葉などすべてたわごとだ！　貴様の死のあと、大層な弟子どもがどんな愚行を犯したか見るがいい！　ペテロは三度貴様を否定した……お大事な師を三度に渡り、知らぬと嘘うそをついた……信頼など、絆きずななど、しょせんその程度のものなのだ……あっちへ行け！　ああっ！』

〈神〉の輝く肉体は、少しずつ縮みはじめていた。愛あい撫ぶするようにまつわりつく真の生命そのものの精せい髄ずいが、このいつわりの生命、いわば〈負〉の生命に対して、結晶作用を逆転させる触媒のような働きをしているのだった。生ならぬ生を生きる吸血鬼ヴアンパイアに対してこの血が最強の毒となったように、また造られた生命たち、あのフェリーチェや名もなき怪物にとって、真の生命となり、同時に、死をももたらしたように。

　転がって起きた姿勢のまま片かた膝ひざをつき、遼太郎はあがった息を必死に整えていた。

　もはや〈神〉は遼太郎のことなど気にしている余裕もなく、崩壊していくおのが身体からだをかきむしり、わけのわからない言葉を叫びながらのたうち回っている。

　額ひたいにべっとり貼はりついた髪をかきあげ、まだだ、と遼太郎は呟いた。

　まだだ。まだ、クリスティーナの――テオフィルの本当の身体、まだこの小世界のどこかでほそぼそと命をつないでいるはずの肉体を、見つけていない。

　魔術師が殻を破り、〈神〉としてこの世に降臨する瞬間に、以前の肉体との接続が切れるのであれば、まだこの小宇宙に閉じこもっている以上、テオフィルの身体とのつながりは切れておらず、その生命もまた、消えてはいない。

　――その、はずだ。

　それ以外の可能性は頭から払いのける。大切な人々を守るために、僕はここまでたどりついた。クリスティーナ、レギーネ、美み弥や子こさん、和かず音ね、シャルロット、アレックス、シシィ、伯爵夫人、サー・マクスウェルにリース警部――

　雲母きららのようなものが、〈神〉の肉体から拡散して宙にとけていく。端から淡く透きとおり、きらめきながら崩壊していく自分の身体からだに、魔術師は身も世もない悲鳴をあげ、散らばる破片をかき寄せるように両手を動かした。だが、その手すら、みるみる数知れぬ破片に変わって空中へと剥はがれ落ちる。

　暖かな光の雲と、分解された人工の肉体が混じりあう空間で、遼りよう太た郎ろうは目を凝らした。そして見た。崩れゆく〈神〉の巨体の後ろにぼんやりと、死にかけた魚のように横たわっている、青ざめた銀髪の青年の姿を。

　大理石を思わせる白い肉は、傷ついた曇りガラスのようにつやを失っていた。〈神〉は光を失った髪――それすら端からぼろぼろと粉になって散り始めていたが――をふりたてて咆ほう哮こうし、頭をかかえるようにして、前にのめった。真紅の小宇宙に、一瞬、銀色の線が走った――光の線は猫に追われる鼠ねずみのように、まっしぐらに銀髪の青年の身体をめざし、その胸の真ん中にとびこんだ。

　同時に、〈神〉の巨体は、軽い破裂音とともにはじけて四方に飛びちった。あの威容が嘘うそのような、一瞬の消滅だった。

　銀髪の青年の身体がぴくりと動く。紫色の唇が震え、手足が、何か掴つかまるものを捜すかのように、空をさぐって動き出す――

「させない！」

　遼太郎は走った。剣の宝石があかあかと輝く。青年の身体から、さらに外へ、外界のどこかへと伸びる、細い銀色の糸が見える。崩壊する人工物ホムンクルスの身体を捨て、死にかけたもとの肉体に戻っても、心臓を貫かれた肉体がそう長く保もつわけはない。いったん古い肉体へ退却した魔術師は、以前の古い絆きずなをたどって、ふたたび、治療されたクリスティーナの肉体を乗っ取るつもりだ。

　言葉にならない叫び声をあげて、遼太郎は剣を打ちおろした。かすかにまたたいていた銀色の線が、刃やいばに触れてあっけなく四散する。

　打ちすえられた幼児のように、魔術師はかぼそいすすり泣きの声をたてた。もう逃げられない。肉体は彼の牢ろう獄ごくと化した。もはや起きあがる気力もなく、手足をばらばらに動かしながら、必死に生命にしがみつこうともがきまわる。

　いまや混乱と恐怖のかたまりにすぎなくなった無力な肉体と、その裡うちに閉じこめられたあわれな精神に対する憐れん憫びんが、ちらりと頭をよぎった。だがそれも、両腕にこめた力をいささかも緩めるものではなかった。遼太郎は長くつづく叫びをとめどなくほとばしらせながら、頭上にかまえた血のついた細剣を、一度は同じ剣によって刺しつらぬかれた心臓めがけて、まっすぐに振りおろした。





　かしゃん、とどこかで音がした。

　絶叫は長く、いつまでも終わりなく響くかに見え、くらんだ視界の中で、ぽっかりと開いた口だけが洞どう窟くつのように黒々と大きかった。轟ごう々ごうと流れ出てくる混乱と絶望と呪じゆ詛そにみちみちた吠ほえたける声に遼りよう太た郎ろうは振りまわされ、打ちのめされた。二千年、いな、それ以上の間積みかさねられ、煮つめられてきた怨恨と羨せん望ぼうと憎悪が、台風のように遼太郎の精神を打ちのめす。いくつかの情景が、早回しでめくられる本のページのように次々と目の前を通りすぎていく。

　ほとんど二千年もの間、自らのものでなかった力ある血を生まれつき得て生まれた男をうらやみ、その男が自分ならこうしたと考えるような行動をまったくせずに、強力な力を無駄口を叩たたくことのみについやすのに、ずっと歯ぎしりしてきた。

　市場に立ち、人々に語りかけ、もっともさげすまれる物もの乞ごいや病者にさえ手を差しのべる偽善ぶりに苛いら立だった。友人にとってはよき友、妻子にとってはよき父であり、笑いと優しさ、仲間たちと楽しみを愛し、すべての人々にその心を広げようとする無謀さと愚かな実直さを嘲ちよう笑しようした。

　だが人はそんな愚か者のもとに寄り集った！　実際に力を与えられるべき、この自分のもとにではなく。

　やがて官憲の罠わなにかけられ、十字架上で彼が苦痛に満ちた死を迎えることになったときには快かい哉さいを叫んだ。わざわざローマ兵の姿を借りて、その死と生命を無くした肉体を冒ぼう涜とくするために、足下で兵士たちと賭かけをすることすらした。ぼろの服と茨いばらの冠。残されたのはたったそれだけ。

　あれだけの力、そうしようと思えば、文字通り世界の王になる能力を持ち得たというのに、なんというざまか！　死体の頭の上にまがって打ちつけられた『ユダヤの王』という皮肉とあざけりの言葉がすべてを表している。

　荒野にあの男が独りいたとき、何度もさそいをかけてやったのだ。『ここから見える世界はすべておまえのものだ、もしも私に従うなら』と。

　だがあの男は、あの不思議なほど強烈に青い瞳ひとみでじっとこちらを見て、ものやわらかに、『立ち去れ、闇やみよ』と答えただけだった。

『去るのだ、闇よ。おまえは私の心の影に忍びこもうとしている。私が必要とするのはただ私の心と、魂のうちの王国であり、それによって、すでに私は満ちたりている』

　そして焦げつくような青い瞳の熱さに、震えあがって逃げ去った。あの男の力はそれと意識せずとも、両目から、指から、蒼あお白じろい顔から、光のように照り映え、生命あるものに力を、知力あるものに智ち慧えを、理性あるものに思考をさずけた。強力すぎる光に対抗できずに、急いで暗黒に逃げ隠れ、親指を噛かんで、自分ではなくあのような愚か者に与えられた、純粋な生命の霊液を、ふたたび呪のろった。

　だが、十字架刑によってあの男は死んだ！　今度こそ自分が正しい救世主の役を務める番だ。あのようなたわけた言葉、言葉、また言葉ばかりの空くう疎そなものではない、地上の楽園を自分が建設してやる、そして、自分こそが王になるのだ、今度こそ！

　だがその望みも、狡こう猾かつなシモン・ペテロとその手の者によって叩たたきつぶされた。あの男が集めていた有象無象の集団をいつの間にやらのっとり、指導者にのし上がっていたあのひどい俗物は、自分の権威を高めるために『光のペテロ』と『闇やみのペテロ』の対比をでっち上げ、自分こそが正しき教えと神の子の後継者であるとぶち上げたのだ。

　殺しておくべきだったのだ、本当は。だが事態はすでに手におえぬ段階へと進んでいた。ペテロを殺したところで、教主の死でいっそう結束を強めた宗教集団は、その後、三日後にあの男が復活したなどというたわごとのために、さらに強きよう靱じんさをました。

　なにが復活か、ただ女たちが、あの男の妻と娘を――ユダヤ人として、結婚せずに社会に受けいれられることなどありえない――迫害者の手から逃すために、一芝居打っただけにすぎないというのに、ペテロのずる賢さは際限もなく、それをもまた、あの男が行ったとされている奇跡の一つに繰り入れてしまった。

　死者の復活？　そんな子供の遊びなど、多少魔術というものを知ったものなら誰だれにでもできる、しかも、ただ墓から死体が消えたというだけではないか！

　だが信じたい人間は自ら信じたいものをしか見ない。知恵者のペテロが時期を逃さずおごそかに告げたごとく――だがこの男は、師に官憲の手が迫ったとき、巻き添えを怖れて三度までも『私は、そんな男は知らない！』と叫んだ卑ひき怯よう者、かつ偽証者だ――キリストは死後三日を経過してよみがえり、肉体を持って天なる父のもとへ還かえっていったのであり、残された自分たちは、主キリストの再臨の日まで、その聖なる言葉を地上に広める責務を負っていると、人々はいちずに信じたのだ。

　キリストの妻、救世主の娘、そういった、あの男もまた地上に生きた人間であったという厳然たる証拠は、あくまでキリストを超自然的な存在にし、霊的なものとして特別化したい教団にとって、もはや邪魔者以外の何者でもなかった。

　イエスが生きていたとき、男として、夫として妻を何よりも愛したことも、その血を引く娘が存在していることも、教団をのっとったペテロにとってはきわめて目障りだった。

　妻と娘がいれば、せっかく自分のもとに集めた信者たちは、筆頭とはいえ一介の弟子にすぎない自分より、師の愛していた妻と、実の娘のほうに走るかもしれない。実際にそう考え、ペテロがなんらかの手を打つより先に、男の妻とその娘は女たちと数人の弟子たちの手によって遠くアフリカの地に連れ出された。

　そのことを知ったペテロは文字通り歯ぎしりした。生かすにせよ殺すにせよ、救世主の妻と子は、なんとしても手に入れておきたい存在ではあったのだ。

　裏ではローマ人と結託し、ユダヤ教徒の重鎮たちともひそかなやり取りをくり返しつつ、シモン・ペテロ、『光のペテロ』は自らの権力を確立していった。

　それはけっして、彼の師、十字架の主が望んだようなものではなかった、むしろ、まったく逆の方向に向かうものであったが、人にあがめられ、付きしたがわれることに酔いしれるペテロにとっては、知ったことではなかった。もともと極端に女を見下していた彼にとって、師がこの自分よりも妻や子を愛し、『もっとも愛する弟子』と公然と呼んで、常に身近においていたことは、常に憤ふん懣まんの種だったのだ。

　陰からその様子をのぞき見し、嘲ちよう笑しようするとともに、その子供の体内に受け継がれたであろうあの男の血、この上ない力を秘めた生命の横おう溢いつを、彼は求めた。

　ペテロの追跡とローマ人の追跡をともに逃れるためか、妻子の逃亡先はアフリカの果てからぱったりと途絶え、なんらかの魔術の方法でヴェールがかけられたように見えなくなっていた。信者たちの中にも、それなりに古代の秘法に通じているものがいたのだ。

　どれほど捜したことか！　世界の端から端までをひっくりかえしてまわり、いくつもの次元の裏や表を這はいずり回った。肉体を乗り換え、顔を変え、姿も身分も名前もとっかえひっかえして、二千年近くをかけて〈聖なる血〉、いまや〈聖杯〉と呼ばれるようになった、イエスの血を引く聖なる娘を捜し求めた。自らの地上の楽園で、隣に座る聖なるソフィアの化身、王である自分に対する女王となる存在。

　自分こそが天地創造のおり、生まれずして生まれた火の息子、聖なる最初の霊アイオーンであり、そう、この自分と、天なる血を引く娘、〈聖杯〉、『叡智ソフイア』の結びつきによって、人間は新たな指導者を得るはずだ。そして、その子を操るのは？　もちろん父であるこのシモン・マグヌス、『闇やみのシモン』などとあざ笑われ、屈辱を舐なめさせられたこの自分であるはずなのだ！

　本来の権利を取りもどしてどこが悪い？　『光のシモン』と称していい気になっているシモン・ペテロでさえ、師の言葉をすべて自分の都合のいいようにねじ曲げ、邪魔な師の妻子を追放、あるいは、殺してのけようとすらした。なのに、その同じシモンの名を持ち、あの嘘うそつき男よりもはるかに正当で、強力な権利と力を有している自分が、なぜ、これだけ愚ぐ弄ろうされて、黙っていなければならないのだ？

　遼りよう太た郎ろうは声をあげ、もぐりこんでくる声の奔ほん流りゆうを追い出そうとした。だが、死にゆく魔術師の言葉はいくらでも、崩れゆく肉体から洪水のようにあふれ出てきた。真っ暗な口の奥から、痙けい攣れんする胴から、じたばたともがく手足の先から、毒虫の大群のように、悪あく罵ばと呪じゆ詛そ、怨えん嗟さと嫉しつ妬と、長年溜ために溜められた欲求不満のすべてがとぎれることなくたちのぼった。まるで怨嗟と嫉妬と呪のろいだけが、肉体を構成している要素ででもあるかのように。

　風が吹きすさんでいた。黒こげになり、焼死体同然の姿で、半死半生の魔術師の前に、禿とく頭とう巨きよ躯くの大魔導師のするどい目があった。

『では』とその唇が動いた。

『とどのつまり、おまえは何を求めているのだ、魔術師よ？』

『私が得るべきだったすべてのものだ！』

　ぼろぼろと皮膚の剥はく片へんをこぼしながら上半身をあげ、彼はわめいた。

『二千年前あやまってあの男に与えられ、そのあとあの嘘うそつきペテロめにかっさらわれたすべて！　その娘は私のもの、娘の血は、力は、私のものだ！　そのためにだけ、その力は存在するのだ、それでなくて、なぜそれほど強力な力が、地上の人間に与えられたのだ、しかもあんな愚かな男に？　違う、何かのまちがいだ、それは本来、私の体内に存在し、私の意のままに、なるべき力だったのだ！　過ちは正されねばならない、娘は私のものだ、力は私のもの、王冠は、権力は、私の、私の、私の――』

　繰り言は速度を上げ、狂ったようなきいきい声にまで高まり、最後には、私の、という唯一の語がはてしなくくり返されるばかりとなった。私の、私の、私の、私の私の私の私の私の。

　わたしの。

　遼りよう太た郎ろうは剣の柄に両手を添えたまま動かなかった。呪じゆ詛その黒雲と、生命そのものの光を抱いた輝く雲が混じりあってあたりを漂っていた。柄つか頭がしらの赤い宝石が、光る雲に囲まれて目もくらむほどの輝きを放っていた。

『真実わたしの、と呼べるものは、世界には存在しないのだよ、あわれなシモン』

　唇が動いて、自分のものではない言葉を告げるのをぼんやりと意識した。頭の先からつま先まで、相反する力が駆けめぐり、双方がもう片方を呑のみこもうと、あるいは宥なだめ鎮めようと、絡みあっている。呪縛から解放された地脈と人々の生命の流れが、目標を失っててんでの方向へと飛びかう。

『外の世界には、と言ったほうがいいだろうか。私はかつておまえに、私の必要とするものはわが心、私の魂のうちの王国、ただそれのみであり、それによって私はすでに充みたされていると告げた。本当は誰だれでもみな、魂のうちに自らの王国を持ち、その王冠と栄光によって輝いている。それに気づかず、自分以外の世界、自分以外の誰かに王冠と栄光を捧ささげられることを求めたとき、人はあやまちへの第一歩を踏み出すのだ。

　私は長いあいだそれについて語り、誰もがすでに地上の天国を身に宿していることを知らせようと願った。いまでも願いつづけ、そして、それは決して不可能ではないと信じている。人は過ちを犯すが、学ぶこともできる。やり直すこともできる。私の弟子たちはそれを理解できなかったのかもしれない。けれども、私は信じるし、信じることをやめるつもりもない。どのようなあやまちも、罪も、やり直すことはいつでもできる』

　魔術師は獣のように頭を振りたて、ねじ曲がった指をむなしく振りまわした。赤い宝石は輝き、穏やかな声が流れる。

『お前は十分に苦しんだ。〈母たち〉の虚無へ還かえるがいい、あわれな者よ、あの地では、罪も、苦悩も、怨えん嗟さも呪詛も、すべてが消え失うせる。未生の可能性となって、〈母たち〉のかしこき膝ひざ元もとでもう一度始めるがよい、まっさらな〈無アルパ〉となって――すなわち〈無アルパ〉は〈在オメガ〉であり、〈在オメガ〉は〈無アルパ〉なのだから。私は喚よびだされた一つの声のこだまにすぎないが、それでも、〈母たち〉のもとへと下る道連れとなろう、――〈魔術師シモンシモン・マグス〉――、かつて同じ時代を生きた、〈影のシモン〉と呼ばれし者よ』

　ぐ、と刃やいばがさらに肉の奥へと沈んだ。宝石がふたたび、目もくらむばかりに輝いたかと思うと、赤い光の波となって音もなく四散した。魔術師のかっとむき出された眼球に炎の最後のひとかけらが揺らめき、ふいに、だらりと全身が弛し緩かんした。

　荒い息をつきながら、遼りよう太た郎ろうは膝ひざをついた。宝石をなくした剣を杖つえに、身体からだを支える。刃の下で投げ出された手足が急速に朽ちてゆき、胸郭がべこりとへこんで内側へ崩れる。貫かれた心臓が肋ろつ骨こつの間からちらりと見えたが、それはしなびた林りん檎ごのように色を失い、乾いた泥のかたまりのように脆もろくなっていた。

　がさりと崩れた。支えを失って、前のめりに遼太郎は倒れた。剣はしっかり両手に握ったままだった――どうしても、指をもぎ放すことができなかった。

　身体から暖かな、この上なく生命と慈愛に満ちたなにものかが抜け出してゆくのを感じ、この最後の局面で、〈産霊者〉としての自分の力が〈彼〉を喚よび起こしたのを知った。そのものは崩れゆく肉体から、なんであれ、〈魔術師シモン〉と呼ばれた者をそっとすくい上げ、消え失うせた。倒れながら、遼太郎はそれが遠いどこかへと流れ去っていくのを感じ、すべてが終わったのを知った。

　終わった――すべて。

　目を閉じる。まぶたを上げているのさえ辛つらいほど、疲れ果てていた。ここちよい無感覚と忘却が、綿のような手でそっと遼太郎を包みこむ。あたりに乱れ飛ぶ地脈と生命の乱流も、すでに意識にはとどかなかった。剣を抱きしめるようにして横たわった少年の身体がぐらりと傾く。真紅の小宇宙のあちこちで光がはじけた。紅あかい月は裡うちにとどめた主あるじを失い、急速に、崩壊しつつあった。





　怪物どもの猛攻がいきなり消え失せた。

「あ？　お？　お？」

　勢いこんで次の一発を準備していたリース警部は目標を見失ってつんのめり、とまどって、猪い首くびをあちこちへ振り向けた。

「なんだ、おい、どこへ行った、奴やつらは？　化け物どもは――今さっき、そこにいたはず――あれだけどっさり――」

〈ドクトル・アヴァランシュ〉が金属音とともにくるりと身を翻ひるがえして地に降りる。全身から生やした刃がなめらかに折りたたまれ、収納された。

　霧む月つきはインヴァネスの襟えり元もとを押さえた。瞳ひとみはまだ吸血鬼の真紅に輝いていたが、まばたいた瞬間、真紅はふたたび漆しつ黒こくの色に戻り、うかがうように夜空を見あげた。

　短剣が空を切ったシヴィル・セント・クレアも、おっとっとっ、などと大げさによろめいて見せつつ、手を止めて、上を見た。

「おい――見ろ、あれを！」

　とまどいながら拳けん銃じゆうを下ろしたリース警部が、遅まきながら声をあげた。

　天を支配していた真紅の巨大な月が、四方に花火のような赤い火花をまき散らしながら、はしから消え失うせつつあった。

　ぎりぎりの死闘を続けていた〈紳士方〉が、傷ついた身体からだを引きずって立ちあがった。みな、信じられないといった顔で、夜空を見あげている。水の女じよ妖ようメリュジーヌは身震いして身体についた魔物の痕こん跡せきを振りとばし、主あるじのもとへ漂い寄った。

『愛いとしいお方、これは』

「うん」

　シヴィルは短く言って、まだきっちり被かぶっていたシルクハットをぐいと上げた。

「あの坊や、どうやらやってのけたらしい。驚いたな」

　したたり落ちる真紅の涙も怪物も、幻であったかのように溶けていく。赤い火花は収束し、赤い光の奔ほん流りゆうとなって、四方八方へと飛んでゆく。

　ぴしりと音がして、街角に立っていた黒い尖せん塔とうが、真ん中から折れて倒れた。地面につくより先に黒い砂になり、埃ほこりになり、風に飛ばされて消えていく。

　魔の月の消滅とともに大魔導師の封印の網も、燃えつきるように薄れて消える。まがまがしい暗黒に塗りつぶされていた天が透明さを取りもどし、見るまに、ロンドンの冬にはめずらしいほど明るく澄んだ紺色の夜空が姿を見せた。星々がまたたき、紅あかい月にとってかわられていた位置に、やがてやさしい満月が、おだやかな光をもたらした。

「なんだ、――雪か？」

　天から舞い落ちてきたものを、リース警部は両手にとらえた。ごつい手のひらの上で、白くはかないそれは冷たさではなく、ほのかなぬくもりを残して吸いこまれるように消えた。唖あ然ぜんとして空を振りあおぐ。すっかりもとの姿を取りもどしたロンドンの夜空から、白く、淡い光の粒が降ってくる。

　光はゆるやかに、昏こん睡すいする人々の上に降りそそぎ、吸いこまれるように中へ消えた。獣じみた凶相をいまだとどめていた人々の歪ゆがんだ頬ほおに、やがて、やすらかな微笑が広がっていった。引き裂かれた傷口は自然にふさがり、むしりとられた髪や髭ひげはふさふさと生えた。組み討ちしながら倒れていた人々は手足をほどき、喉のどを掴つかみ合っていた者は手を放して、赤ん坊のように身を丸め、穏やかな寝息をたてていた。

「まあなんとか、一般の皆さんから奪われた生命力は戻ってきてるようだな。しかしこりゃ、後始末が大変そうだ」

　光を手に受けながら、シヴィルがうんざりと首を振った。

「どうせ何もかもなかったことにしろってことになるんだろう。そうするとまたまた僕らの残業が増える。やれやれ。まったく上かみつお方ときたら、現場の苦労なんて考えもしないんだから。ま、せめて残業手当てははずんでもらわなきゃあね」

　折り重なったまま幸せそうに眠る群衆をうらめしそうに見る。

　リース警部は茫ぼう然ぜんとしたまま膝ひざをつき、いかつい肩や腕に降る白い光にも気づかないふうでいた。

　光はほぼすべての人間の上に降り、染みいっていたが、唯一、霧む月つきの上にだけは、降りそそぐ光も吸収されることはなく、溶けない雪のように肩をすべり、むなしく四方に散るばかりだった。

　霧月はインヴァネスの襟えりを引き寄せ、ただ黙然として目を伏せている。〈ドクトル・アヴァランシュ〉はゆっくりと主あるじに歩み寄り、ふたたび忠実な犬のように、足もとにうずくまった。

　警部がおっ、と声をたてた。

「おい、あれ――ありゃ、雪じゃない。人間だ。もしかして」

　言葉の最後は大風にさらわれた。両腕を地面につき、他ほかのもの同様にじっと天を見あげていたロード・バイロンが、すさまじい咆ほう哮こうをあげて羽ばたいたのだ。

　吹きたおされそうな突風におそわれて、眉まゆをひそめたシヴィルが帽子を押さえる。魔の巨猿はまっしぐらに天空の一点にむかって突進すると、光の粒にまじってゆるやかに落下してきていたものをそっと腕に抱えこみ、くるりと舞って、地上に戻ってきた。

「なんだ、何を抱いとる。まさか――」

　地響きを立てて着地したロード・バイロンに、夢中になって警部は駆け寄った。魔猿の毛むくじゃらの腕の中を、恐れも忘れてのぞき込む。

　黒い髪と、まだ幼さを残した顔が見えた。規則正しい、健康的な寝息が耳に入った。

「……少年、お前さん……」



    

  
    
      



    

  
    
      　――宝石をなくした細剣をしっかり胸に抱いて、遼りよう太た郎ろうは、ロード・バイロンの胸に身を埋うずめるように、穏やかな寝息をたてていた。





　張り切った弓の弦がはじかれるように、びくんとジンジャーは玉座の上でのけぞった。

「あ……」

　金色の瞳ひとみが空をさまよい、やがて、しっかりと焦点を結ぶ。

　大焚たき火びに照らされた〈影の宮廷〉に、すすり泣きの声はやんでいた。頭を伏せ、〈女主人〉の死と、この世の理ことわりの破壊を嘆き悲しんでいた廷臣たちは、ひとり、またひとりと頭を上げ、うかがうように周囲を見回している。

　ジンジャーは何度かまばたき、額ひたいにきつく指をあて、それから頭をあげ、はるか上の地上を、そして、さらにその上の天を、見透かすように眼めを細めた。

「あいつ――やりやがった。あの、アスパラガス」

　呟つぶやいた言葉は、自分でも信じていないように響いた。

　強制的に集められていた地脈が急速に流れ戻り、奪われた生命力ももとの場所にもどりつつあることを肌で感じてはいたが、はたしてそれだけのことがあの少年ひとりにできるかどうか、実は自分でも信じていなかったことが今さらのようにわかった。〈女主人〉の娘、〈影の宮廷〉の魔女姫であり、魔女であるからこそ、あの少年の肩にあずけられた使命と責任の大きさ、困難さを、彼女以上によく知るものはなかったのだ。

　それでいて、彼ならやる、やってくれる、と心のどこかで思っていた。信じ、そして祈っていた。彼がやってのけること、生きて帰ってくること。

　敵の恐ろしさを、そして〈母たち〉の領域の神秘と危険を、その智ち慧えを受けつぐ一族として誰だれよりも知りながら、彼がその試練をくぐり抜けて戻ってくることを、祈っていたのだ。なにかに祈ったことなどこれまで一度としてない、誇り高き大地の魔女の姫が。

「なんだよ……バカ野郎」

　大焚き火の炎がにじんだ。乱暴に目をこすって、小さな魔女姫はがらくたの玉座の上で身体からだを丸めた。こみあげてくるすすり泣きにどうしようもなく喉のどをつまらせながら、ぼろシャツの袖そでに涙を押し隠す。

「バカ野郎。バカ。心配させやがって。この俺おれに心配させるなんて、どんなバカなんだよ。しかも本当にやってのけるなんて、バカにもほどがあるだろ。バカ。バカ。バカ野郎。間抜けの唐変木の大バカ野郎の、へたれアスパラガス」

　太ったひきがえるのジム・クロウが跳ねてきて、肩へよじ登ってきた。ひやりとした舌で頬ほおを舐なめ、なだめるように頭をさする。砕けた王おう錫しやくはまだ焚き火の前、遼太郎が打ちつけた場所に転がり、横たわる〈女主人〉の亡なき骸がらの上には、ぼろぼろになった十字の剣が、かすかに炎を反射している。

「母さま……やったよ。英国は……大地は、もとに戻るよ。母さまが守ろうとしたものを、あいつが守ってくれたよ、母さま。ねえ、聞こえてるかい、母さま」

　炎に照らされる〈女主人〉の死に顔は、瞼まぶたを閉じ、両手を十字剣の上に重ねて、今は、わずかに微笑ほほえんでいるかに見えた。





　クリスティーナはぼんやりと薄うす闇やみを見あげている自分に気づいた。

「お嬢さま！」

　銀髪をなびかせた少女が走り寄ってくる――真紅の瞳ひとみ、メイドの黒いお仕着せ、白いエプロン――造りもののはずの透明な瞳がうるんでいるように見えたのは幻か。半分身を起こしたところへ、ぶつかるように胸に飛びこんできた。まだ半分ぼうっとしたまま、無意識に手は少女のなめらかな髪を愛あい撫ぶした。

「……レギーネ？」

　あやふやにクリスティーナはつぶやいた。

　記憶が混乱している。あの男――〈魔術師シモン〉の胸、かつて自分自身だった肉体の心臓に、剣を突きたてたことは覚えている。刃やいばが心臓を通りぬける氷のような感覚、破れた心臓から血があふれ出す感覚も、はっきりとこの身に刻まれている。

　あの男は死んだ。そのはずだ。

　なのに、なぜこの身はまだ生きているのだ？



    

  
    
      



    

  
    
      「お嬢さま、ご無事で」

　レギーネの銀鈴の声がわなないていた。

「ご無事で、お目覚めになった。ああ、あの方は、やはりあなたの救い手でいらした。わたしたちは自由です、ほんとうに自由なのです、お嬢さま――あの方のおかげで。砕ける寸前だった世界は、破滅をまぬがれました。あの少年はやはり、あの小さな女帝の誇り高き血を継ぐ方でいらした」

「何を言っているのかよくわからないんだが、レギーネ」

　ふらふらとクリスティーナはベッド――目には見えないが、たしかにそこに存在していた寝台――を降り、ぐらぐらする頭を指で支えながら唯一目に入った扉に向かった。どこか見覚えのある扉だ。何度か来て、何度かくぐったことのある出入り口だ。もっともそのたびにつながる場所は異なり、ドアの取っ手も同様に違った意匠に飾られていたが。

　まだ視界がはっきりしない。レギーネが手を取って導いてくれる。寝不足の子供のように目をこすりながら、クリスティーナは、ドアを開けて外に出ようと手をのばした。

　だがそれより先に、ドアは向こう側から開けられた。戸がまちいっぱいに、がっしりとした禿とく頭とうの巨きよ躯くがあった。

「目がさめたかね、クリスティーナ」

　いくらかいたずらっぽい口調で相手は言った。

「今度ばかりは君もかぶとを脱ぐしかないようだよ。君のところのあの少年が、やりとげた。〈神〉になろうとした魔術師を倒し、ロンドンの魔の月を祓はらいのけた。影響は長く残るだろうが、少なくとも、とりかえしのつかない破滅に世界が呑のみこまれることは避けられた。ぜんぶ、君の従僕君がやってのけたのだよ、クリスティーナ。君の背中を押し、最後の最後で正しい道を選択させてくれた、あの少年がね」

「少年……従僕……？」

　靄もやのかかる思考をはっきりさせようと頭を振り、クリスティーナは眉まゆをひそめた。

「それは……うちの、あの例の、どうしようもなく馬ば鹿かで頑固で田舎者で、その上無礼きわまりない、あの従僕君のことかな。主人の言うことなんかかけらも聞きゃしない、困ったあの甘ちゃんの坊やかね」

「そう、その馬鹿で頑固で甘ちゃんの坊やが、君を救ったのだよ。来たまえ」

　サー・マクスウェルが手をとって部屋へ引っぱり込むと同時に、「お姉さま！」という叫びがどっとあがって、四方八方から小さな手が飛びついてきた。

「クリス姉さま！」

「クリスティーナさん！」

「わたし、わたし信じていましたわ、きっと目を覚ましてくださるって」

　美み弥や子こと和かず音ね、シャルロットの三人の少女が、涙で顔をくしゃくしゃにし、クリスティーナの胸に頬ほおをこすりつけた。

「あのお馬鹿――まあ、特別に勘弁して、『さん』をつけてあげることにしますわ――お馬ば鹿かさんが、ちゃんとお仕事をやれているかどうか、気が気じゃありませんでしたわ。でも、クリス姉さまがこうして目を覚まして、ちゃんと立っていらっしゃるのを見られて、こんなに嬉うれしいことはありません。お身体からだの調子はいかがですの？　ご気分は？　どこか、痛いところや苦しいところはおありになりません？」

「あ、いや――私は」

　クリスティーナは完全にとまどっていた。めったにない、どころか、前代未聞のことだった。

　うれし涙にくれる少女たちを混乱した目で見回し、少し引いた場所ですまし顔をしているサー・マクスウェルを助けを求めるように見る。勢いに乗り遅れたまま大きく目を開いて突っ立っているアレックスを見、さらに、その後ろから、ほかほかと湯気のたつ食器を銀盆にのせてくるエドワーズ氏を見て、目をむいた。

「おはようございます――と申しあげるのがこの場合正しいのかどうか、確信が持てずに申しわけございませんが、礼儀に反しましたらご容赦くださいまし」

　エドワーズ氏は実に丁重だがうむを言わせない、有能な執事のあのやり方で、クリスティーナを長なが椅い子すに押しこみ、膝ひざの上にナプキンを広げて盆をそっと置いた。盆の上にはふわふわのオムレツと、ミルクたっぷりのお茶が並んでいる。

「どうぞ固くならないうちにお召し上がりくださいまし。オムレツはフライパンから出したばかりの柔らかさが身上でございますから」

「え、あ、――うん」

　クリスティーナが黙って熱いオムレツを食べ、紅茶に最初からミルクと砂糖が入っていたことについて文句のひとことももらさなかったのも、これまた前代未聞のことだった。カップを置いてほっと息をつき、はじめて気づいたように、長椅子の周囲に集まって目をきらきらさせている女の子たちを見渡し、最後に部屋の隅で、妙に緊張した様子でむっつりと突っ立っているアレックスに目を止めた。

「あ――……その、アレックス？」

　はた目から見てもわかるくらい、アレックスはびょんと宙に飛びあがった。

「悪いが、その……説明してくれないか？　このお嬢さんたちはちょっと興奮してて話にならなそうだし、そっちで澄ましているご老人とわがメイド嬢は、どうやら示し合わせて私に意地悪してやろうと決心しているみたいなんだ（まさにその通りだったサー・マクスウェルとレギーネはちらりと目を見交わし、老人はいたずらっぽく片目をつぶった）。いったい何がどうなって、君たちがここにいるんだ？　なんでまた私がここに？　ご一同に加えて、尊敬すべきエドワーズ氏まで同行しているとは、どんな経緯があったのか、残念ながら私の貧弱な想像力の範囲を越えている。

　とりあえず、うちのあの頑固者の坊やがどうしたって？　最初から、筋道立てて話してくれないかね」

　アレックスは脳天から棒を突っこまれたようにぴんとしゃっちょこばり、真っ青になり、それから真っ赤になった。

「あの、ああ、その」と口を開こうとするが、その先が続けられない。赤くなったり青くなったりしながら、懸命に口をぱくぱくさせるのに哀れをもよおしたのか、「まあまあ」と、サー・マクスウェルが笑って割って入った。

「とりあえず、今は休みたまえ。とりあえず危機は去り、君は生き残り、君の敵は無へと還かえった。遠い昔に行っているべきだった、本来の場所へね。そして君のいう、頑固者の従僕君は、頑固者らしくちゃんと仕事を最後までやりとげた。ごらん」

　大魔導師は重々しく片手を上げて、天球儀を指ししめした。

　そこには大猿の毛深い腕に抱かれた、少年の顔が大写しになっていた。

　細剣を胸に抱き、身体からだを丸めてすやすやと眠っているあどけない寝顔に、クリスティーナは、魔法にかけられたように、長いあいだ身じろぎもせず見入っていた。





　……遠く海をへだてた極東の島国で、老女は目を開いていた。

　カタン、と微かすかな音がした。

　枕まくらの上で頭を動かした老女は、枕上の、文ふ机づくえの上に据えられた精巧な細工物のからくり武者がひとりでに動きだし、これまでにない姿勢を取っているのを目にした。

　武者は高く構えていた刀をゆっくりと降ろし、跪ひざまずいた。

　立てていた刀を両手に渡すようにして捧ささげ持ち、膝しつ行こうすると、そっと刀を横たえ、ふたたび膝ひざで後退した。

　そのまま両手をつき、深々と頭を下げた。

　あたかも、長い任務を終えたことを主君に報告する、武者そのもののように。

　――うす闇やみの中で、老女はほほえんだ。

　外の雪はやみ、淡い雪明かりが障子越しに流れこんでいる。静かだった。

　老女は頭をもとに戻し、目を閉じた。

　唇の微笑はそのままだった。文机の上の鎧よろい武者は深く頭を下げたまま動かず、沈黙と永遠の静止に入っていた。

　穏やかに夜は更け、さえざえとした冬の月光が、雪に降りこめられた庭園を青く染めている……。



    

  
    
      
　最 終 幕The grand Finale



「……そうか、お祖ば母あさんがなあ」

　リース警部は、困ったように頬ほおを掻かいた。

「はい。夜のあいだに、息を引き取っていたそうです。眠るように」

　遼りよう太た郎ろうの声はいくぶん沈んでいた。

　数日前、本国から突然、あわてた調子の手紙が送られてきたのだった。

　それは祖母、跡あと部べたか女めの突然の死去を報しらせるものであり、同時に、死後に発表された彼女の直筆の遺書により、跡部家の次の当主として、跡部遼太郎を正式に指名する、という内容だった。

　遺書は法律的な体裁もきちんと整えられており、よっぽどの欺ぎ瞞まんを働かなければくつがえすことはできない。祖母は遼太郎を異国に送り出す以前からすでにこの遺書を用意していたらしく、たとえ他ほかの四家の誰だれかが握りつぶそうとしても無駄なように、信用できる複数の法律家や政治家のもとに遺書の写しを預け、いざとなればそろって証言してくれるように手配していた。今ごろ四家の当主は全員で歯がみしていることだろう。

　しかし、跡部家の当主ともなれば、このまま遠い異国に居つづけることはできない。

　美み弥や子こや和かず音ねも、同じことだった。

　強力な統率者だったたか女を失って、きっと跡部家とその他四家は混乱の極にある。暗殺者をこちらの地にまで送ってきた、黄きノの原はらと玄くろ塚つかの件もある。

　一刻も早く日本に帰国し、正当な跡部家当主としての地位を確立せねばならない。

　船便で届く手紙は時間がかかる。たか女の死から、短くとも半月はすでに経たっているはずだ。事態は一刻を争うものだった。

　日本へと向かう船は、あと一時間ほどで出発する。

　荷物のほとんどは先に積み終えていた。すでにタラップを昇って乗船を始めている人々の列から少し離れた場所に、旅装をととのえた遼太郎と美弥子、和音を取り囲むようにして、この地で出会った多くの人々が集まっていた。

　リース警部。アレックスとシヴィル・セント・クレア。シャルロット・ド・モンセギュール。グリムズビー伯爵夫人ヘレンとエドワーズ氏。小さなシシィと、小鳥のリトル。エプロンで顔を拭ふいてはぐすぐす言っている、ラドル夫人。

　――そして男装の女魔術師クリスティーナ・モンフォーコンと、銀髪のレギーネ。

「本当にねえ、こんなに急なことなんて」

　ラドル夫人は鼻をひくつかせてしゃくりあげた。

「もうしばらくこっちでみんなゆっくりできると思ったのに。家だって、もう二、三か月もすりゃもとどおりになってましたさ。ああ、あたしの台所！　カズネにおいしい平目のグリルの作り方を教えるつもりだったのに、それもできなくなっちまった」

「りょーたろー、みやこちゃん、かずねちゃん、いっちゃいやだあ」

　シシィはずっと泣きっぱなしだった。つぶらな目はこすりすぎて真っ赤。ふっくらした頬ほおは涙だらけで、そばからエドワーズ氏がそっと洟はなを拭ふいてやるが、そんなことではとても追いつかない。

「シシィもいく。シシィもみんなといっしょに、にほんへいく。いっちゃやだ。やだよう、りょーたろおお」

「お手紙を書きますからね。きっとですよ、シシィちゃん」

　美み弥や子こがかがみ込んで、そっとシシィの頭をなでてやった。

「ヘレンおばさまのところですてきなレディにおなりなさいな。めずらしいものや、おもしろいお話を、いっぱい書いてあげますから、おばさまに読んでおもらいなさい。いっぱいお勉強をして、そうしてかしこく、大きくなったら、ぜひ日本へいらっしゃいな。アレックスさんや、ヘレンおばさまもごいっしょに。きっと楽しいことですよ」

「そうですよ、ねえ、かわいいシシィや」

　伯爵夫人がそばからそっとシシィの肩を抱いた。

「遼りよう太た郎ろうさん、シシィのことはどうぞご心配なさらないでね。わたくしとグリムズビー伯爵家が、ぜったいに不自由な思いはさせませんから。ねえ、アレックス、そうでしょう」

　ポケットに手を入れてそっぽを向いていたアレックスが、むっつりとうなずいた。

　さっきからずっと遼太郎の顔をまともに見ようとしないのだったが、どうやら、今にもシシィ同様泣きだしてしまいそうになっているのを、男として見られたくないとの意地からのようだった。下唇をつきだし、眉まゆ根ねにぎゅっとしわを寄せている。

　――一月一日のあの悪夢から、ほぼ一か月が経たとうとしていた。

　ロンドン全域、英国全土を襲った恐怖と混乱は、〈評議会〉の大導師グランドマスターおよび、配下の勤勉な国家公務員たちの、多大なる努力と長時間にわたる残業（と、それによって勝ち取られた多額の残業手当と恩賞特別休暇）によって、一見なにごともなかったかのように修正されていた。

　あの夜、呪じゆ符ふによって引き寄せられ、獣の本能で掴つかみ合いをした人々は、十二月三十一日の朝、ごく普通の状態で、それぞれのベッドで目覚めることになった。

　街頭で手渡された妙なチラシや、年末に、街のあちこちで見かけられた不気味な黒い広告塔のことは、きれいに記憶からぬぐい去られていた。中にはひどく奇妙な、動揺ものの夢を見たと感じ、手足を確認して血のついていないことを確かめずにはいられない、聡さとい人々もいたが、けっきょく何もついていないとわかると、安あん堵どのため息をつき、顔を洗って悪夢の残ざん滓しを払い落としに浴室へ向かった。

　大おお晦みそ日かは何事もなく、毎年と同じように平和にすぎていき、新年が訪れた。新しい年、――一八九三年。

　ビッグ・ベンの時計は重々しく新しい年の到来を告げ、同時にロンドン中の鐘が、古い年の死と新たな年の始まりを告げて、それぞれの声で、ゴーンゴーン、カーンカーン、グウォーングウォーン、カラーンカラーンと、青銅の口を広げて叫んだ。

　街頭を急ぐ人々は帽子を投げあげて手を叩たたき合い、特別営業のパブに集まったお客たちは、新年の到来を祝って乾杯して、新しいビールのジョッキを求めて女給に手を振った。

　庶民のつつましい家々では、両親に教えられて幼い子供たちがたどたどしい感謝の祈りを唱え、裕福な家では、華やかなパーティの席で新しいシャンパンとシェリーが栓せんを抜かれた。教会では信心深い人々が年頭のミサに出席し、新しい年へ向かう心構えを説く牧師の説教に、頭こうべを垂れて耳を傾けた。裏の貧民街に住む人々は洟はなを啜すすり、寒さと空腹に苦しめられながらも、空中を漂っていくいくつもの鐘の声に心慰められ、新しい年がいくらかでもましな年になるように、祈りを捧ささげた。

　何も起きなかった。平和な大おお晦みそ日か、そして新年。

　まる一日ぶんの時間が抹まつ消しようされたことを知る人間は、ほとんどいなかった。

　ある特別な、何名かの人々をのぞいては。

　そして祝日が過ぎれば、日常が戻ってくる。

　雪でぬかるむ街路と、箒ほうきを振りまわしてあちこち掃いてまわる掃除夫の群れ。急ぎ足で今年最初の仕事に出る務め人。「古着！　古着！　ごみはないかね！」と叫びながらぼろを集めて回るごみ収集人。野菜を満載した手押し車を押していく、市場の商人。

　ボンネットをかぶった女房たちは街角で新年の挨あい拶さつを交わし、政府の最新の政策や、物価の高さ、税金の不当さや、亭主の横暴ぶりについて、おなじみの愚痴をいいあった。母親のスカートから飛びだした子供たちは道路の泥まじりの雪をぶつけ合い、シャツやズボンを台無しにして、こっぴどく叱しかられた。

　鼻から鼻水のつららをぶらさげて、物もの乞ごいが古帽子を前に背中を丸めて座っている。着飾ったご婦人を連れた紳士が通りかかり、今年さいしょの慈善として、半クラウンの銀貨を帽子の中に投げ入れた。「ありがとうごぜえます、旦だん那な、ありがとうごぜえます！」と物乞いは紳士の背中に叫んだ。

「新年に、旦那にいい運が回ってくるようにお祈りいたしやすよ！」

　進歩と喧けん噪そうの大都市ロンドン、女王陛下のお膝ひざ元もとで平和と繁栄を謳おう歌かする大英帝国。その大地が破滅の一歩手前まで連れてゆかれ、たった一人の少年の命がけの働きで引きもどされたことを、誰だれ一人知らなかった。いつもの通り、ホルボーンの高架橋ヴアイアダクトは馬車と人であふれ、辻つじ馬ば車しやの御者たちはすまし顔で混雑をすり抜けていく貴族の馬車に向かって唾つばを吐き、こっそり罵ば声せいを浴びせた。

　高架橋の近くに、ぽっかりと空いたままの火事の跡地については、もうほとんど注意を払うものもなかった。足の速いロンドンのニュース界では、〈パラケルススの娘〉という名も、もはや忘れ去られかけていた。「〈パラケルススの娘〉？」と何かの拍子にその名を耳にした人間は、たいてい馬ば鹿かにしたように肩をすくめた。

「たぶんいんちきがばれるか何かして、夜逃げしたに決まってるさ！　家が焼けたのも、何か罰当たりな手品の仕掛けでも練習していて、火花が飛びでもしたんだろうよ。自業自得ってのはこのことさね」

　その当人、〈パラケルススの娘〉クリスティーナ・モンフォーコンは、友人である伯爵夫人ヘレンの援助により、ラドル夫人が待つ例の森の中の狩小屋に、美み弥や子こや遼りよう太た郎ろうたちともども身を隠していた。

　いずれにせよ、クリスティーナも遼太郎も、それを言うなら関係者のほとんどがいちじるしく疲労するか身体からだの調子を崩していたのであり、世間のうるさい干渉を逃れて休養する必要があったのだ。

　ことに遼太郎は、運ばれてきたときから眠りについたまま十日以上も目を覚まさず、ラドル夫人と少女たちをさんざん心配させた。レギーネは、これは精神と肉体が限界まですり減らされたがための回復の眠りであり、命に別状はないと告げてみんなを安心させようとしたが、あまり効果はなかった。

　ある朝、遼太郎がベッドの上に起きあがり、不思議そうにあたりを見回しているのが発見されたときには一大騒ぎが巻き起こり、狩小屋の管理人である老夫婦は、とうとう少年が死んでしまったかと勘違いして、あわてて牧師を呼びに走ろうとしたほどだった。

　伯爵夫人とアレックスは人目を引かぬようにロンドンの邸に戻っていたが、遼太郎の目覚めの連絡を受け取るとすぐやってきて、涙ながらに遼太郎をかき抱いた（アレックスがではなく伯爵夫人が、である）

　アレックスはあいかわらずふくれっつらでベッドの頭側に立っていたが、いきなり、何も言わずに、遼太郎の後ろ頭をぺしんと殴った。当然ながら遼太郎は抗議した。

「ちょっと、痛いな！　何するんだよ！」

「やかましい」

　不機嫌そうにアレックスは言って、もう一つぺしんとやった。

「貴様の知らんいろいろな事情があるんだ。とりあえず、黙って殴らせろ。それでもろもろのことは勘弁してやる」

「そ、そりゃ殴られるのは慣れてるけど、なんで君にまで……って、そういう問題じゃないだろ！　ちょ、いたた、痛い！　痛いってば！」

　ひとまずアレックスが満足するまで遼太郎はひっぱたかれ、さらに、そういえばなぜあの黒いずるずるを着ていないのか、バ（略）の件はどうなったのかとうかつなことを口にして、平手どころか握りこぶしを思いきり脳天に落とされた。

「だ・か・ら！」

　さらに脳天を拳こぶしでぐりぐりやられながら、涙目で遼太郎は訴えた。

「理由くらい教えてくれたっていいじゃないか！　そりゃ君がわけのわからない理屈を唱えてとんでもないことをやってくれるんならこっちは慣れてるけどさ、こんな普通のやり方で、僕に嫌がらせするなんて初めてだろ！　やるんならいつもやってるみたいにクリスティーナにやれば――うぎゃっ」

　一瞬にして耳まで真っ赤になったアレックスに思いきり全体重をかけてぐりぐりやられ、遼りよう太た郎ろうは目を回してベッドに倒れこんだ。

　にこやかにこれを見守っていた伯爵夫人は、息子の気がすんだと見ると穏やかにエドワーズ氏に合図し、すでに戸口に待機していたエドワーズ氏は、洗面器いっぱいの冷たい水と、元気づけの熱い蜂はち蜜みつ湯ゆにブランデーを落としたものを運んできて、半泣きの遼太郎の手当てに取りかかった。

「ひどいや、みんな」半泣きでうーうー唸うなりながら遼太郎はぼやいた。

「伯爵夫人、アレックスは何をそんなに怒ってるんです？　僕、彼に何かしました？」

「まあまあ、許してあげて頂ちよう戴だいな。あの子も辛つらいところなのよ」

　さすがの伯爵夫人もいささか申し訳なさそうに、ふっくらした指先でそっと遼太郎の痛む頭を撫なでた。

　冷たい水でしぼったタオルを渡してくれながら、エドワーズ氏が声をひそめて、実はクリスティーナ様の、ええ、お心の性別の件につきましてなのですが、とこの人には珍しく、口ごもりがちに囁ささやいた。遼太郎はぎょっとして、むくれかえって背を向けている友人を振り返り、すべて了解した。

「あの、ごめん、アレックス。黙ってるつもりはなかったっていうか、正直なところ、僕だってほんとのこと知ったのはすごくせっぱ詰まってたときで、とうてい君に話せるような気分じゃなくって、あの」

　ばきっ！

「デリカシーを理解しないお馬ば鹿かさんには当然のむくいですわね」

　お茶を飲みながら眺めていた美み弥や子こが半目になって呟つぶやいた。お皿を運んでいた和かず音ねと、同じくお茶を注ごうとしていたシャルロットも、賛成、と頷うなずいた。

　クリスティーナはほとんど煩わずらわせなかった。一日のほとんどを自室としてきめた部屋で過ごし、昼食と夕食の時にだけ姿をあらわして、その時にはおどろくべき元気の良さと、以前と変わらぬ磊らい落らくな態度を見せつけた。

　しかし、陽気さの裏には、不吉な通奏低音のような翳かげりが宿って消えなかった。長い散歩に出て、一日戻らないこともあった。常にレギーネとバイロン卿が影のように付き従い、女主人の歩みを見守った。

　独りでいるときのクリスティーナは、みなといるときとはまるでちがった表情をしていた。ほとんど夢のなかを歩いているようなまなざし、周囲にまだ世界が確実なものとして存在しているということに、茫ぼう然ぜんとしているような様子だった。

　遼太郎は起きられるようになってから、失った体力を取りもどすために小屋の裏手で軽い訓練や運動をするようにしていたが、そんなとき、垣根のむこうを通りすぎるクリスティーナの、心ここにあらずな横顔に、不安を感じるのだった。

　生の世界に還かえってきたとはいえ、クリスティーナはまだなかば以上、あの魔術師と、魔術師が生み出そうとしたまやかしの中にとらわれているように思われた。

　庭から遼りよう太た郎ろうが見ているのに気づくと、レギーネはいつもこちらに視線を向け、軽く頷うなずいてみせた。お嬢さまは大丈夫です、とも、あなたの気になさることではありません、とも、どちらともとれる合図だった。

　いずれにせよ、遼太郎に口の出せることではなかった。『すべての人間が心の中に自分だけの王国を抱いている』。クリスティーナの問題はクリスティーナ自身が解決せねばならない問題であり、あの体験が遼太郎やほかの者たちに残した傷同様、手助けはできても、根本的に解決できるのは、クリスティーナ本人だけなのだ。森の小こ径みちに消えていくクリスティーナとレギーネを見送り、遼太郎は奇妙な無力感を感じながら、身体からだをほぐす大体操に取りかかった。

　そのようにして一か月が過ぎ、遼太郎の傷も癒いえ、一同がそろそろ落ちついてホルボーンの家の再建を考え始めたころに、あの手紙がやってきた。跡あと部べの当主たか女めの死と、新当主として遼太郎を指名する、あの、すべてを断ち切る手紙が。――……

　……汽船の出発を知らせる鐘が鳴っている。

「そろそろ船室に入ったほうがいいな。あと三十分ほどだ」

　リース警部がポケットから懐中時計を出して告げた。ぱちんと蓋ふたを閉め、複雑な顔をして遼太郎を眺めた。

「正直言って、あのことが本当に起こったことなのかどうか、吾わが輩はいにはまだ自信が持てんのだよ、少年」憂ゆう鬱うつそうに彼は言った。

「なにせ、このビル・リースが、これまで積みあげてきた経験という経験をぶち壊すようなことばかりだったからな。しかし、だからといってすべてが夢だったと断定することもできんし、する気もない。少なくともお前さんは何かをやった、それも、吾輩たちにはとうてい手の届かん、どえらいことをやりとげた、そいつは確かだ。あのムツキとかいう男はどこかへ行っちまったが」

　事態が終結するのとほぼ同時に、玄くろ塚つか霧む月つきは姿を消していた。誰だれにも知られず、すぐそばにいたシヴィル・セント・クレアやリース警部にも気づかれないまま、まさに夜の亡霊のように、どこにも見えなくなっていたのだ。

「とにかく、お前さんは立派な男だよ、少年、このヤードの鉄てつ拳けんウィリアム・リースが太たい鼓こ判ばんを押してやる。どういうことなのかはあいかわらずさっぱりだが、吾輩は、本当に性根のある男が英国以外にもいた、それだけで十分だ」

「ありがとうございます、警部」

　ごつい手で痛いほど両手を握られ、振りまわされながら、遼太郎は微笑ほほえんだ。

「警部もどうか、お元気で。アレックス――」

　伯爵夫人の横で、シヴィル・セント・クレアとシャルロットにつきそわれてむっつりと佇たたずんでいる友人に、遼太郎は目を向けた。

「あのさ、僕――」

「いいか、僕はまだお前を許したわけじゃないからな」

　唇をとがらせて、アレックス坊っちゃまはすねたように返した。

「けっきょく僕をかやの外に置いて、自分ひとりで何もかもしょってしまったくせに。いいさ、行け、とっとと帰っちまえ。お前なんかがいなくなったって、別に、寂しくなんてないんだからな」

「まったく、なんでこう思ってることと反対のこと言いますかね、うちの困ったお坊ちゃまは。……てっ」

　ため息をついたシヴィルは、お坊ちゃまの靴の先で思いきり尻しりを蹴け飛とばされた。とがった靴先に突き刺された尻を撫なでながら、シヴィルは、まったく乱暴なんだから、と顔をしかめつつも、あくまで陽気に、

「ま、あとのことは心配しなくていいですよ。坊ちゃんもさいわい、魔術師ごっこはやめる気になってくださったようですし」

　アレックスはますますそっぽを向く。

「この春学期からはまた学校に戻られることになりましたから。ちゃんとしたことをするためには、ちゃんとした勉強と目的意識が必要だってこと、ようやくわかってくださったみたいで。そのうち、落ちついたら連絡しますって。ね、そうでしょう？」

　この問いかけには二つの方向と二つの意味があった。一方を向けられたアレックスは、誰だれがそんなこと、と言いたげにますます頬ほおを膨らませただけだったが、もう一方、〈評議会〉構成員という隠された意味と任務を向けられたシャルロットはそれを正確に理解し、「ええ、その通りです」と応じた。

「どうぞ、あとのことはわたしたちにお任せください。シシィちゃんもクリスティーナさんも、レギーネさんも、わたしたちがしっかりお護まもりいたします。リョウタロウ、あなたもどうぞ、お身体からだに気をつけて。お元気で」

「騎士モーリスの剣を持って帰れなくてごめんね、シャルロット」

　遼りよう太た郎ろうは頭こうべを垂れた。戻ってきてから、そのことはずっと心の隅に、罪悪感としてひっかかっていたのだった。シャルロットは笑みを浮かべて首を振った。

「いいえ、あの剣は、果たすべき役割を果たし、本来の持ち主であるモーリスと主イエスのもとに還かえったのです。わたしは、そう思います」

　遼太郎は何か言おうとしたが、シャルロットは軽く手を振って制した。

「剣がないのは寂しいけれど、形あるものがなければ、彼モーリスの存在を感じることができないなどということはありません」と言葉をつぐ。

「わたしは太陽の光や、青い空や、子供の笑い声や露のきらめきや、この世のあらゆるものから、彼が、神とともに微笑ほほえんでいるのを感じます。主イエスの愛されたこの世界に、彼もまた生きています。わたしは幸福です、リョウタロウ、ですからどうか心配しないでください。わたしも、あなたのように、自らの見すえるべきものをしっかりと見つめて、前に進んでゆきます――彼の愛とともに」

　矢やぐ車るま菊ぎくの色の瞳ひとみが浮かべたまぶしいほどの笑みと幸福に、遼りよう太た郎ろうは言葉をなくした。ふたたび鐘が鳴り、汽笛がせき立てるように二度高らかに轟とどろいた。

「十五分前だ」警部が言った。

「どうやら、本当にそろそろ急いだ方がいいようだな」

　小さな集団はゆっくりと、なごり惜しげに、船に乗りこむ人々の列のほうへ動きはじめた。言葉少ななうちでも、いまだにひとことも発していないクリスティーナは、シルクハットのつばを下げ、顔を隠すようにしながら、いちばん後ろからゆっくりついてくる。

「……ジンジャーさん、とうとういらっしゃいませんでしたね」

　ぽつんと、和かず音ねが口にした。

　このロンドンで知り合った人々で、唯一この場にいないのが彼女だった。遼太郎も彼女のことを考えると、胸に穴の空いたような寂しさと気がかりを感じたが、むりに明るく、

「きっと大丈夫だよ。あのジンジャーのことだもの。〈女主人〉が亡くなって、彼女だって忙しいのかもしれない。気がむいたらふいと現れるさ、いつだって――」

　そうだったじゃないか、という続きは口にされることはなかった。タラップに足をかれて昇ろうとしたとき、遼太郎はふと、離れたところに積みあげられた木箱の山に、きらりと光る赤い髪が、さっと走りこむのを見た気がした。後ろを歩いていた和音が背中にぶつかりかけて、けげんな顔をした。

「遼兄さま？　どうなさったの」

「あ、いや……」

　遼太郎は一瞬迷い、それから決断した。

「ごめん、先に行ってて！　すぐ戻るから」

「あ、兄さま？」

「遼太郎さん!?」

　美み弥や子こと和音のおどろいた声を背に、遼太郎は赤毛の消えた木箱のかげに向かって駆けだしていた。角を曲がると、そこには、一匹の太ったひきがえるが、金色の目を光らせてのっそりと座っていた。

「ええと、確か、ジム・クロウ……、君かい？」

　おそるおそる尋ねる。

　ひきがえるは違う、ともそうだ、とも言わず、口を開けて長い舌を突きだした。ピンク色の舌がひらりとひるがえり、何か複雑な軌線を描いた。

　かげろうのように、あたりの風景が揺れた。

　目の前に、汚れた少年の服を着たジンジャーが、怒ったような顔をして立っていた。

　ひきがえるはいない。そばかすの散った頬ほおをわずかに紅潮させ、帽子はかぶらず、魔女のあざやかな赤い髪は、奔ほん放ぽうに肩に流れるままになっている。瞳は深い、森もり翳かげの緑色。

「ジンジャー！　君、来てくれたの？」

　思わず手をのばして、遼太郎はジンジャーに触れようとした。

　指先はむなしく空を切った。自分の肩を通りぬけた遼りよう太た郎ろうの指に、ジンジャーは、少しばかり哀かなしげな顔をした。

『……母さまが亡くなった今、俺おれが新しい〈影のロンドン〉の〈女主人〉だ』

　静かにジンジャー――の、幻影――は、言った。

『〈女主人〉は、あのがらくたの玉座を離れることはできない。絶対に、だ。あそこはロンドンだけじゃなく、英国全体の大地の要かなめだから。そこを護まもるのが、俺たち、大地の魔女の一族の責務であり、義務だ。俺は、〈影のロンドン〉の王女、魔女姫メガエラとして、その任務を受けつがなければならない』

　遼太郎は衝撃のあまり一歩よろめいた。

「それじゃ、君はもう二度と外へは出られないって――あの宮廷から、あの玉座から離れられないっていうのかい？　そんな！」

　掴つかもうとした指がまた空を切る。

　ジンジャーはくすりと笑った。泣いているような笑顔だった。

『……まったく。お前みたいなへたれアスパラガスに、あんなことができたとはな。今でも俺にはちょっと信じられないよ』

「へ、へたれ――いや、ああもう、そういうことじゃなくて、君は――」

『警告しておくぞ、跡あと部べ遼太郎』

　ふいに口調を変えて、ジンジャーは厳しい表情になった。

『お前は確かにやりとげた。あの魔術師を倒し、不当にねじ曲げられていた地脈を解放し、人々の生命の力を取りもどした。だけど』

　ジンジャーの声は沈痛なものになった。

『与えられた歪ゆがみはそう簡単に修正できるようなものじゃない。俺たちも、〈評議会〉も必死にやっているが、正常な力の流れがねじ曲げられた場合、歪みが大きければ大きいほど、反動は強烈なものになる。その影響がどんな形で出るのか、いつ出るのか、俺たちにはまだわからない。だが、必ずいつか、反動がやってくる。しかもおそらく、世界的な規模でだ。たぶん、そう遠くない時期に』

「反動……」

　唖あ然ぜんと、遼太郎は繰り返した。

『そう、反動だ。それはもはや動かせないことだ。俺たちにできることは、全力をあげて歪んだエネルギーの暴走を抑え込み、暴発をとめることしかない。お前が今日、日本に帰ることになったのも』

　ジンジャーはふたたび頬ほおをゆるめ、寂しい微笑を取りもどした。

『もしかしたら、それに備えておくための、天の配剤なのかもしれないな。……こういう時に「天」なんて言葉を使うのは好かないが、ま、言葉のあやだ』

「ジンジャー、僕は」

『そんな顔するんじゃねえよ。まったく、この、どうしようもないへたれアスパラガス』

　以前の気の強いはねっかえり娘の面影をわずかに取りもどして、ジンジャーは顎あごをつきだし、皮肉に唇の端をあげた。

『まったく。……こんなもの、後生大事に持ってる〈女主人〉なんて、後にも先にも、俺おれ以外には出ないんだろうな』

　襟えり元もとから小さな何かをつまみ上げる。

「それは――」

　鎖の先でチリン、と小さな音をたてたそれを見て、遼りよう太た郎ろうは言葉を失った。

　クリスタル・パレスのにぎやかな一日の思い出、あの、小さな銀鈴。

　思わず手をのばしたが、触れるものは何もなかった。

　一陣の森の香りのする風が吹き抜け、やわらかい唇がそっと頬ほおをかすめたような気がした。遼太郎は両腕を突き出したまま、ぽつんと、波止場の片隅に立っていた。

　幻影はかき消え、ひきがえるすらもうどこにもいない。

　一枚の葉が、ひらひらと舞って足もとに落ちた。機械的に拾いあげる。少女の指先のようにやわらかな、ヤドリギの緑の若葉だった。

　しばらく見つめたあと、遼太郎はポケットからハンカチをとり出し、そっと包んで、大切に懐にしまい込んだ。

「兄さま！　お早く！」

　すでに船に乗りこんだ和かず音ねが、舷げん側そくから手を振っている。



    

  
    
      



    

  
    
      　手を振り返して走りだしながら、遼りよう太た郎ろうは、身を寄せていたサー・マクスウェルのもとから美み弥や子こたちが現世に戻るとき、告げられたという言葉を思いだしていた。

『私は魔導師としての誓いを破った』

　二千年を生きる大魔導師サー・マクスウェル、〈さまよえるユダヤ人〉アハスヴェールは、沈痛な表情で一同に告げたのだった。

『私はこの〈非在郷〉に引きこもり、けっして現世と人間には干渉せぬと誓いをたてた。……その誓言を破った今、私には、罰が科されねばならない。

　私はこれまで、自らの意志でこの地に閉じこもっていたが、これからは、私の意志とは関かかわりなく、この非在の場所が私の牢ろう獄ごくとなる。外を垣かい間ま見みることは許されるだろう、以前と同じように。だが、もはやどのような災厄が起ころうと、今回やったような介入は、許されぬのだ』

　声をあげ、いっせいに悲鳴めいた反論と筋道だたない擁よう護ごを浴びせかけようとした美弥子たちを、偉大なる大魔導師は穏やかな身ぶりで制した。

『私は囚しゆう人じんとなり、収監は未来永えい劫ごう続くだろう。私が存在することを望まなくなるかぎり。いや、望まなくなってさえ、消滅すらも許されまい。永遠にただ存在し、何が起ころうと、どんな凄せい惨さんな罪悪が人類に降りかかろうと、永遠に見つめるだけの囚とらわれの傍観者、それが今後、私というものになる。……お待ち。聞きなさい。

　だから今後、君たちは、自分たちの力で戦わなくてはならない。わが友人の遺のこした最後の血のしずくは、魔術師とともに〈母たち〉の無へ去った。私もまた、もはや世界に干渉するすべを持たない』

　茫ぼう然ぜんとする者の中で、唯一、魔術にかかわる者として、この言葉を予期していたのであろうシャルロットが、涙を浮かべ、視線をそらして口を押さえていた。

『君たちは、君たちの力で世界を導き、わが友人が人々に説いたような、よりよき場所へと自分でたどりつかなければならないのだ。――子供たち、どうか』

　サー・マクスウェルはゆっくりと身を折り、驚きよう愕がくのあまり立ちすくむ美弥子たちの前に膝ひざをついて、深々と頭こうべを垂れた。

『――どうか子供たち、この疲れた老人を悲しませるようなことを、人類にさせないと誓ってほしい。少なくとも、させないように努力することを、君たちが誓ってほしい。

　私がどれだけ老い、疲れているか、恐らく誰だれにもわからないだろう。私はあまりにも長く生き、多くのものを見すぎた。そしてこれからもさらに、多くのものを見るだろう。好むと好まざるにかかわらず。

　子供たち、その時に、私が自らの誓いを破棄して人に介入したことを、間違いだったと思わせないでおくれ。お願いだ、子供たちよ。愛いとしいわが友人の愛せし子らよ』

　立ちつくす美弥子たち、そして、その後ろで身じろぎもしないクリスティーナに向かって、深々と頭を垂れた大魔導師は、一回り小さくなったように見えた。

『お願いだ』

　……そうだ、僕たちは、これから自分で戦いとっていかなければならない。

　この世界の未来を。大切な人々の安あん寧ねいと幸せを。

　誰だれもの心の中に地上の天国は存在する、と〈彼〉の声のこだまは告げた。どんなに無理な注文に見えようと、道が遠かろうと、僕たちは、歩いていかなければならない。あの老いたる大魔導師に、これ以上の犠牲と悲しみをもたらしてはならない。

　絶対に。

　タラップを一息に駆けあがる。デッキに足を下ろすとほぼ同時に、待ち構えていたらしい船員が、かけ声をかけて梯はし子ごを引き上げた。美み弥や子こと和かず音ねが不思議そうにしている。

「どうなさいましたの、遼りよう太た郎ろうさん」

「なにかありましたの、遼兄さま？」

「ああ、いや……うん」

　そっと懐のヤドリギの葉を押さえてみる。

「……別に。ただちょっと、誰かがいたような気がしただけだよ」

　美弥子と和音は顔を見合わせ、何かを悟ったような顔をした。

　しかし、それ以上は追及せずに、「そうですの」とぽつりと言うと、もとどおり舷げん側そくに肘ひじをかけて、ごったがえす埠ふ頭とうを見おろした。

「――クリスお姉さま。何も、言ってはくださいませんのね」

「そうだね……」

　汽笛が鳴る。

　出発の鐘がガランガランと鳴りひびき、汽船は、ひときわ大きな汽笛と煙を噴きあげて、ゆっくりと埠頭を離れはじめた。

　見送る人々が、埠頭に鈴なりになっている。乗客は舷側に顔をそろえ、帽子を振り、叫び、見送る友人や家族に対して、健康と旅の安全をこもごもに願いあっている。

「おてがみちょうだいね！　ずっとね、ずっとまってるからね！」

　涙ながらにシシィが両手を口にあてて叫んでいる。リトルが頭の上を鳴きながら飛びまわる。伯爵夫人とエドワーズ氏が後ろから支えるように立ち、こちらに頷うなずいてみせる。

　ラドル夫人はおいおい泣きっぱなし。リース警部はぴんと背をのばし、ヤード式に、見事な敬礼を送った。シヴィル・セント・クレアはのんきな笑みを浮かべて手を振り、後ろでシャルロットが剣をかかげる身ぶりをし、片かた膝ひざを折る騎士の礼をした。

「――ああもう、……畜生！」

　ここまでむっつりし通していたアレックスが、ついに噴きあげるように叫ぶと、船上の遼太郎にむかって指を突きつけた。

「いいか、跡あと部べ遼太郎！」

　アレックスに本名をきちんと呼ばれたのは、この時が初めてだった。

「本国へ帰っても、必ず負けるな、しっかり自分の地位を守れ！　でなければ、この僕が許さんぞ！　僕は僕の場所へ戻って、やりたいことのために力をつくす、けっして負けない、だからお前も、負けることは許さん！　必ず勝って前へ進め、後戻りなどするようなら、この僕がじきじきに尻しりを蹴け飛とばしに行ってやるからそう思え！」

「君もね、アレックス！」

　舷げん側そくから大きく身を乗り出して、遼りよう太た郎ろうは怒鳴りかえした。

「君こそ、元気で、何にも負けない本当の大魔術師でいておくれよ！　アレックス、バシレウス・サロモン！　また会おう、いつか、きっと！」

　こっ恥ずかしい名前を口に出されたことでお坊ちゃまはひるんだが、すぐにじだんだを踏み、怒って何かわめきたてた。船がかなり離れていたのでよくは聞きとれなかったが、悪口と激励を本人にもよくわからない形でこきまぜたもののようだった。

　遼太郎と美み弥や子こと和かず音ねは落ちんばかりに身を乗り出し、手を振り、叫び、英国の大地と、そこで出会った人々へ、感謝と、きっとまた会おうとの約束を投げつづけた。

　埠ふ頭とうの黒山の人だかりが小さくなる。声が遠くなる。やがて、海風と、速力を上げる蒸気機関の音が惜別をかき消していく。もう、ほとんど顔を見分けることもできない。

　乗客が散りはじめ、三々五々、自分の船室やラウンジのほうへと去っていく。遼太郎たちはさすがに去りがたく、甲板にほとんど誰だれもいなくなるまで遠くなる英国を眺めていたが、とうとう、「さあ」と未練を断ち切るように美弥子が言った。

「わたくしたちも船室へ参りましょう。海風に当たりすぎて、日本に着いたとき、風か邪ぜを引いていては元も子もありませんわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうですね」和かず音ねも、なごり惜しげに舷げん側そくから離れた。「兄さまは？」

「ごめん。僕はもう少ししてから行くよ。少なくとも、埠ふ頭とうが完全に見えなくなるまでね。二人は先に入っておいで。しばらくしたら行くから」

　二人は少し反対したそうだったが、遼りよう太た郎ろうにとってこの英国滞在がどれだけ重要だったかについてわからないわけではなかったのだろう。頷うなずいて、ではお先に、と、連れだって船室への階段を下りていった。

　遼太郎はほっと息をつき、速度を上げて進む汽船の横腹と、長く引かれた航跡の白い波をずっと目で追った。

『……君に礼は言わないよ、少年』

　ぎょっとした。

　身体からだごとぱっと振り返る。

　ほとんど人のいなくなった甲板の、日よけの支柱のてっぺんに、一匹の、小さな猿がとまっていた。ふさふさした白い毛で顔をふちどられた小猿は、蝙こう蝠もりの羽をはためかせ、いつかしたように、遼太郎に向かってキーッと歯をむきだした。

『あいにく、私はへそ曲がりなんでね。ご存じの通り』

　どこからか聞こえてくる皮肉めいた声、それはまぎれもなく、クリスティーナ――彼女、それとも、彼、と呼ぶべきなのだろうか――のものだった。

『めそめそしたお涙頂ちよ戴うだいはきらいなんだ。特にああいう、感傷的な場面には我慢できない。まあしかしとりあえず、君にはなにか一言言っておくべきだとは思うんで、こうして話しているわけだよ』

　遼太郎は口もきけなかった。しかしクリスティーナは返事は期待していなかったようで、『オタカのことについてはお悔やみ申しあげる』と続けた。

『彼女に関しては、私も寂しく思っているとだけ言っておこう。彼女は私がほとんど唯一認めた真の女帝であり、友人であり、誇り高く美しい女性だった。

　彼女が君を私のところへ送りつけてきたときにはいったいどうしてくれようかと思ったが、結局、こういう結果になった。しかし、実を言えば』

　唇を曲げて意地の悪い笑みを浮かべているところが目に見えるようだった。

『君が私を救い、その結果としてあの男を――〈神〉による治世を、否定したことについて、それがはたして人類にとって正しかったのか、私にはまだ確信が持てていない。私はさほど、人間の善性というものを信用していないのでね。もしかしたらあのまま、〈神〉の絶対的支配のもとに置かれたほうが、今ごろ世界はもう少しまともになっていたかもしれない。断言なんてできないだろう？　人間が、〈彼〉、そして〈Christiena〉にこれまでどんなことをしてきたか――〈善〉と〈愛〉の名のもとに、どれだけの蛮行と虐待が、差別と虐殺が横行してきたことかを考えれば』

　遼太郎は黙って頭を振った。クリスティーナの声は苦く、その言葉は刺とげのように胸に突きささった。彼と彼女、〈Christiena〉こそ、善と愛を称する者たちによって監禁され、不当な虐待を、何十何百代にもわたって受け続けてきたのだ。そんな相手に対して、ヒトという生き物に対する信頼を説いたところで、今は言い訳にしか聞こえないだろう。

『どうだね――君は後悔しないかね、少年？　〈神〉による絶対的平和よりも、これまで通り、人間どもがおのが私利私欲のままに右往左往し、ごたごたともめ事を起こす、小うるさい世の中を選んだことが、本当に正しかったと言えるかね？　今はそれでよくても、数年先には？　数十年先には？

　乱れた地脈の話は君も聞いたはずだ。いずれ、反動が世界を襲う。それは自然のみならず、人間の精神にも激震を引きおこさずにはいないだろう。これまでになかった犯罪や狂気が、今回ロンドンを覆ったような暴力と虐殺が、今度は世界中で起こるかもしれない。もう助けてくれる魔女たちも、老いたる大魔導師もいない。人類は、いもしない〈神〉の名を唱えながら、血と泥の中を這はいずり回ることになるかもしれない。

　それでも君は、後悔しないと言えるかね？　――自分は正しいことをしたと、人間たちの魂とその良心を、理性と善を、あくまで信じると言うことができるかね？』

　しばらく間があった。

　きらめくガラス玉のような小猿の黒い目が、ひたと遼りよう太た郎ろうを見つめている。

「――正しいことをしたのかどうかなんて、僕にだってわからない」

　低い声で、遼太郎はようやく答えた。

「そんなこと、きっと、誰だれにもわからないと思う。

　でも、少なくとも、僕は僕がしなくちゃいけないと思うことをやった。あなたを助けたかったし、ほかのみんなも助けたかった。他ほかに考えてることなんて、なかった。正しいかどうか、考えてる暇なんてもっとなかった。

　もしかしたら本当に、あのまま〈神〉の手に委ゆだねられたほうが、世界はもっといい場所になってたのかもしれない。でも、それは、もう終わったことだ。

　このあと何が起ころうと、僕はその責任を感じるだろう。報いは一生背負っていかなければならないだろう。でも少なくとも、僕は人間を信じてる。僕の好きな人たちを信じてるし、あなたのことも信じてる、クリスティーナ――テオフィル――フィリップ。どんなことが起ころうと、僕は、人間と、その中の光を信じることを、やめる気はない」

『やれやれ。頑固者の面めん目もく躍やく如じよ、というところかな』

　主人の動作を真ま似ねるように、小猿は目を半分閉じて首を振った。

『ま、いいさ。今回は貸し、ということで、あまり意地悪を言うのはやめておくよ。これ以上君をいじめると、レギーネに叱しかられそうなのでね。なんと言っても、私とレギーネがまだ生きてここにいるのは、君のおかげに変わりはないんでね。認めるのは癪しやくだが、そうなんだから仕方がない。

　いつか、君を訪ねていくかもしれないよ、少年。女帝の血を引く君、跡あと部べ遼太郎――災厄が世界を襲ったあとでも、同じセリフがまだ吐けるかどうか、確かめにね。その時もまだ同じことが言えるなら、君も大したものだと言っておこう』

「承知した」

　きっと頭を上げて、遼りよう太た郎ろうは小猿の光る眼めを、そのむこうにいる男装の麗人の顔を、しっかりと見返した。

「とのあえずは、その時まで、お元気で、クリスティーナ・モンフォーコン。お世話になりました。結局魔術についてはなんにも教わらなかったし、なんだかむやみに家事がうまくなっただけの気もするけど、ま、そのことは勘弁してあげます」

『勘弁、ときたね。最後まで無礼な従僕君だ』

　短い笑い声を残して、猿はひらりと飛びたった。海風に吹かれる小さなこうもり傘のように、ふらつきがちに陸へと戻っていく。

『それではおさらば、わが小生意気な、頑固者の従僕君』

　からかうような別れの言葉が、潮の香りとともに吹き寄せられてきた。

『いつか、また会う日まで、――せいぜい、元気でいることだね』

　ひらひらと舞っていくバイロン卿の蝙こう蝠もり羽ばねを遼太郎は目で追った。あとにしてきた埠ふ頭とうは青緑色の海のむこうに消えて、ほとんど見えない。

　かろうじて視界に残る突堤にぽつんと立つ、小さな小さな、人影がふたつ。

　点のように見える小猿が、背の高い方の手に舞い降りる。

　長身の影は小猿をかたわらの小柄な影に渡すと、帽子を取って、大仰な身ぶりで頭を下げてみせた。



    

  
    
      



    

  
    
      　一拍遅れて、小柄な影も、きっちりと身をかがめて礼をした。

　金と銀の髪がきらきらとなびき、やがて波のうねりに隠れて見えなくなった。

　視界に海と、白い航跡しか見えなくなっても、遼りよう太た郎ろうはしばらく甲板に佇たたずんでいた。

　やがて、決然と背を向け、婚約者と義妹が待つ船室への階段を下りていった。

　扉が閉まり、汽笛が鳴った。

　ラウンジで演奏される音楽がかすかに波音に混じる。白い波頭を蹴け立たてて、汽船は英国の地を離れ、一路、日本への海路をたどりつつあった。





　一八九四年、朝鮮の甲こう午ご農民戦争をきっかけに、日本は朝鮮に出兵し、同じく出兵した清しん国軍と、豊島沖会戦で戦闘を開始した。日清戦争の始まりである。

　一九○一年、まるで古い時代の死を象徴するかのように、英国女王ヴィクトリア一世がこの世を去った。

　一九○四年、清国に勝利した日本はより軍事的色彩を強め、帝政ロシアと満州・朝鮮の制覇を争って、開戦した。欧州の大国ロシアに対して、単なる東洋の一小国と見られていた日本は、世界の予想を裏切って日露戦争と呼ばれるこの戦争で勝利を得た。日本は大国に対する戦勝の喜びにわきかえった。

　だが豊かさと勝利を謳おう歌かする国々のそのかげで、あちこちでさまざまな闘争がわき起こっては鎮められ、植民地や領土を巡る争いと短い条約が交わされ、翻ほん弄ろうされ踏みにじられる人々の不満は、少しずつ鬱うつ積せきし、ねじれ、高まりつつあった。



　――そして一九一四年、オーストリア＝ハンガリー帝国の皇子フランツ・フェルディナント大公が、ボスニア首都サラエヴォで、民族主義者のテロリストによって暗殺された。

　この事件がきっかけになり、日本と世界はこの後、多くの人々の祈りと努力もむなしく、二度にわたる血みどろの世界大戦へと転がり落ちていくことになる。



    

  
    
      　一九四五年、八月十五日。



　――朕ちん深ク世界ノ大勢ト帝国ノ現状トニ鑑かんがミ、非常ノ措置ヲ以もつテ時局ヲ収拾セムト欲シ、茲ここニ忠良ナル爾なんぢ臣民ニ告グ……



　その日、空は青かった。

　灼やけつくような夏の日ざしが、廃はい墟きよとなった首都東京に降りそそいでいた。

　建物はすべて崩れ、焼け、原形をとどめているものはほとんどない。

　続くのはただ、灰と瓦が礫れきの荒野、焼けただれた大地、そして、その間にうごめく、やせ細り、飢えと渇きに眼めをぎらつかせた人々。

　七年間続いた第二次世界大戦――日本においては四年間の太平洋戦争――は、この日、昭和天皇による玉音放送によって、終わりを告げた。

　いまだヨーロッパやアジアの各地で弱々しい小競り合いは続いていたが、すでに終末は明らかだった。雑音まじりのラジオの声に、声をあげて慟どう哭こくする者もいるにはいたが、ほとんどのものはただ茫ぼう然ぜんと、これまで信じていたものの崩壊を目まの当たりにし、あるいは、すべてを奪っていった戦火の爪つめ痕あとに精神を打ち砕かれて、うつろな顔で空を見あげているばかりだった。

　二度の世界大戦によって、大量の命が戦闘員、非戦闘員関係なく、むごいやり方で奪われていった。両大戦をあわせた死傷者の数は約五千万人ともいわれるが、それでさえ単なる推測に過ぎず、この中に入っていない死傷者、また人間のみならず、環境や都市、経済、社会に与えた影響と被害は、さらにはかり知れない。

　また、この死傷者のうちには、三三○万人の民間人も含まれる。東京と大阪の大空襲では、焼しよう夷い弾だんの雨の中で無む辜この市民が灼きつくされた。満州・中国からの撤退時の混乱では、多くの人が敵味方関係なく殺され、また殺した。

　世界に燃え広がった戦争の、前線における兵士たちの犠牲は言うまでもない。殺し、殺される者たちの狂気と、餓うえと、見境のない暴力、蛮行と疫えき病びようが世界中を跋ばつ扈こした。死が白い歯をむき出して嗤わらい、死体の山の上で踊り狂った。

　戦火によって死んだ人々以外にも、地獄はこの世に現出した。

　ドイツでは、「民族浄化」を唱えるナチス・ドイツによって、五百万とも七百万とも言われるユダヤ人が拘束され、強制収容所における非人間的な労働の末に、ガス室で獣のように殺された。

　この「ユダヤ人狩り」には多くの民間人も参加した。密告が横行し、かくまってくれるはずの隣人に、売られる家族も多々あった。

　そして八月六日、ついで、八月九日。

　広島と長崎の市民の頭上に、人類初めての、核の炎が投下される……。



　――加之しかのみならず敵ハ新あらたニ残虐ナル爆弾ヲ使用シテ頻しきリニ無辜むこヲ殺傷シ惨害ノ及ブ所、真ニ測ルべカラザルニ至ル。而しかモ尚、交戦ヲ継続セムガ、終ついニ我ガ民族ノ滅亡ヲ招来スルノミナラズ、延のべテ人類ノ文明ヲモ破却スベシ……



　……夏の日の照りつける小高い丘の上に、一人の老人が立っている。

　シャツは薄汚れ、色のさめたズボンの膝ひざには丁寧につぎがあててある。底の抜けかけた靴は、紐ひもで足にくくりつけられていた。

　ふさふさとした髪は、すっかり白髪に変わっている。すり減って穴の開きかけた古帽子を手に持ち、玉音放送に耳を傾ける人々を、少しばかり哀かなしげに見おろしていた。

　その背中は若い者にもめったにないほど、しゃんとまっすぐ伸びていた。顔は渋紙色に日焼けし、手は労働と老齢のためにごつごつと節くれだっていたが、不思議に澄んだまなざしとすっきりした顎あごのあたりに、どこか少年めいた若さがあった。

『……どうだい、少年』

　背後から、ふいに声がした。

　若々しい、少し皮肉めかした、からかうような女の声。

『人間が人間に、いったいどれだけの非道を働くことができるものか。これだけのことを見てもまだ、君は、「人間は善いものだ」なんて、言いはるつもりなのかい？』

　明るい陽ひを映していた彼の瞳ひとみに、一瞬のうちにさまざまなものが走りぬけた。

　それはこれまで彼がさんざんくり返してきたであろう自問自答の積み重ねであり、紡ぎだされた苦悩と煩はん悶もん、疑いと信頼の相反する信念、過去への追憶と未来への微かすかな希望、そしておそらくは、人生の終わりまで消えることのない、罪と贖しよく罪ざいの意識だった。その想おもいのあまりも重さに耐えかねてか、ぴんと伸びていた背が、わずかに前へとのめった。



　――堪たヘ難がたキヲ堪ヘ、忍ビ難キヲ忍ビ……



　しかし、次の瞬間、彼はふたたび頭を上げ、決然と前を見つめていた。

「ええ」

　振り向かないまま、はっきりと、彼は答えた。

「僕たちは、また失敗しました。それも、とても大きな、たくさんの犠牲を出してしまうような、ひどい間違いを。

　でも、僕たちはまだ生きている。生きてふたたび、これから学んで進んでいける。

　――生きているかぎり、僕たちは永遠に努力し、学びつづけることができる、

　それが、僕があなたのところにいたときに学び、今まで実行してきたことです。これからもきっと、そうするでしょう。

　それに、あなただって言ったでしょうに。ねえ、クリスティーナ」

　皺しわのよった唇に、いたずらっぽい笑みが浮かんだ。

「僕はね、なにせ、どうしようもない頑固者なんですから」

　含み笑いが聞こえた。

　どことなく満足げな響きをまじえたそれは、かすかに聞こえた、鳥の羽ばたきに似た音にまぎれて消えた。

　彼は、ゆっくりとふりかえった。夏の熱気に揺れる陽炎かげろうのむこうに、黄金の髪と、銀の髪のきらめきがちらりと見えたような気がしたが、錯覚かもしれない。

　しばらく、そのまぼろしを追うように、日ざしのむこうに眼めを細めていたが、やがて、笑みを浮かべたまま、前を向いた。

　そしてしっかりと胸を張り、ぼろぼろと崩れる地面を踏みしめ、歩いていった――家族のもとへ、彼が愛し、愛され、守りつづけると決めた、愛いとしい人間たちのもとへ。



    

  
    
      　　すべて無常のものは

　　ただ映像にすぎず。

　　及び得ざるもの

　　ここには実現せられ、

　　名状しがたきもの

　　ここには成し遂げられぬ。

　　永遠に女性的なるもの

　　われらを引きて昇らしむ。



――ファウスト　第二部　　12105-12110行



    

  
    
      ――『パラケルススの娘』　ＥＮＤ．



    

  
    
      
あとがき





　ようやくここまでたどり着きました。

　お世話になっております。五代ゆうでございます。



　足かけ五年かかって『パラケルススの娘』全十巻、完結いたしました。

　何しろ生まれてはじめてのシリーズもので（こんだけ業界にいてそれもどうなんだ、とは思うけど）自分でもかなり時流から外れてるよなあ、と思う、趣味に走りまくった作品に最後までおつきあいいただいた方々に感謝いたします。

　毎回毎回、ちゃんと一冊におさまる分量になるかが心配で心配で（ほらうちの中の人は電波の人ですから）はみ出した分を行数をつめてごまかしたり、ひらがなに開いたのを漢字に戻したり、一文字だけはみ出たのを前の行に押しこめたりして、ちみちみちみちみ詰めておりましたが、なんとか一冊一冊、なんとなくつながりながらも一話完結、という形はとれたと思います。まあ前巻と今巻は、さすがにフィナーレということで許してください（笑）形の上でも第一部と第二部というスタイルになりましたし。

　シリーズ開始当初はがんばっていろいろ流行に合わせてなんとかしようとしてましたが、やっぱり血の呼び声というか電波の命令には抗あらがえないので、最後には思いきり趣味に走っていましたすいません楽しかったです。読者の方々も、同じく楽しんでいただけたことを祈っております。



　十巻を通して、ヘタレでひがみっぽかった遼りよう太た郎ろう君はぐんと成長し、ちょっと意外だったかもしれないラストシーンでは、立派に人生を乗りきった姿を見せてくれました。レギーネに依存して変化を拒否するといった形で、青年のままとどまっていたクリスティーナ（の中の人）も、少しばかり世の中を見る目が変わったようです。

　その他の人々については語るスペースもありませんが、みんな、元気にそれぞれの場所で懸命に生きていることと思います。がんばれリース警部。おっさんラブ。

　あと個人的には、霧む月つきについてまた何か書けたらいいなと思っております。彼、理屈の上ではここ以降、どの時代のどの場所にいてもおかしくはないですし。

　動乱の時代の中、遼太郎君が結局、美み弥や子こさんを選んだのか和かず音ねちゃんを選んだのかはご想像にお任せします。ジンジャーとはああいう形で別れることになってしまいましたが、彼女もまた、自由奔ほん放ぽうな少女のころの思い出を抱えた〈女主人〉として、英国の夜を護まもりつづけていることでしょう。



　初代担当のＯ氏にはたいへんお世話になりました。一巻を書いてるときの私はちょっと精神状態最悪で、えっらいご迷惑おかけしましたすいません……。原稿遅れも原稿はみ出しもなんとか収めてくださったのはＯ氏の手腕です。ありがとうございます。

　そして現担当のＳ嬢にも、お礼申しあげます。なんかもう手綱放して勝手に走らせるしかない、言うこときかない扱いにくいものかきですいません……どうぞ今後ともよろしくお願いします（直すのは無理なので言えないヘタレ）



　そして、美しいイラストをつけてくださった岸田メル様に大きな大きな感謝を。メルさんのイラストのおかげで、本を手にとってくださった方がたくさんいらっしゃることと思います。毎巻の美麗な表紙は言うにおよばず、ことに、四巻折り込みの多た華かさまと轟ごう雷らいのイラストは大興奮ものでした。うはーかっこいい可愛かわいい……。

　あ、あとリース警部の力の入りっぷりもありがとうございます（笑）霧月がお気に入りだとかで、また彼のお話を書くことがあればよろしくお願いいたします！



　そんなわけで『パラケルススの娘』、閉幕カーテンフオールでございます。

　また新しいお話でふたたびお会いできることを願いつつ……



五代　ゆう



    

  
    
      　著者

　五代ゆう（ごだい・ゆう）

　　１９７０年生まれ。１９９１年「はじまりの骨の物語」（富士見ファンタジア文庫）で第四回富士見ファンタジア長編小説大賞を受賞し作家デビュー。代表作「〈骨牌使い〉の鏡」（富士見書房）「清明鬼伝」（角川ホラー文庫）「風と暁の娘　パンツァードラグーンオルタ」（メディアファクトリー）などがある。

　　ｗｅｂページＵＲＬ　http://www011.upp.so-net.ne.jp/godai/



　イラスト

　岸田メル（きしだ・める）

　　名古屋在住のイラストレーター。

　　主なイラスト仕事に、「神様のメモ帳」シリーズ（電撃文庫）「死神姫の再婚」シリーズ（B's-LOG文庫）「カラブルワールド」シリーズ（ガガガ文庫）など。

　　ＨＰ　http://maigo.jp
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